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安全性に関する警告

この『オペレーターズガイド』、セイフティ・ビデオ、および製品の警告
ラベルに含まれる安全のための注意事項や指示事項を無視すると、死亡の
可能性を含めて人身事故の原因になることがあります。オペレーターには
安全のための注意事項を同乗者に知らせる義務があります。

この『オペレーターズガイド』とセイフティ・ビデオは、ボートを売却す
る際もボートとともにお渡しください。

以下の商標は、Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社に帰
属します。
Sea-Doo®

ROTAX™
Speedster™
Utopia™
Islandia™
Perfect Pass®

印刷国：カナダ (LMO2007-002 DR)
®™ 、およびBRPのロゴは、Bombardier Recreational Products Inc.、またはその関連会社の商標です。
©2006 Bombardier Recreational Products Inc. and BRP US Inc.　無断複写転載を禁じます。



あなたの新しい SEA-DOO スポーツボートに
関して守っていただきたいこと
おめでとうございます。あなたは今日からSea-Dooスポーツボートのオーナー
です。すでに経験豊富なボーターの方も、ボーティングスポーツは初めての方
も、まずボートに付属のセイフティ・ビデオをご覧になり、この 『オペレー
ターズガイド』、そして製品各部に表示されている警告／注意ラベルをよく
読んで、その内容を熟知してください。こうしたマニュアル類には役に立つ
情報がたくさん含まれており、これをお読みになれば、このボートの楽しさ
を満喫していただくために必要な知識が得られるはずです。
当社はすべてのボート・オペレーターの方々に、安全講習を受講されることを
強くお勧めしています。コースの有無については、 寄りの沿岸警備当局また
はパワーセイル愛好者団体までお問い合わせください。さらに熱心なボーター
の方は、一般の書店で販売されている Elbert S.Maloney著 “Chapman Piloting”
をお読みになるとよいでしょう。
あなたのご家族やお友達をこのスポーツに誘う場合は、その人がスポーツボー
トの操縦装置と操作方法、そして思いやりと分別のあるライディングの重要
性をしっかり理解していることを確かめてください。
オペレーターには同乗者や他の水域利用者の安全を確保する責任があります。
安全性に関するすべての指示事項を守り、常に慎重に操縦してください。
ボートの「12ヶ月安全点検」をお受けになることをお勧めします。詳細につ
いては、Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにお問い合わせください。
後に、定期的にSea-Doo スポーツボート認定ディーラーを訪問されること

をお勧めします。ディーラーでは安全のためのメンテナンスを受けられるだ
けでなく、スポーツボートの各種アクセサリーもご用意しています。

楽しく遊んでください。お楽しみいただけるようお祈りいたします。

このガイドは常に船体に搭載しておいてください。ボートの再販時は、必ず
これらのガイドを備え付けてください。
『オペレーターズガイド』の追加を参照または印刷を希望される場合は、次
のウェブサイト www.operatorsguide.brp.comにアクセスしてください。ま
た本ガイドは各種言語に翻訳されております。
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はじめに
この『オペレーターズガイド』は、
このボートの所有者／操縦者／同乗
者のみなさんに操縦、メンテナンス、
および安全な使用方法をご理解いた
だくために作成されたものです。こ
のガイドは製品を正しくご利用いた
だく上で不可欠なものですので、防
水バッグに入れて常にボー トに搭載
した状態で保管してください。また
本書をよく読んで、その内容を理解
してください。
保証およびその適用については、
Sea-Doo スポーツボート認定ディー
ラーにお問い合わせください。

危険性ステートメント
この『オペレーターズガイド』を読
むときは、危険性についての警告文
に注意してください。これらは危険
なコンディションや操作上の手順に
関連した安全のための注意事項に対し
て、あなたに注意を促すものです。
このガイドでは、特別な情報を強調
するために次のような警告記号を用
います。

�
この安全性注意記号は世界共通の記
号として認められています。このマ
ニュアルでは、この記号は 「この情
報を注意深く読んでください！」 と
いう意味です。危険の重大さとそれ
を回避する方法について理解してお
いてください。危険性について告知
するステートメントに示された推奨
事項が守られていないと、物品の損
傷、ケガまたは死亡につながるおそ
れがあります。
危険性ステートメントは、一般的な
意味で 「警告」 とも呼ばれていま
す。このマニュアルでは、危険性が
もたらしうる結果の重大さ （軽傷、
重傷、死亡） に応じて 3 種類の “警
告” を用いています。

� 警告
差し迫った危険または潜在的に危険
な状況が存在し、それを避ける対策
を行わないと、死亡の可能性を含む
重大なケガ、または物品の重大な損
傷につながるおそれがあること示し
ます。

注意: 潜在的に危険な状況が存在し、
それを避ける対策を行わないと、軽
度から中程度のケガまたは物品の損
傷につながるおそれがあることを示
します。これは危険な習慣に対して
注意を促すために用いられることも
あります。
注記: 操作またはメンテナンスの手順
に関連する注意事項を完全に実行す
るために必要な補足的情報を示しま
す。
こうした情報を読むだけで危険を完
全に排除できるわけではありません
が、これらの情報を理解して実行す
れば、スポーツボートの正しく安全な
使い方が自然に身に付くはずです。
このガイドの警告文は考えられるす
べての状況を取り扱ってはいません
し、実際にすべての状況を網羅する
ことは不可能です。いつでも常識を
働かせましょう！明確に推奨されて
いない手順、方法、工具、または部
品については、あなたはそれがあな
たと周囲の人にとって安全であり、
あなたの判断の結果、ボートを損傷
したり、危険な状態にしたりするこ
とがないと完全に納得した上で用い
なければなりません。

勧告ステートメント
勧告ステートメントは、操作、メン
テナンス、および整備の実施に影響
を及ぼす条件について注意を促しま
す。
「重要」 とされたステートメント
は、機器または関連するコンポーネ
ントの損傷を防ぐことを意図した手
順を示します。
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この補足に含まれる情報およびコン
ポーネント／システムの記述は、出版
の時点で正しいものです。ただし、
Bombardier Recreational Products
(BRP) は、 それ以前に製造された製
品に同様の改善を施す義務を負うこ
となく、製品を継続的に改善する方
針を維持します。
製品の品質向上と技術革新の絶えざ
る努力のため、BRP は何らの義務を
負うこと なく、製品の仕様、設計、
機能、型式、装置などをいつでも変
更し、あるいは製造を終了する権利
を留保します。
本書で使われているイラストは異なる
アッセンブリーの一般的な構造を示
しており、特定部品の完全な詳細や
正確な形状でない場合もあります。
しかし、それらは同様または類似の
機能を持つ部品を代表しています。
このガイドは他言語に翻訳される可
能性があります。内容に不一致が生
じた場合は、英語版の内容が正しい
ものと見なされます。
仕様の数値は SI メートル法で示さ
れ、括弧内に SAEの U.S.単位系に換
算した値を併記します。特に精度が
要求されない個所では、実用上の利
便性を優先して換算値の端数を四捨
五入している場合があります。
完全な整備とメンテナンスに関する情
報、および修理に関するより詳しい情
報をご希望の方には、別途 『ショッ
プマニュアル』 をご用意していま
す。
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安全に関する情報
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一般的事項
あなたには、あなたと同乗者、そして
ボート仲間の安全を守る責任があり
ます。ボートを進水させる前に、ま
ずこの 『オペレーターズガイド』、
製品の警告文とラベル、セイフティ・
ビデオおよびボートに付属 している
情報やディーラーから提供された情
報をよく読んで理解してください。
すべての警告文、安全のための注意
事項、操作手順に留意し、それらに
従ってください。
BRP では、公認された船舶安全講習
会の受講を強くお勧めしています。
いつでも安全な航行のためのルール
を守り、思慮と礼儀と常識を持って
ボートの操縦をしてください。無謀
で思慮に欠けた操縦を行うと、あな
たと同乗者、あなたがボートを貸し
た人、あるいは他の水域利用者の死
亡の可能性を含むケガの原因になる
ことがあります。
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トレーラーでの運搬
トレーラーの許容搭載重量、使用方
法、メンテナンス、アクセサリー、
保証などについては、トレーラーの
説明書をご覧ください。
トレーラーの牽引、特に以下の事項
については、使用する国や地域の関
連法規を確認してください:
– ブレーキシステム
– 牽引車両の重量
– バックミラー。
注記: オプション装備として、あな
たのトレー ラーに適したブレーキシ
ステムをご用意しています。Karavan
Trailers (www.karavantrailers.com) に
ご連絡ください。

� 警告
バラストタンクに水が残っている
ボートを牽引しないでください。
バラストの重量がトレーラー、車
軸、タイヤ上の負荷を高め、早過ぎ
る磨耗や故障の原因となるおそれが
あります。これにより、トレーラー
の重心位置が上がり、路上でのボー
トの安定性の低下を招きます。
トレーラーで牽引する前に、いつで
もバラストタンクを空にしてくださ
い。

ボートを牽引トレーラーで運搬する
場合は、次のような点に注意してく
ださい :
ボートはバウ（前）およびスターン
（後） アイレットを使用してトレー
ラーにしっかりと固定してください。
– スターンライトは取り外します

（取り付けてある場合）。
– スキーポストが下げ位置になって

いることを確認します (装備モデル
の場合)。

– すべてのストレージコンパートメン
トカバーのラッチが正しくかかっ
ていることを確認します。

– 閉じた位置でウインドシールドド
アをしっかりロックします (205
Utopia models)。

– バラストタンクを空にします（装
備されている場合）。

– シンク水栓チューブを外します
(220 Islandia SE models)。

– ビミニトップを閉めます（装備さ
れている場合）。

– Sea-Doo カバーを取り付けると
ボートを保護することができま
す。特に未舗装路を牽引する場合
は、エアインテークからの埃の侵
入を防ぎます。

トレーラー牽引の安全に関する注意
事項を守ってください。
注意: 牽引を開始する前 に、リアス
トレージコンパートメントのリッド
が閉まっていることを必ず確認して
ください。
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安全なボーティングのチェックリスト
クルージングに出かけるときは、そ
れがわずか 1 時間であっても数日間
に及ぶものであっても、必ず次の安
全なボーティングのチェックリスト
を実施してください。

操縦に関するご注意...
– このスポーツボートの性能は、

あなたがこれまでに操縦したこと
のある他の船舶の性能を大幅に上
回っています。初めてボートを出
す前、あるいは同乗者を乗せる前
に、このスポーツボートの操縦装
置と操作を完全に理解しておいて
ください。そのような機会が持て
なかった場合は、他の遊泳者や水
上交通のない場所を選んで 1 人乗
りで練習をし、各操作装置のレス
ポンスを確認してください。アイ
ドリング以上に回転を上げる場合
は、事前にすべての操作装置の扱
いに十分慣れるようにしてくださ
い。ボートの取扱いはどれも同じ
だと思い込んではいけません。操
縦性はモデルごとに異なり、甚だ
しく異なる場合も少なくありませ
ん。

– スロットルレバーをアイドリングの
位置に戻すと、進路のコントロー
ルが難しくなることをいつも意識
するようにしてください。ボート
を旋回させるにはスロットルを開
ける必要があります。

– 他のあらゆるボートと同様に、こ
のボートにはブレーキがありませ
ん。停止距離は、走行速度、積載
荷重、風、水面の状況などによっ
て異なります。さまざまな条件の
下でボートが止まるまでにどのく
らいの距離を要するかの感覚をつ
かむために、安全かつ他の交通の
ない水域で停止とドック入れの練
習をしてください。障害物を回避
しようとするときは、スロットル
を離さないでください。旋回する
にはスロットルを開ける必要があ
ります。ボートを止めるためにリ
バースを使わないでください。

– 航行中の座席として設けられた
シートに着席していない人がい
る場合 （サンデッキやスイムプ
ラットフォームは座席ではありま
せん）、または近くの水中に人が
いる場合は、ボートのエンジンを
かけたり、発進させたりしないで
ください。

– スポーツボートのジェットスラスト
で人がケガをする可能性がありま
す。いつでもゆっくりと加速し、
余裕をもって減速するようにして
ください。

– 安全性に関するすべてのラベルの
注意事項を守ってください。そう
したラベルはあなたのボーティン
グを安全で楽しいものにするため
に設けられています。

– 同乗者を伴っての航行や、他のボー
ト、チューブ、水上スキーヤー、
ウエイクボーダーなどを牽引して
いるときは、ボートの挙動が変化
し、より高度な技術が必要になり
ます。

– 一部のスポーツボートには、スキー
ヤー、チューバー、またはウエ
イクボーダー用のロープの取り付
けに利用できるトウアイレット、
スキーポール、またはウエイクタ
ワーが装備されています。このよ
うな取り付けポイントやスポーツ
ボートの他の場所を、パラセイル
や他のスポーツボートの曳航に使
用しないでください。ケガまたは
ボートの重大な損傷につながるお
それがあります。

– 水深の浅い場所では十分な注意
を払い、ごく低速で走行してくだ
さい。座礁やその結果として起き
る急激な停止によって、あなたや
同乗者がケガを負うおそれがあり
ます。また、異物がジェットポン
プに吸い込まれて後方へ弾き出さ
れ、人に当ってケガをさせたり、
ジェットポンプや他人の所有物を
破損する可能性があります。

– エンジンの排気には一酸化炭素
（CO） が含まれており、多量に
吸い込むと意識障害や死亡の原
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因になる可能性があります。狭い
場所、囲いや屋根で覆われた場所
ではボートのエンジンをかけず、
ボートの中や周囲に一酸化炭素が
滞留しないようにしてください。
ドック入れやラフティングのと
き、他のボートの排気による CO
の危険に注意してください。

– 同乗者全員に、特にエンジンとジェ
ネレータの排気ガスによる CO 滞
留および CO中毒の危険と症状につ
いて知らせます。エンジンのエキ
ゾーストアウトレット（また装備
されている場合ジェネレータアウ
トレット）を位置を知らせます。
コンポーネントの故障や詰まりの
ためにエキゾーストおよびジェネ
レータシステムまたアウトレット
を定期的に点検してください。

– 内燃機関の運転には空気が必要で
す。したがって、このボートを完
全防水にすることはできません。
例えば、フィギュアエイトなどの
ようにアッパーデッキが水没する
ような機動は、水の吸入による重
大なエンジントラブルの原因にな
ることがあります。この 『オペ
レーターズガイド』の特殊な手順
と限定保証セクションを参照して
ください。

– 低速航行水域に関する規則、およ
びその水域を利用する他の人々や
環境には十分な注意を払ってくだ
さい。ボートの船長兼オーナーと
して、あなたにはあなたのボート
の航跡が他の船舶に与えた損害に
ついて責任があります。また、同
乗者が船外にゴミを投げ捨てたり
するのを黙認してはいけません。

– 日没から日の出までの間は、必ず
航海灯を点灯して、減速してくだ
さい。視界が悪い状態のままボー
トを使用しないでください。

– 視界に悪影響を及ぼしたり、ボー
トの操縦性が変化したりする可能
性があるアクセサリーや装置を取
り付けないでください。

– 悪天候の際には船長が自ら舵を取っ
てください。

航行を始める前に...
– この『オペレーターズガイド』で

指定されている「使用前の点検」
を必ず実施してください。

– このボートの 大積載荷重または
乗船定員を守ってください。これ
らの値は定員表示プレートと「仕
様」 のページに記載されていま
す。過積載は操縦性、安定性、性
能に悪影響を及ぼす可能性があり
ます。また、荒れた海では定員と
積載量を減らしてください。 大
積載荷重や乗船定員プレートの表
示さえ守れば、常識と判断力を使
わなくてもよいわけではありませ
ん。

– ボート、船体、エンジン、安全装
備、およびその他のすべての装備
品を定期的に点検し、それらをい
つでも安全な航行ができる状態に
維持してください。

– 規則で定められた 低限の安全装
備、救命胴衣、および航行に必要
なすべての補助的な装備を必ず携
行してください。

– 消火器を含むすべての救命装備が
安全に使用でき、すぐに取り出せ
るようになっていることを確認し
てください。すべての同乗者にそ
れぞれの装備がどこにあるかを示
し、その使い方を知っていること
を確かめてください。

– 天候にはつねに気を配りましょう。
出発前にその地域の天気予報を確
かめてください。コンディション
の変化に対して警戒を怠らないよ
うにしましょう。

– あなたが航行するエリアの正確で
新の海図をつねにボートに積ん

でおいてください。航行を始める
前に、通過予定エリアの水域のコ
ンディションを確認しましょう。

– 出発の前に、陸上の管理責任者に
フロートプランを提出してくださ
い。

– 計画している旅程に対して十分な量
の燃料を積んでください。また、
使用前と使用中は、常に燃料レベ
ルを確認してください。「1/3 の
原則」 を適用して、1/3 を往路の
燃料、1/3 を帰路の燃料、 そして
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残りの 1/3 を予備燃料としましょ
う。悪天候やその他の理由による
予定変更の可能性も見越しておく
必要があります。

オペレーターと同乗者...
– アルコールや薬物の影響を受けて

いる状態では絶対にボートを操縦
しないでください。法令違反行為
です。適切な資格を持たない人に
はあなたのボートを操縦させない
でください。太陽、風、アルコー
ル、薬物、疲労、体調不良によっ
て判断力や反応時間が損なわれる
可能性があることを忘れないでく
ださい。

– オペレーターが予期せずに操縦でき
ない状態になった場合に備えて、
少なくともひとりの同乗者はその
ボートを操縦できなければなりま
せん。

– 16歳未満の方、または視覚、反応
時間、判断能力、操縦装置の操作
能力が損なわれるような障害をお
持ちの方によるこのボートの操縦
はお勧めできません。

– ボートを操縦するときはいつでも
セイフティランヤードスイッチを
使用し、すべての同乗者がその使
い方を理解していることを確認し
てください。

– オペレーターとすべての同乗者
が泳げること、そして水中からこ
のスポーツボートに上がる方法を
知っていることを確認してくださ
い。もしも泳げない同乗者がいる
場合、その人にはつねに救命胴衣
を着用させ、航行中はその人に特
別な注意を払ってください。
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安全装備
ライディングコンディションや個人の
好みに応じて、オペレーターとボー
トの同乗者がいつでも飛散防止加工
を施した保護ゴーグルを利用できる
ようにしておきましょう。
風や水の飛沫、高速走行などによっ
て水が目に入り、視界がぼやけてし
まうことがあるからです。
ボートのオーナーとして、あなたには
規則で要求されるすべての安全装備
がボートに搭載されていることを確
認する義務があります。また、あな
たと同乗者の安全のために必要であ
れば、その他の補助的な装備の用意
についても考えるべきです。地域の
規則を確認しましょう。規則で要求
されている安全装備については、米
国沿岸警備隊航行安全ホットライン
1 800 368-5647 へおかけください。

規則で要求される安全装備
規則によって要求される安全装備の
一部は、 このボートに標準装備され
ています。救命胴衣は、装着する人
の体のサイズに合わせてください。
地域の規則により特別な装備が必要
な場合、米国沿岸警備隊 (USCG)の承
認を受けています。 小限の装備と
して求められるのは次のようなもの
です：
– 救命胴衣
– 消火器
– 視覚的遭難信号
– 航海灯
– ベルまたはホイッスル。
また、防水バッグやコンテナに携帯
電話を入れておくのも有用で、遭難
した場合や陸上と連絡を取る場合に
使用できることがあります。

救命胴衣 （PFD：一人
用浮標用具）
法の定めにより、レクレーショナル
ボートでは各乗員に少なくともひと
つの日本小型船舶検査機構 （JCI）
認定の救命胴衣（PFD）を用意しな
ければなりません。 また、デッキ下
や閉じられたキャビンの中にいる場
合を除いて、ボートが航行している
間、13歳未満の子供はつねに PFDを
着用しなければなりません。すべて
の PFDが使用可能な状態にあり、す
ぐに取り出すことができ、乗船する
全員に適したサイズのもの（PFD に
表示されている 適用体重と胸囲寸法
の範囲内であること） が用意されて
いないと、ボートを使用すること が
できません。
PFDの浮力は、頭部を水面上に保ち、
水中での姿勢を楽な状態に維持する
のに役立ちます。PFD を選ぶときに
は、その人の体重と年齢を考慮して
ください。PFD の浮力は水中であな
たの体重をサポートするものであり、
PFD のサイズは着用する人に合った
ものでなければなりません。PFD の
サイズを決めるとき、 も一般的な
基準は体重と胸囲です。規則で要求
される数とタイプの PFDがボートに
積まれていることを確認し、同乗者
にその収納場所と使い方を周知させ
ることはあなたの責任です。

PFD タイプ
5 つのタイプの PFD が米国沿岸警備
隊によって承認されています。
PFDタイプ I、救命胴衣の浮力は 高
です。水中で意識不明の人の向きを
変えることが可能なように設計され
ており、顔を下向けの状態から縦向
けまたはやや後向け、顔を上向けの
状態に変えます。これにより生存の
見込みがかなり高まります。タイプ I
はすべての水域でもっとも効果的で
すが、救助が遅れることがある沖合
いでは特にそうです。また波の荒い
場所でももっとも効果的です。
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タイプ I — 着用

PFD タイプ II、救命胴衣は水中でタ
イプⅠと同様に向きを変えることがで
きますが、タイプⅠほど効果的ではあ
りません。タイプ Il は同じ状況下で
はタイプ I. ほど多くの人の向きを変
えることはできません。 通常人々が
ウォーターアクティビティーを行い、
救助が素早くなされる可能性が高い
場所では、この PFD の使用を好まれ
るでしょう。

�������

タイプ II — 着用

PFD タイプ III、救命胴衣は着用者の
状態を縦向きまたはやや後向きの位
置に変えます。着用者を方向転換す
ることはしません。着用者の姿勢を
縦向きまたはやや後ろ向きに保ちま
すが、顔を下向きに変えることはし
ません。タイプ Il PFD と同じ浮力が
あり、通常人々がウォーターアクティ
ビティーを行っている場所に適して
います。

�������

タイプ III — 着用

PFD タイプ IV、上記で説明した PDF
の特徴に加えて、投げられる状態で
あることが必要です。もっとも一般的
なタイプ IV PFD は、浮揚性クッショ
ンか救命浮輪です。水中の人に投げ
るよう設計されており、救助される
までユーザーがつかみ続けます。タ
イプ IV PFD は常に使用可能な状態に
あり、すぐに使用できます。救助が
遅れたり、ユーザーが低体温症（体
温の低下）になると、PFD は困難と
なることがあります。

�������

タイプ IV — 投下

PFD タイプ V、 救命胴衣を着用して
ください。膨らんだとき、タイプ I、
Il、III PFDと同じ浮力があります。し
かし、空気を抜くと遭難者を浮かせ
ることができないこともあります。
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タイプ V — 着用

PFD について
PFD の目的は、人命救助に役立つこ
とです。水中で体がサポートを受け
るには、PFD が正しくフィットし、
水に浮き、良好な状態を維持してい
る必要があります。
– まず PFDを試着し、水上と水中の

両方で快適に体にフィットするま
で、各部を調整します。その PFD
が自分専用であれば、何らかの目
印を付けておきましょう。

– PFD が正しく機能することを確か
めるため、水中で着用してみてく
ださい。これによって PFDの機能
がわかり、自信を持って使用でき
ます。

– 子供たちに PFDの着用のしかたを
教えて、水中で効果を試させてく
ださい。そうすることによって、
子供たちは PFDの目的と機能を理
解できます。また、一度でもそう
した経験があれば、突然水中に放
り出されてもそれほど不安を感じ
ずにすむでしょう。

– PFD が濡れている場合は、完全に
乾かしてから保管してください。
ラジエターやヒーターの前に置い
て乾かさないでください。できる
だけ換気のよい場所に保管してく
ださい。

– PFD を先の尖ったものに近づけな
いでください。繊維の部分が裂け
たり、浮力パッドに穴が開いたり
する可能性があります。

– 本人たちの安全と周りの人々の安
全のために、泳げない人、あまり
泳げない人、および小さな子供た
ちは、ボートが動いているときも

止まっているときも、つねに PFD
を着用してください。

– PFD に破れなどがないか、浮力
パッドに漏れがないか、そしてす
べての縫い目と継ぎ目がしっかり
と縫われているか、できるだけ頻
繁に点検してください。

– PFD にカポック （ジャワ綿） が
使われている場合、ビニールイン
サートに穴が開くとカポックに水
が染み込んで浮力を失うことがあ
ります。カポックが硬くなってい
たり、水を吸っていたりする場合
は、交換してください。そのよう
な状態では、必要なときに役に立
たない可能性があります。

低体温症
水に体温を奪われて起きる低体温症
は、ボート事故における重大な死亡
原因のひとつです。水中で低体温症
にかかると、やがて意識を失い、そ
の結果として溺れてしまいます。
PFD には断熱効果もあるため、着用
によって生存時間を延ばすことがで
きます。
当然のことながら、水温が高いほど、
必要とされる断熱性は低くなります。
寒冷地（気温 4.4°C (40°F以下））で
航行するときは、胴衣型の PFD より
も体をカバーする面積が大きいコー
ト型またはジャケット型の PFD を着
用するなどの配慮が必要です。
低体温症から身を守るために憶えて
おくべきいくつかのポイントをご紹
介します：
1. 水中に落下して浮いているとき

は、近くの船舶、他の生存者、あ
るいは身を委ねたり上がったりで
きる浮遊物に近づこうとする場合
を除いて、泳ごうとしないでくだ
さ い。不必要に泳ぐと、体温を
失いやすくなります。水温が低い
場合、頭部を濡らす必要がある溺
死防止法は推奨できません。頭部
は水面より上に保ってください。
これによって体温の低下を大幅に
遅らせ、生存時間を延ばすことが
できます。
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2. 生存と救助について、積極的な態
度を持ち続けましょう。救助され
るまでの生存時間を延ばせる可能
性が高まります。生き延びるとい
うあなたの意志によって違いが生
じるのです！

3. 水中に複数の人がいる場合は、救
助を待つ間、体を寄せ合うことを
推奨します。これによって体温の
低下を遅らせ、結果として生存時
間を延ばせます。

4. いつでも PFDを着用しましょう。
あなたが水に落ちた時点で PFD
を着用していなければ、PFD は
低体温症の影響を避ける点では
役立ちません 。

消火器
ボートのオーナーとして、あなたに
は米国によって認定された消火器を
用意する義務があります。4.8 ｍ か
ら 7.9 ｍ (16 - 26 ft) では、 ボートの
エンジンコンパートメントに固定式
消火システムがない場合、(1) B-1 タ
イプ手持ちポータブル消火器を１個
携帯することが必要です。
手持ちポータブル消火器は、エンジン
コンパートメントから離れており、
すぐに取り出せる場所に置いてくだ
さい。乗船者すべてが、消火器のあ
る場所と正しい使い方を知っていな
ければなりません。
注記: 少量の消火剤を噴出させて消火
器のテストをしないでください。本
当に必要なときに、その消火器が役
に立たなくなっている可能性があり
ます！

視覚的遭難信号デバイス
沿岸海域で航行するすべてのレクレー
ショナルボート、および米国国内で
所有登録され、公海上を航行する船
舶は、米国沿岸警備隊によって公認
された視覚的遭難信号デバイスを備
えなければなりません。沿岸水域に
は、五大湖に直接つながっている領
海および水域、また水域が幅 3.2 km
(2 mi)未満である領海を含みます。視
覚的遭難信号デバイスは、発火タイ
プまたは非発火タイプです。規則に
より、船上の乗員に差し迫った危険、
または潜在的な危険を防ぐために助
力が必要な場合を除いて、どんな場
合にも水上での視覚的遭難信号デバ
イスの使用は禁止されています。
デバイスは米国沿岸警備隊によって
公認されており、いつでも使用でき
る状態にあり、すぐに取り出せる場
所に収納されていなければなりませ
ん。また、使用可能期限のあるデバ
イスは、指定された有効期限内でな
ければなりません。
特に子供が乗船する場合は、視覚的
遭難信号デバイスを慎重に選び、正
しく保管することがきわめて重要で
す。

� 警告
火災！火災が発生した場合は、エ
ンジンコンパートメントを開けない
でください。エンジンを止めます。
ポータブル二酸化炭素消火器を使
い、火の下へ向けて消火器が空にな
るまで放出し続けてください。

日中のみ使用

オレンジ色の発煙筒 3 本（手持ち式 1
本と浮標式 2 本）、または黒い四角形
と丸を描いたオレンジ色の旗 1 本。

夜間のみ使用

S-O-S 遭難信号灯 1 個

日中および夜間に使用

手持ち式、打ち上げ式、または落下傘
式の炎火信号 3 本。
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音響信号デバイス
注記: ひとつですべての用途に使える
音響信号デバイスはありません。い
つでも複数の種類のデバイスをボー
トに積んでおいてください。
全長 26 ft (7.9 m) 未満のボートは、
手、口、または動力によって音を発
する警笛かホイッスルを常備する必
要があります。それらは 2 秒間の連
続音を鳴らすことが可能であり、少
なくとも 800m (1/2mi) の距離から聞
こえるものでなければなりません。
標準警笛信号は次のとおりです：
– 1 回の長い音 （警告信号）
– 1 回の短い音 （当方の左舷側を通

過せよ）
– 2 回の短い音 （当方の右舷側を通

過せよ）
– 3 回の短い音 （後退）
– 5 回以上の音 （危険信号）。

航海灯
航海灯は、あなたのボートの存在と
コースを他の船舶に知らせるための
ものです。日没から日の出までの間
に航海を行う場合は、適切な航海灯
を点灯しなければなりません。

その他の推奨装備
安全で楽しいクルージングのために、
各種の補助的な装備の搭載をお勧め
します。このリストの内容がすべて
ではありませんが、入手を検討すべ
きさまざまなアイテムが含まれてい
ます。

基本的な用具
– フラッシュライト
– 係船索
– コンパス
– オールまたはパドル
– 遭難信号
– ファーストエイドキット
– ドックフェンダー
– VHF ラジオ
– EPIRB (電子式位置指示無線標識)
– ボートフック

– 予備の暖かい衣服
– 海図
– 日焼け止め
– 曳航用ロープ
– 第二のアンカーとロープ
– 排水装置 （ポンプまたはベイ

ラー）
– 非常用飲料水と食料。

工具
– スパークプラグレンチ
– ハンマー
– ドライバー
– ナイフ
– プライヤー
– ビニールテープ
– モンキーレンチ
– 潤滑油
– ダクトテープ。
その他の工具類については、ディー
ラーにご相談ください。

スペアパーツ
– 予備のバルブ
– 予備のヒューズ
– 予備のドレンプラグ
– スパークプラグ
– 予備の配線。
その他の部品については、ディーラー
にご相談ください。
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一酸化炭素とボーティング
炭素が含まれる物質を燃焼させると、
無色無臭の一酸化炭素 （CO） が発
生します。COは重さが空気とほぼ同
じなので、気付かないうちに閉じら
れた空間の全体に広がっていること
があります。一酸化炭素は無色無臭
だからです。船上で炭素ベースの物
質を燃やす器具はすべて CO の発生
源になりますが、中でも も大きな
ものは内燃機関（エンジン）です。
CO が血液中に取り込まれると血液
の酸素運搬能力が低下します。人体
組織への酸素供給が不足すると、そ
の組織は 終的には死んでしまいま
す。また、その影響が長時間に及ん
だ場合、脳の障害または死亡の原因
にもなります。特に濃度が高いと、
COはほんの数分でも致命的な影響を
及ぼす可能性があります。濃度が低
い場合でも CO の影響は累積的に進
み、長時間にわたるとやはり致命的
になります。
CO中毒には次のような症状がありま
す：目のかゆみ、涙が出る、顔が赤
く なる、こめかみがズキズキする、
思考力の低下、耳鳴り、胸が苦しい、
頭痛、眠気、吐き 気、めまい、疲労
感、嘔吐、虚脱、痙攣。こうした症
状のいずれかが表われた場合は、た
だちに手当てを行ってください。迅
速な対応が生死を分けることもあり
ます。
– その場所から離れて、空気の新鮮

な場所に患者を移す。
– 酸素吸入器があれば酸素吸入を行っ

て、医師に助けを求める。
– キャンバスをすべて開けて、その

場所の換気を行う。
– CO の発生源を調べて、ただちに

その発生を防ぐ措置を取る。
– ボートの近くにあるかもしれない

他の CO 発生源に特に注意する。
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一酸化炭素の滞留
ドックに入っているとき、係船中、または航行中に、あなたのボートに CO
が滞留する可能性がある状況の例を以下に示します。こうした例とそれぞれ
の注意事項を頭に入れて、CO中毒やそれによる死亡事故を防いでください。

� 警告
排気ガスに注意！ドックの中、または係船中に、発電機や近くのボートのハ
ルから出る排気によって有毒な COガスが発生し、キャビンやコックピット
内に COが多量に滞留する原因になることがあります。あなたのボートまた
は隣に並んだボートの発電機の排気に注意してください。排気ガスのアウト
レットが桟橋、ドック、防潮壁などに近かったり、アウトレットが何かに塞
がれていたりすると、コックピット内に有毒な COガスが多量に滞留する可
能性があります。

�����
�

隣に並んだボート

� 警告
排気ガスには一酸化炭素 （CO) が含まれており、ボート内外に滞留するこ
とがあります (ビミニトップ下、コックピット内等)。COを吸い込むと、有
害また致死的です。エンジン作動時は十分な換気を確かめてください。

�������

航行中 （バックドラフト）
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航行中は、バックドラフトまたはステーションワゴン効果によって COの濃度
が上昇す ることがあります。バックドラフトは、相対的な風向き、速度、あ
るいはバウが高すぎるといった要因によって発生します。これを防ぐため、
可能なときにはなるべくキャンバスを開けて、ハル全体に積極的に外気を取
り入れてください。
ボートハウス、防潮壁、すぐ近くにいる他の船舶や狭い空間などによって、
COの濃度レベルが上昇することもあります。オペレーターは、他のボートが
いる場所での航行、停泊、投錨には外部の発生源によるCO滞留の危険が伴う
ことを理解していなければなりません。同様に、ボートのオペレーターは自
分のボートの排気が他の船舶にどのような影響を及ぼすかについても理解す
る必要があります。停泊中にエンジンをかけると、自分のボートだけでなく
周囲のボートに対しても CO 滞留の原因になる可能性があります。

������

狭い空間

十分な換気が行われるようにしてください。ウインドシールドに換気口があ
る場合は、航行に出る前にそれらを開けて外気を積極的に取り入れ、CO滞留
が起きる可能性を抑えましょう。

� 警告
バックドラフトに注意！特定の条件下では、空気の流れが有毒な COガスを
ボート内に導き入れる可能性があります。船内の空気が滞っていると、こう
して流れ込んだガスの濃度が危険なレベルにまで高まることがあります。十
分な換気を行い、荷重の配分を修正するなどの方法でバウアングルが高くな
りすぎないようにしてください。

良の設計と構造を持つボートでも、特定の条件下では閉じられた空間や狭
い空間 に CO が滞留する場合があります。同乗者が CO 中毒症状を示してい
ないか、絶えず観 察してください。
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次のチェックリストを実
施せずにボートを操縦し
ないでください。
各航行日

作業内容 ✔

あなたと同乗者は排気ガスのア
ウトレットが船体のどこにある
かを知っています。

CO 中毒の症状と CO の滞留場所
について全同乗者に知らせます。

他のボートとドック入れやラフ
ティングのとき、他のボートの
排気物質に気をつけます。

エンジン始動時排気ガスのアウ
トレットからの水流を確認しま
す。

排気音の変化に注意を払ってく
ださい。排気コンポーネントの
異常を示すことがあります。

テストボタンを押して、各 COア
ラームの作動をテストします。

CO 検出器
キャンバスエンクロージャーを取り
付けたボートには、CO検出器の搭載
を強くお勧めします。このモニター
装置はディーラーで取り扱っていま
す。CO検出器の取り付けと調整は、
専門の技術者にお任せください。
注記 : CO 検出器は燃料蒸気検出器
とは異なり ます。燃料蒸気検出器で
は、閉じられた空間での CO 濃度の
上昇をモニターすることはできませ
ん。
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セイフティランヤード
オペレーターがランヤードを付けて
いれば、 オペレーターがコントロー
ルステーションから転落したときに
はこの安全装置が働いて、自動的に
エンジンを停止させます。
セイフティランヤードクリップは、
オペレーターの PFD、衣服、腕、ま
たは脚などにしっかりと取り付けな
ければなりません。ランヤードは操
縦動作の妨げにならない場所で、オ
ペレーターが操舵ステーションを離
れたときに一緒に移動するものに、
いつも取り付けるようにしてくださ
い。セイフティランヤードににつな
がれた DESS キーが外れてエンジン
が停止した場合、DESSポストに元通
りにキーを取り付けないと、エンジ
ンを再始動することができません。

���
�	�

�

�

代表的な例
1. DESS ポストに取り付けられた DESS キー
2. オペレーターにつながれたセイ

フティランヤード

� 警告
ボートを操縦するときは、いつでも
セイフティランヤードを使用してく
ださい。DESSポストの周辺には、
スイッチの作動を妨げるおそれがあ
るものを置かないでください。セイ
フティランヤードスイッチを改造し
たり、安全機能をバイパスさせたり
しないでください。セイフティラン
ヤードを正しく使用すれば、重大な
ケガや死亡につながるおそれのある
ボートの暴走を防止することができ
ます。
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安全なボーティングのための習慣
あなたには、あなた自身の安全、あ
なたの同乗者の安全、そしてボート
仲間の安全を守る責任があります。

薬物とアルコール
ボートを操縦しながら薬物を使用した
り、アルコールを飲んだりしてはい
けません。車の運転と同様に、ボー
トの操縦には落ち着きと注意深さが
必要です。酔っているときや薬物の
影響下にあるときにボートを操縦す
るのは単に危険であるばかりでなく、
法に違反する行為であり、重大な罰
則の対象になります。これらの法規
に基づく取り締まりも精力的に実施
されています。薬物やアルコールを
単独で、または組み合わせて摂取す
ると、反応時間が長くなり、判断力
と視力が低下するなど、安全にボー
トを操縦するために必要な能力が損
なわれます。

� 警告
アルコールの摂取とボーティングは
共存できません！アルコールの影響
下でボートを操縦すると、同乗者や
他の船舶の乗員の生命を危険にさら
すことになります。アルコールや薬
物の影響を受けた状態でのボー ト
の操縦は、法によって禁止されてい
ます。

安全な航行
安全上の理由とボートの適切な手入れ
という観点から、ボートを航行する
前には『オペレーターズガイド』で
指定された 「毎日の使用前の点検」
を必ず実施してください。安全な航
行とは、まずあなた自身がボートを
正しく使用し、同乗者にも誤った使
い方をさせないことを意味します。
また、それはいつでも優れた判断を
下せることを意味します。これには
次のような行動が含まれます（これ
らだけに限られるわけではありませ
ん）：
– ボートの積載荷重と乗員数を、定

員表示プレートに示された制限値

以内にしてください。バウ （船
首） からスターン （船尾） まで
のバランス、右舷と左舷のバラン
スを考えて荷物や人を乗せてくだ
さい。

– ボートの速度を現地の法律で定め
られた制限速度以下に維持してく
ださい。速度を出しすぎたり、そ
のときのコンディションに対して
不適切な速度で航行しないでくだ
さい。

– オペレーターの技量と経験、ボー
トの能力、あるいは同乗者が快適
にすごせる限界を超えるような天
候または海上の状況では、ボート
を使用しないでください。

– 非常の場合に備えて、少なくとも
ひとりの同乗者がボートの操縦と
安全面について熟知していること
を確かめてください。

– 同乗者やギアがオペレーターの視
界や動きを妨げることがないよう
にしてください。

– ボートの認証プレートに表示され
た 大許容定格出力を超えるエン
ジンを使用しないでください。

– 船内と周囲の航行エリアのいずれ
においても、すべての安全標識と
警告を遵守してください。
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同乗者の安全
航行出発前に、すべての同乗者に緊
急用の装備と安全装備が収納されて
いる場所を教えて、その使い方を説
明してください。乗船するすべての
人が、濡れた面でも滑りにくいゴム
底の靴を履くようにしてください。
航行中、同乗者はデッキレールの内
側で席に着きます。同乗者が足や手
を水面に降ろすのを許可しないでく
ださい。必ず手すりやその他の安全
設備を使い、転落を防止してくださ
い。泳げない人、あまり長時間は泳
げない人、および子供たちは、全員
が常時 PFD を着用してください。法
令に従い、ボートの航行中、閉じら
れたキャビンの中やデッキの下にいる
場合を除いて、13 歳未満の子供には
つねに PFD を着用させてください。

応急処置
ボートのオペレーターとして、あな
たはすぐに助けが得られないときに
必要になる基本的な応急処置の手順
を熟知していなければなりません。
ボートの上で起きる事故としては、
せいぜい釣り針によるケガ、あるい
は軽い切り傷や擦り傷程度のことが
多いかもしれませんが、大量出血、
低体温症、重いやけどといった本当
に重大な症状にも対処できるように、
正しい手順を学んでおく必要があり
ます。応急処置に関するパンフレッ
トや講習会などは、各地の赤十字支
部で入手できます。

未成年者の操縦
未成年者がボートを操縦するときは、
必ず大人が監督するようにしてくだ
さい。多くの地域では、未成年者の
低年齢と免許条件について法律で

規定しています。詳しくは、船舶免許
管轄官庁にお問合せください。ウォー
タークラフトのご利用は 16才以上に
限ることをお勧めします。
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海路規則
責任あるボート乗りとして、あなた
は米国沿岸警備隊が施行する海上交
通法規、海路規則に従わなければな
りません。ボートの航行は自動車の
運転とよく似ています。どちらの場
合も、責任ある態度とは事故を防ぐ
ために決められた一連の規則を守る
ことを意味します。あなたが車を運
転するとき、他の車のドライバーが
適切に行動するものと想定するよう
に、他のボート乗りはあなたが適切
に行動するものと想定しています。
ボートの操縦は、標識のない高速道
路や道路上の走行に例えることがで
きます。他の船舶との衝突の防止あ
るいは回避のために、運航ルールに
は必ず従ってください。これは単な
る常識ではなく、法令で定められた
ものです。
ボートを使用する場合は、その水域に
適用される地元および国の船舶関連
法令を確認してください。その地域
の道路交通に関する法令も調べてお
く必要があります。また、その水域
で使用されている航行システム （ブ
イや標識） についても十分に調べ、
内容をよく理解しておかなければな
りません。
さらに、水域自体に関する知識も必要
です。海流、潮汐、早瀬、航跡や波
などは、安全な運航に影響します。
悪天候下でのボート使用はお勧めで
きません。
進路優先権 通常の回避は右側に行
い、他の船舶、遊泳者、障害物との
間に安全な距離を保ちながらこれら
を回避します。

交差
前方の船舶に進路を譲って右側に回
避。絶対に他のボートの前方を横切っ
てはいけません。
赤色灯 (他の船舶に進路を譲りま
す）。
緑色灯（進路優先権があります）。

対向の場合
互いに右へ回避。

追い越し
他の船舶に進路を譲り、距離を保つ。

航行システム
標識やブイなどの航行支援設備は、
安全な水路の確認に役立ちます。ブ
イは、そのブイの右側（右舷）を通
過すべきか左側（左舷）を通過すべ
きか、あるいは、どの水路を進むべ
きかを示します。ブイは、低速航行
水域や減速水域などの制限水域や制
限水域に入りつつあるかどうかも示
します。また、危険や特別な航行情
報を示すこともあります。標識は陸
上や水上に設置されています。これ
らの標識でも、速度制限、無動力船
舶や無動力航行、停泊、その他の有
効な情報を表わすことができます。
（各種標識は形状である程度識別で
きます）。
ボート使用水域における航行システ
ムをよく理解しておくようにしてく
ださい。

衝突回避
– 障害物を回避しようとするとき

は、スロットルを戻さないでくだ
さい。旋回するにはスロットルを
開ける必要があります。

– 他の遊泳者、船舶、障害物などに対
する見張りを常に怠らないでくだ
さい。自分自身の視界が制限され
たり、他の人から見えにくくなっ
たりするような状態に陥らないよ
う、十分な注意が必要です。

– レクリエーションを楽しむ他の人々
や周囲の人々の権利を尊重し、他
の船舶や人、障害物などから安全
な距離を保ってください。

– 航跡や波のジャンプ、波打ち際の走
行、ボートのしぶきを他の人にか
ける、といった行為は禁物です。
ボートの能力や自分自身の技量に
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関する判断を誤り、他のボートや
人に衝突する恐れがあります。

– このボートは他の多くのボート
よりも鋭くターンできます。しか
し、緊急の場合を除いて、鋭い高
速ターンを行わないでください。
このような操作は、第三者から見
た場合の回避や進路予測を困難に
します。また、オペレーターや同
乗者が落水してしまう恐れもあり
ます。

– 他のあらゆるボートと同様に、こ
のボートにはブレーキがありませ
ん。停止距離は、走行速度、積載
荷重、風、水面の状況などによっ
て異なります。さまざまな条件の
下でボートが止まるまでにどのく
らいの距離を要するかの感覚をつ
かむために、安全かつ他の交通の
ない水域で停止とドック入れの練
習をしてください。

– 衝突を避けるには、速度を維持す
るか、場合によっては増速する必
要があります。

安全なライディング
– スロットルレバーをアイドル位置に

戻すと方向制御がしにくくなり、
エンジンを停止すると方向制御が
まったくできなくなります。旋回
するにはスロットルを開ける必要
があります。

– ボートは十分な高速性能を有して
いますが、高速走行は理想的な条
件が整い、なおかつ高速走行が許
されるような場合だけに限るよう
強くお勧めします。速度が大きく
なるほど高い技量が求められ、重
大事故の発生する可能性も大きく
なります。

– 水深の浅い場所では十分な注意を
払い、ごく低速で走行してくださ
い。座礁や急激な停止は事故を招
きます。また、水底の砂や異物が
ジェットポンプにより巻き上げら
れて後方へ飛ばされ、人や物に当
たる恐れがあります。

– ボートを止めるためにリバースを
使わないでください。あなたや同
乗者が前方に投げ出されて、ハン

ドルバーや障害物にぶつかる恐れ
があります。

オペレーター／同乗者が
注意すべきこと
– サンデッキを装備している場合

は、サンデッキやスイムプラット
フォームに人が乗った状態でエン
ジンを始動したり走行したりしな
いでください。付近の水中に人が
いる場合も同様です。ジェットス
ラストノズルから吐き出される水
や異物が人にあたると、重傷を負
う恐れがあります。

– オペレーターと同乗者が正しく着
座してから、エンジンを始動して
ボートを動かし てください。ま
た、備え付けられた手すりやシー
トストラップを使うように、すべ
ての同乗者に指示してください。

– 同乗者が乗っているボートを加速
させるときは、完全な静止状態か
らでも、一定の速度で航行してい
るときでも、つねに少しずつ加速
するようにしてくだ さい。急加
速を行うと同乗者がバランスを崩
したり、グリップから手が離れた
りして、船内で何かにぶつかった
り、あるいはボートから転落した
りするおそれがあります。急加速
時には同乗者にその旨を知らせる
か、同乗者が急加速を予測できる
ようにしてください。

船の操縦性／曳航
– ボート使用時は、積載重量や定員

をオーバーしないようにしてくだ
さい。過積載は操縦性、安定性、
性能に悪影響を及ぼす可能性があ
ります。

– ボートの操縦性に影響するような
アクセサリや装置は取り付けない
でください。

– 同乗者を乗せたり、チューブ、水
上スキー、ウェイクボードを曳航
したりするとボートのハンドリン
グは変化し、より高い操縦技量が
求められます。

– 走行時は、同乗者、およびスキーや
ウェイクボードの利用者の安全と
快適性を常に考慮してください。
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– チューブ、水上スキー、ウェイ
クボードなどを曳航する場合は
必ず監視役を乗せ、必要な速度を
超えないようにするとともに、監
視役の指示に従って走行してくだ
さい。止むを得ない場合を除き、
急な旋回はしないでください。ま
た、桟橋、遊泳者、船舶、障害物
などからは安全な距離を保ってく
ださい。

– 曳航ロープは十分な長さと太さの
ものを使用し、適切な方法でしっ
かりとボート接続されていること
を確認します。一部のボートには
特別に設計された牽引機構が装備
されていたり、あるいはその取り
付けが可能になっています。その
上に人が倒れたりするとケガをす
る恐れがあり、危険です。

忘れないでください：
– 初からスマートなライディング

を心がけましょう。安全の秘訣で
す！
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給油の手順

燃料について
– ガソリンとその蒸発気は可燃性で

あり、特定の条件下では爆発性が
あることを忘れないでください。
給油はつねに注意深く行い、こ
の 『オペレーターズガイド』 に
記載されている給油の手順とその
マリーナで指定されている手順を
守ってください。給油を始める前
に必ずエンジンを止め、給油中は
全員をボートから降ろしてくださ
い。燃料を補給するたびに、エン
ジンコンパートメント内でガソリ
ンの臭いがしないか確認し、燃料
ラインに漏れやホースの劣化がな
いか点検してください。

– 近くで喫煙したり、裸火や電気ス
パークを近づけたりしてはいけま
せん。

– 燃料タンクの容量を覚えておきま
しょう。照明設備が整っている場
合を除いて、夜間の給油は避けて
ください。暗いところではガソリ
ンがこぼれても気付かない可能性
があります。ストレージコンパー
トメントやエンジンコンパートメ
ントには、予備の燃料や可燃性液
体を積まないでください。

手順

� 警告
以下に示す船の安全な給油に関する
指示事項に厳密に従ってください。

– エンジンを止めます。
– 必ず全員がボートから降りてくだ

さい。
– ボートを給油用桟橋にしっかりと

係留します。
– 低 5 分間ビルジブロワーを回し

ます。
– 火花を起こす可能性のあるビルジ

エアブロワー、ビルジポンプと他
の機器をオフにします。

– エンジンカバーが閉じられているこ
とを確認して、エンジンコンパー

トメントにガスが流入することを
防ぎます。

– 手近なところに消火器を用意して
ください。

– 給油ノズルをフィラーネックに差
し込んでください。

– タンクから空気が逃げられるよう
にゆっくりと給油して、燃料の吹
き返しを防いでください。燃料を
こぼさないように注意してくださ
い。

– 燃料を入れすぎてはいけません。
燃料がフィラーネックの根元のと
ころまで達したら、給油を止めま
す。燃料タンクキャップを 後ま
でしっかり締めてください。

� 警告
給油を行う前に必ずエンジンを止
めてください。ガソリンは可燃性
であり、特定の条件下では爆発性
があります。つねに換気のよい場所
で作業を行ってください。近くで喫
煙したり、裸火や電気スパークを近
づけたりしてはいけません。燃料タ
ンクに圧力がかかっていることもあ
ります。キャップを開けるときには
ゆっくりと回してください。裸火を
明かりにして燃料レベルを確かめる
のは絶対にやめてください。給油中
はボートを水平に保ってください。
燃料を入れすぎないようにし、給油
口ぎりぎりまでガソリンを入れた状
態で、ボートを日の当たる場所に長
時間置かないようにしてください。
温度の上昇と共にガソリンが膨張し
て、オーバーフローすることがあり
ます。給油時にこぼれた燃料は必ず
拭き取ってください。定期的に燃料
系を点検しましょう。
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任意点検
多くの州にある州の航行当局および
米国沿岸警備隊付属団体は、ボート
をチェックするために優遇点検を提
供します。安全基準への準拠と要求
されている安全装備について点検し
ます。これらの点検の１つに任意で
同意するなら、告発を受けることな
く是正する時間猶予を受けます。詳
細については、州の関係当局または
沿岸警備隊付属団体に問い合わせく
ださい。
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安全なボーティングのためのコース
米国沿岸警備隊付属団体や米国パワー
愛好者団体は、一年に数回安全なボー
ティングのための総合クラスを設け
ます。 寄のコースの予定について
は、ボート/米国財団 1 800 336-BOAT
(2628) またはバージニアでは 1 800
245-BOAT (2628)までお問い合わせく
ださい。また次に予定されているク
ラスの日時と場所については、地元
の米国沿岸警備隊付属団体かパワー
愛好者団体までお尋ねください。ご
利用に際しては安全講習への参加を
お勧めします。県、地域によっては
参加が義務付けられている場合があ
ります。
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ウォータースポーツ

� 警告
ケガを防ぎましょう！あなたのボー
トは、パラセール、カイト、グライ
ダー、または空中に浮く可能性があ
る何らかのデバイスの牽引を前提と
して設計されておらず、そのような
用途に使用すべきではありません。
このボートの使用は適切なウォー
タースポーツだけです。

� 警告
“チークサーフィン”は、ボートの
後部近くでなされ、 も濃いエンジ
ンの排気ガスを直接吸い込むことに
なるため、きわめて危険です。排気
ガスによる一酸化炭素中毒を起こし
て、失見当識、めまい、眠気、意識
の喪失などの原因になる可能性があ
ります。一酸化炭素を吸い込むおそ
れと、 ライフジャケット（PFD ：
救命胴衣）を着用しないという2つ
の点で、この新しい水上でのレクリ
エーションはたいへん危険であり、
場合によっては死に至る可能性もあ
るスポーツです。

水上スキー、ウエイクボード、あるい
は牽引された浮き袋に乗ることは、
とても人気のあるウォータースポー
ツです。そうしたウォー タースポー
ツに参加するには、参加者とボート
のオペレーターがより強い安全意識
を持つ必要があります。もしあなた
に誰かをボートで牽引した経験がな
ければ、まず熟練したオペレーター
と組んで監視係として参加し、その
オペレーターから学ぶのもよい方法
です。また、牽引される人のスキル
と経験について知っておくのも重要
なことです。オペレーターがボート
の操縦に集中できるように、牽引さ
れる人を監視する係を必ず同乗させ
てください。

ウォータースポーツに参加するとき
は、ボートのオペレーターと監視係
の両者が牽引ロー プに注意を払わな
ければなりません。牽引ロープが弛
んでいると、特にタイトなターンを
したときや円を描いて旋回したとき
に、船内または水上の人や物にロー
プが絡んで、重大なケガの原因にな
るおそれがあります。
ウォータースポーツに参加するすべ
ての人は、次の指針を守ってくださ
い：
– どんなウォータースポーツでも、

十分に泳げる人だけを参加させて
ください。

– 米国沿岸警備隊が承認する救命胴
衣 （PFD） を必ず着用してくだ
さい。適切にデザインされたPFD
を着用していれば、気を失った人
でも浮いていることができます。
ウォータースポーツに適した実際
的な PFDは、公認を受けたタイプ
Ⅳの水上スキー用ベストです。

– 牽引される人を監視し、その手信
号をオペレーターに伝える係の人
を同乗させてください。オペレー
ターはボートの操縦と前方の水面
に注意を集中させなければなりま
せん。

– 同じ水域を利用する他の人々への
思いやりを忘れないでください。

– ボート後方でチークサーフを誰
にもさせないでください。ウォー
タースポーツでは短い牽引ロープ
で人を曳航しないでください。濃
い排気ガスを吸い込むことになり
ます。一酸化炭素を含有する濃い
排気ガスを吸い込むと、CO 中毒
になり、負傷や死に至る可能性が
あります。

– 転落した人にすぐに注意を払って
ください。水中にひとりでいる人
は無防備であり、他のボートから
見えにくいこともあります。

– 水中にいる人を助けに行くときは、
風下側（風の向きと反対側）から
近づいてください。また、その人
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に接近する前にエンジンを止めて
ください。

– 遊泳する前にボートのエンジンを
止め、錨を降ろしてください。

– 安全なエリアで行われているウォー
タースポーツだけに参加しましょ
う。他の船舶、水路、浜辺、立ち
入り制限区域、遊泳者、交通量の
多い水路、水中に障害物がある場
所には近づかないでください。

– 安全に遊泳できる場所として指定
されたエリア内だけで泳ぎましょ
う。こうしたエリアは、通常は
遊泳エリアブイで区分されていま
す。ひとりきりで泳いだり、夜間
に泳いだりしてはいけません。

�������

遊泳エリアブイ

– 日没から日の出までの間は、水上
スキーを行わないでください。多
くの地域では、夜間の水上スキー
は法律により禁止されています。

– 水上スキー、チューブ、ウエイ
クボードなどに乗っている人の直
後をボートで航行しないでくださ
い。時速 40 km (25 mi)で航行して
いるとき、ボートは 60 m (200 ft)
前方で水中に落ちた人を約 5 秒で
追い越してしまいます。

– 近くの水中に人がいるときは、エ
ンジンを止めて、イグニッション
キーを取り外してください。

– ダイバーダウンフロートのある
エリアからは、少なくとも 45 m
(150 ft)の距離を保つようにしてく
ださい。

�������

ダイバーダウンフロート

� 警告
ケガを防ぎましょう！ たとえエン
ジンがかかっていなくても、人が
ジェットポンプやインテークグレー
トに近づかないように気をつけて
ください。長い髪、ゆったりした衣
服、救命胴衣のストラップなどが可
動部分に絡んで、重大なケガを負っ
たり、溺れたりするおそれがあり
ます。水深の浅い場所では、貝殻、
砂、小石などがジェットポンプに吸
い込まれ、後方へ飛ばされる可能性
があります。
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水上スキーの手信号

水上スキーに関する詳細は、米国水上スキー連盟、1251 Holy Cow Road, Polk
City, FL 33868 (1 (863) 324-4341) までお問い合わせください。
インターネットウエブサイト: www.usawaterski.org/
E-Mail:usawaterski@usawaterski.org
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ボートについての情報
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登録番号の位置
連邦法の規定により、すべてのボートは登録されなければならず、法定登録
番号を表示しなければなりません。
登録番号を正しく表示できるスペースは限られています。適切な位置について
は下図を参照してください。登録番号はボートの両側面に表示してください。

�������

�

代表的な例 — 200 SPEEDSTER
1. 登録番号の位置

�������

�

代表的な例 — 205 UTOPIA
1. 登録番号の位置
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代表的な例 — 220 ISLANDIA SE
1. 登録番号の位置
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重要なラベルの位置
あなたのボートには次のようなラベルが貼付されています。レベルが剥がれた
り読めなくなったりした場合は、新しいラベルに交換してください。Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーまでお問い合わせください。
ボートを操縦する前に、これらの各ラベルを注意深く読んでください。
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205 UTOPIA
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220 ISLANDIA SE
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lmo2007-001-003_b

ウエイクタワー — オプション装備

ラベル 1
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ラベル 2
注記: ボートの実際のラベルを参照。

200 SPEEDSTER

205 UTOPIA

220 ISLANDIA SE

ラベル 3

代表的な例

ラベル 4

ラベル 5

ラベル 6

ラベル 7

ラベル 8
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ラベル 9

lmo2007-002-001

ラベル 10

ウエイクタワー— オプション装備

ラベル 11

ビミニトップ— オプション装備

ラベル 12

205 UTOPIA/220 ISLANDIA SE

ラベル 13

�������

ラベル 14

代表的な例 — 220 ISLANDIA SE
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ラベル 15

220 ISLANDIA SE

ラベル 16

220 ISLANDIA SE

ラベル 17

220 ISLANDIA SE

ラベル 18

205 UTOPIA

ラベル 19

205 UTOPIA
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ラベル 20

BRP US Inc.:
排気ガス規制に関する情報
この船体は無鉛ガソリンでの作動が認められており、海上Sl
エンジンのための20XX U.S. EPA および カリフォルニア州
排出規制に準拠しています。

メンテナンス仕様の詳細については、オペレータガイドを参照してください。

エンジンファミリ

FEL

排気量

排出ガス浄化装置

スパークプラグタイプ
スパークプラグギャップ

出力

smo2006-002-014_a

ラベル 21

lmo2007-002-002
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識別番号
ボートの主要な構成要素（船体とエ
ンジン） は、それぞれ異なる製造番
号で識別されます。保証を受けると
きや、盗まれたボートを探すときな
どに、これらの番号を確認する必要
が生じることがあります。

船体 （ハル）
船体識別番号（H.I.N.）は、トランサ
ムの右側にあります。

������� �

代表的な例
1. 船体識別番号 (H.I.N.)

エンジン
エンジン識別番号 （E.I.N. ） は各エ
ンジンのマグネト側クランクケース
上にあります。

������� �

1. エンジン識別番号 (E.I.N.)
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操縦装置、コンポーネ ント類、および計器類
注記: 操縦装置、各コンポーネントと計器類が一部のモデルでは該当しない、
あるいはオプション装備となります。その場合、図には参照番号は記載され
ません。

全体図
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lmo2006-003-009_b

コックピットのレイアウト — 200 SPEEDSTER
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コックピットのレイアウト — 205 UTOPIA
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lmo2006-003-018_b

コックピットのレイアウト — 220 ISLANDIA SE
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代表的な例 — 200 SPEEDSTER
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代表的な例 — 後部から見た図 — 200 SPEEDSTER
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代表的な例 — 205 UTOPIA
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代表的な例 — 後部から見た図 — 205 UTOPIA
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代表的な例 — 220 ISLANDIA SE
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代表的な例 — 前部から見た図 — 220 ISLANDIA SE
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代表的な例 — 後部から見た図 — 220 ISLANDIA SE
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1. DESS ポスト (エンジンカッ
トアウトスイッチ)

2. ステアリングホイール
3. スロットル /シフターコント

ローラ
4. スタート／ストップボタン
5. ビルジエアブロワースイッチ
6. ビルジポンプスイッチ
7. 航海灯スイッチ
8. デッキライトスイッチ
9. ホーンスイッチ
10. ドッキングライトスイッチ
11. ボーディングライトスイッチ
12. エンジンコンパートメントラ

イトスイッチ
13. 電圧低下警告システムスイッ

チ
14. ファウンテンポンプスイッチ
15. メインウォーターポンプス

イッチ
16. 燃料ゲージ
17. タコメーター
18. スピードメーター
19. モニタリングゲージ
20. ビルジドレンプラグ
21. グラブハンドル
22. リアグラブハンドル
23. 格納式ラダー
24. スイムプラットフォーム
25. シート
26. バウシート
27. フロントシート
28. リアシート
29. スポッターシート
30. サンデッキ
31. カップホルダー
32. 左舷／右舷コンソールスト

レージコンパートメント
33. グローブボックス
34. AM/FM ラジオ /CD プレー

ヤー
35. 12V アクセサリージャック
36. バウストレージコンパートメ

ント
37. デッキストレージコンパート

メント
38. リアストレージコンパートメ

ント (エンジンカバー）

39. ジェットポンプウォーターイ
ンテーク

40. バウライト
41. 脱着式スターンライト
42. 係船クリート
43. デッキ
44. 燃料タンクキャップ
45. デッキドレン
46. フラッシングコネクター
47. ベンチレーションダクト
48. バウ／スターンアイレット
49. ジェットポンプノズル
50. リバースゲート
51. 排水バルブ
52. 燃料タンクベント
53. ウォータースポーツトウイン

グアタッチメント
54. ポンプシステム (バラストタ

ンク /Speedster ウエイク)
55. 曳航用タワー (表示されてい

ません）
56. メインバッテリーカットオフ

スイッチ
57. ヒューズ
58. ビミニトップ (表示されてい

ません)
59. サイドパネル/トレイストレー

ジ
60. リアサイドストレージコン

パートメント
61. コックピットテーブル
62. ウインドシールド
63. 水深測定器
64. ドッキングライト
65. ボーディングライト
66. エンジンコンパートメントラ

イト
67. デッキライト
68. 更衣室シーリングライト
69. フットウェル
70. ファウンテンジェット
71. 洗浄バルブ
72. ポータブルウォータータンク

キャップ
73. コンビニエンスセンター
74. トイレ付き更衣室
75. ポータブルトイレ
76. トランサムのドア
77. ファイアポート
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78. シャワー
79. AM/FM ラジオ /CD プレー

ヤーリモートコントロール
80. ラジオ/CD カットオフスイッ

チ
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1) DESS ポスト (エンジン
カットアウトスイッチ)

� 警告
ボートを操縦するときは常にセイ
フティランヤードを使用してくだ
さい。ボートの暴走を防止し、怪我
や死亡の危険を減らします。誤って
始動しないため、停止時には DESS
キーを外します。

エンジンを始動するためには、DESS
キーがデジタルエンコードセキュリ
ティシステム (DESS)ポストにしっか
りとはめ込まれていなければなりま
せん。
短いビープ音が 2回鳴って、システム
はエンジンを始動できる状態になっ
たことを知らせます。正しくビープ
音が鳴らない場合は、トラブルシュー
ティングセクションのモニタリング
システムのコード化された信号を参
照してください。
DESSポストからキーを引き抜くと、
エンジンが停止します。

� 警告
DESSキーが緩んだり、DESSポス
トから自然に外れてしまうように
なった場合は、ただちにキーを交換
してください。

セイフティランヤードの端部をオペ
レーターの救命胴衣に留め、キーを
DESSポストにはめ込むと、エンジン
を始動できるようになります。

������� � ��

代表的な例
1. セイフティランヤード
2. ランヤードクリップを PFD にしっ

かり取り付ける
3. キーを DESS ポストにはめ込む

� 警告
スロットルを戻したりエンジンを止
めたりすると、ボートの進路を制御
しにくくなります。ボートを使用し
ていないときは、必ず DESSキーを
外してください。

� 警告
DESSポストは潤滑しないでくださ
い。

� 警告
スタート／ストップボタンでもエン
ジンは止められますが、停止すると
きは DESSキーも外すよう習慣付け
ることをお勧めします。

デジタル暗号化セキュリティシステ
ム （DESS） に関する付加的な情報
DESSキーには、固有の電子シリアル
ナンバーを発信する電子回路が組み
込まれています。
ボートに追加の DESS キーをプログ
ラムする方法については、Sea-Dooス
ポーツボート認定ディーラーにお問
い合わせください。
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キーを DESS ポストに取り付けたま
ま、スタート／ストップボタンでエ
ンジンを止めた場合、システム作動
中は約 10分以内であれば、スタート
／ストップボタンを押すだけでエン
ジンを再始動できます。この遅れの
後、キーをいっ たん外して、もう一
度 DESS ポストに取り付け直してく
ださい。

2) ステアリングホイール
ステアリングホイールはボートの進
行方向を制御します。ステアリング
ホイールを時計方向に回すとボート
は右へ旋回し、反時計方向に回すと
左へ旋回します。

3) スロットル /シフター
コントローラ

スロットルレバー
前方へ押すと、ボートは加速します。
後方にいっぱいまで戻すと、エンジ
ンの回転数はアイドリングまで下が
り、ボートは水の抵抗により徐々に
減速して停止します。

200 Speedster および
220 Islandia SE モデル
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代表的な例 — 200 SPEEDSTER
1. 左舷エンジン
2. 右舷エンジン
3. フルスロットル
4. 加速
5. 減速
6. アイドリング回転数

左舷スロットルレバーは左舷エンジン
の回転数を制御し、右舷レバーは右
舷エンジンの回転数を制御します。
各エンジンの回転数はそれぞれ個別
に制御できますが、基本的には左右
のレバーを同時に同じように動かす
ことをお勧めします。
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代表的な例 — 220 ISLANDIA SE
1. 加速
2. 減速

205 Utopia モデル
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lmo2006-003-004_a

代表的な例 — 205 UTOPIA
1. フルスロットル
2. 加速
3. 減速
4. アイドリング回転数 （ニュートラル）
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すべてのモデル

シフトレバー
3 ポジションレバー：
– 前進
– ニュートラル
– リバース。

200 Speedster および
220 Islandia SE モデル

� 警告
シフトレバーは、エンジンがアイド
リング状態にあり、ボートが完全に
停止しているときにのみ操作してく
ださい。

すべてのモデル

� 警告
リバースは低速でのみ使用し、かつ
できるだけ短時間にとどめてくださ
い。後方の進路に物体や人、浅瀬で
遊んでいる子供などがいないことを
必ず確認してください。

注意: リバースでは絶対にエンジン
を高回転で回さないでください。

200 Speedster および
220 Islandia SE モデル
シフトレバーを操作するには、スロッ
トルレバーを後方いっぱいのアイド
リングの位置まで戻さなければなり
ません。

������� �� ��

代表的な例
1. シフトレバーを操作するには、スロット

ルレバーを後方いっぱいのアイドリング
の位置まで戻さなければなりません。

2. 前進
3. ニュートラル
4. リバース

注意: レバーを無理に動かさないで
ください。シフトする前に、スロッ
トルレバーがアイドリングの位置に
あることを確かめてください。
注記: シフトレバーの矢印を各位置
のドット（前進／ニュートラル／リ
バース）に合わせると、操作しやす
くなります。

cNMiM_v N O

代表的な例
1. シフト位置を示すドット
2. シフターの矢印

205 Utopia モデル
リバースにするには、スロットル/シ
フトレバーボタンを押して、次にレ
バーを少しずつ後ろ向きに引きます。
リバースゲートは下がった位置にな
り、推進力のすべてをボートの前方
へ向けます。
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代表的な例 — スロットル /シフター
コントローラ
1. リバースフルスロットルポジション
2. 加速
3. 減速
4. アイドリング回転数 （ニュートラル）

4) スタート／ストップボタン
2 つの機能を持つプッシュスイッチ
です。エンジンの始動と停止の両方
に使用します。
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代表的な例 — 200 SPEEDSTER
1. 左舷エンジン用
2. 右舷エンジン用

lmo2006-003-016_a

代表的な例 — 205 UTOPIA
1. 左舷エンジン用
2. 右舷エンジン用

lmo2006-003-017_a

代表的な例 — 220 ISLANDIA SE
1. 左舷エンジン用
2. 右舷エンジン用

エンジンの始動

� 警告
排気ガスには一酸化炭素（CO)が含
まれており、ボート内外に滞留する
ことがあります (ビミニトップ下、
コックピット内等)。COを吸い込む
と、有害また致死的です。エンジン
作動時は十分な換気を確かめてくだ
さい。

エンジンを始動する前に、まずシフ
トレバーをニュートラルの位置にし
て、DESSキーを DESSポストに取り
付ける必要があります。
エンジンを始動するには、各ボタン
を押し続けます。エンジンがかかっ
たら、すぐにボタンを放してくださ
い。他のエンジンも同じように操作
します。一度に１つのエンジンのみ
を始動できます。
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1. エンジンが回っていないときに押すと始動

停止

� 警告
ストップボタンを押してもエンジン
は停止できますが、DESSキーを外
してエンジンを停止することを強く
お勧めします。これによって、キー
を外すことが習慣になるからです。

エンジンが回っているときにどちら
かのボタンを押すと、そのエンジン
が停止します。

cMQeM^v

N

1. エンジンが回っているときに押すと停止

� 警告
エンジンが停止すると、ボートの
進路をコントロールできなくなりま
す。

5) ビルジエアブロワー
スイッチ

2 ポジションの OFF/ON スイッチで
す。オンにすると、ブロワーが回っ
てエンジンコンパートメントの換気
を行います。

���
���

ビルジエアブロワースイッチ

� 警告
ガソリン蒸気が爆発して、死傷を起
こすおそれがあります。エンジンを
始動する前に5分間ブロワーを回し
て、アイドリング以上でオフにしま
す。ビルジブロワーを使用しても、
ガソリンの“臭いがしないか”確認す
ることを怠らないでください。

注意: エンジンが回っていないとき
にビルジブロワーを長時間使用する
と、バッテリーが放電してしまうお
それがあります。
航行中はブロワーをオフにしてくだ
さい。

6) ビルジポンプスイッチ
2 ポジションの OFF/ON スイッチで
す。
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ビルジポンプスイッチ

ビルジポンプのマニュアル操作が必要
なとき （清掃や長期保管の後など）
は、このスイッチをオンの位置にし
てください。
終了したらスイッチをオフにします。
注意: ビルジが乾いたらすぐにポン
プを止めてください :ポンプを長時間
作動させると、バッテリーが放電し
てしまうおそれがあります。
ビルジポンプは、DESS キーがポス
トに取り付けられていなくても作動
します。
注意: ビルジが乾いているとき、また
はエンジンの回転数をアイドリング
以上に上げる前には、必ずポンプを
オフにしてください。ポンプをオフ
にすると、ビルジポンプは自動モー
ドに切り替わります。

自動ビルジポンプ
ビルジへの浸水は、自動ビルジポンプ
によって排出されます。水センサー
が浸水を検出するとポンプが作動し、
排水が終わるとポンプは自動的にオ
フになります。この自動モードはい
つでも機能します:DESS キーがポス
トに取り付けられているか否か、エ
ンジンが回っているか否かに関係あ
りません。

注意: ボートを係留する際にメイン
バッテリーカットオフスイッチをオ
フにすると、ビルジに水が入っても
ビルジポンプは作動しないことに注
意してください。

7) 航海灯スイッチ
3ポジションの NAV/OFF/ANCスイッ
チです。
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航海灯スイッチ

ANC:停泊時に停泊灯を点灯します。
スターンライトだけが点灯しま
す。

OFF: すべてのライトを消します。
NAV: バウライトおよびスターンラ

イト両方を点灯し、ゲージを
照らします。

� 警告
日没から日の出までの間は、必ず航
海灯を点灯してください。スターン
ライトが取り付けられていることを
確認してください。その収納場所と
取り付け方法については、このセク
ションの脱着式スターンライトを参
照してください。

8) デッキライトスイッチ
2 ポジションの OFF/ON スイッチで
す。

_____________________ 63



���
���

デッキライトスイッチ

スイッチを押してオンの位置になる
と、デッキライトが点灯します。
スイッチを押してオフの位置になる
と、デッキライトが消灯します。
注意: エンジンが回っていないときに
デッキライトを長時間使用すると、
バッテリーが放電するおそれがあり
ます。

9) ホーンスイッチ
2ポジションのプッシュタイプスイッ
チです。
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ホーンスイッチ

このスイッチを押し続けると、ホー
ンが鳴ります。
ホーンを止めるには、スイッチから
手を放してください。

10)ドッキングライトスイッチ
2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。
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ドッキングライトスイッチ

注記: ライトは、DESS キーがポスト
に取り付けられていなくても作動し
ます。
スイッチを押してオンの位置になる
と、ドッキングライトが点灯します。
スイッチを押してオフの位置になる
と、ドッキングライトが消灯します。
注意: エンジンが回っていないとき
にドッキングライトを長時間使用す
ると、バッテリーが放電するおそれ
があります。

11) ボーディングライト
スイッチ

2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。
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ボーディングライトスイッチ

注記: ライトは、DESS キーがポスト
に取り付けられていなくても作動し
ます。
スイッチを押してオンの位置になる
と、ボーディングライトが点灯しま
す。
スイッチを押してオフの位置になる
と、ボーディングライトが消灯しま
す。
注意: エンジンが回っていないとき
にボーディングライトを長時間使用
すると、バッテリーが放電するおそ
れがあります。

12)エンジンコンパートメン
トライトスイッチ

2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。
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エンジンコンパートメントライトスイッチ

注記: ライトは、DESS キーがポスト
に取り付けられていなくても作動し
ます。
スイッチを押してオンの位置になる
と、エンジンコンパートメントライ
トが点灯します。
スイッチを押してオフの位置になる
と、エンジンコンパートメントライ
トが消灯します。
注意: エンジンが回っていないとき
にエンジンコンパートメントライト
を長時間使用すると、バッテリーが
放電するおそれがあります。

13) 電圧低下警告システ
ムスイッチ

2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。
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電圧低下警告システムスイッチ

メインバッテリーカットオフスイッ
チがオンになるとこのシステムは有
効となり、現在使用しているバッテ
リーの充電レベルを監視します （メ
インバッテリーカットオフスイッチ
を参照)。
バッテリーの放電が進行すると、エ
ンジンを始動できなくなる前にビー
プ音が鳴り、スイッチパイロットラ
ンプが点滅してオペレータに知らせ
ます。
スイッチを押して、ビープ音を停め
てください。
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ビープ音が鳴った場合は、ただちに
電気を消費するアクセサリーの使用
を中止し、エンジンを始動してバッ
テリーを充電してください。
詳細については、次のページの表を
参照してください。

バッテリースイッチ

押さない場合 押した場合

エンジ
ンオフ

LED が 5 分間点滅します。 LED が 5 分間オン、ブザーはオフで
す。

ブザーが 5 分間鳴り続けます。 30 秒ごとにブザーはオン、注意を促
すため LED は 1 秒間オフとなりま
す。

5 分後:

LED が 5 分間オン、ブザーはオフで
す。

30秒ごとにブザーはオン、注意を促
すため LED は 1 秒間オフとなりま
す。

スイッチを 2 回目に押すと、注意を
促すサイクルは終了します。

10 分後:

LED とブザーはオフになります。 —

エンジ
ンオン

電圧が 低限を超えるまで 5 秒間、
LED は点滅し、ブザーが鳴ります。

30 秒ごとにブザーはオン、注意を促
すため LED は 1 秒間オフとなりま
す。

イグ
ニッ
ション

両方の LEDがオンになります。この起動ルーチンの後、ユニットは燃料レ
ベルと電圧状態の監視を直ちに開始します。

特殊 燃料残量が少なく、電圧が低い場合、両方の LED はオンになり、警告ビー
プ音は鳴り続けます。どちらかのスイッチを押すと、警告ビープ音が鳴る
とともに押されていないスイッチが点灯します。

スイッチを 2回目に押すとブザーがオフとなり、両方の LED は交互に点灯
します。電圧が 低限を超すと、ユニットは 後に有効な燃料残量が少な
い状態に復帰します。
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14) ファウンテンポンプ
スイッチ

2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。

���
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ファウンテンポンプスイッチ

スイッチを押してオンの位置にする
と、ファウンテンポンプをオンにし
て、ファウンテンを作動します。
ファウンテンを作動するには、次の
写真のようにファウンテンサンプに
水を足します。飲料水については、
洗浄バルブ (項目 71を参照)も参照し
てください。
注記: サンプの水位が高過ぎる場合、
ファウンテンは正しく作動しません。

�������
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1. 高水位
A. トップから 5 cm (2 in)

スイッチを押してオフの位置になる
と、ポンプが停止します。

注意: エンジンが回っていないとき
にポンプを長時間使用すると、バッ
テリーが放電してしまうおそれがあ
ります。

15) メインウォーターポ
ンプスイッチ

2 ポジションの ON/OFF スイッチで
す。
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メインウォーターポンプスイッチ

メインウォーターポンプを作動して、
飲用水をシンク水栓、シャワー (項目
78を参照)、洗浄バルブ(項目 71を参
照) に供給します。
スイッチをオンの位置にすると、ポ
ンプはオンとオフを自動的に繰り返
し、シンク水栓、洗浄バルブ、また
はシャワー使用時に水圧を維持しま
す。そのために、メインウォーター
ポンプを 1 日の初めにオン、終わり
にオフとすることができます。
注意: 飲用水タンクが空で、メイン
ウォーターポンプスイッチがオンの
場合、ポンプは連続的に作動し、バッ
テリーを枯渇します。給水が衰えた
場合、スイッチを常にオフにしてく
ださい。

16) 燃料ゲージ
ダッシュボードに設けられたこのア
ナログ式ゲージは、エンジンが回っ
ているときはつねに燃料タンク内の
燃料の量を表示します。
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航海灯を点灯すると、同時にこのゲー
ジの照明も点灯します。
エンジンをかけずに燃料レベルを確認
する方法もあります。セイフティラン
ヤードを DESS ポストから外した状
態で、エンジンのスタート/ストップ
ボタンを押してください。およそ 30
秒間だけこのゲージが作動します。

17) タコメーター
タコメーターは、エンジンの 1 分間
あたりの回転数（RPM）を表示しま
す。メーター上の数字を 1000倍した
値が実際の回転数です。
航海灯を点灯すると、同時にこのゲー
ジの照明も点灯します。

18) スピードメーター
スピードメーターは、ボートの速度
を 1時間あたりの航行マイル（MPH
）およびキロメートル（km/h）で表
示します。
航海灯を点灯すると、同時にこのゲー
ジの照明も点灯します。

速度制御/Perfect Pass®

Speedster 200 Wake エディ
ションのみ
Perfect Pass速度制御システムを作動
するとき、ボートは水上スキーやウ
エイクボード用に定速を正確に保つ
ことができます。
速度制御システムの使用上の諸注
意については、ボート備え付けの
PERFECT PASS インストラクション
マニュアルを参照してください。

� 警告
• 速度制御システムの使用、ある

いは同乗者の乗船、ウォーター
スポーツアクティビティーの開
始前に:
— PERFECT PASS インストラク

ションマニュアル に書かれて
いる使用上の注意事項をすべ
てよく読み、その内容を理解
してください。

— ボート操縦とそのダイナミック
な動きによく慣れるために、
ボートの経験を十分積んでく
ださい。

• Perfect Passはステアリング制御
デバイスではありません。常に
見張りを怠らず、安全な運転技
術によってボートを制御してく
ださい。

• Perfect Pass作動中、スロットル
レバーから手を離さないでくださ
い。

• Perfect Pass は、通常の安全な
ウォータースポーツ活動に代わる
ものではありません。助手を乗せ
ずに、水上スキーヤー、ウエイク
ボーダー、その他のウォーター玩
具を牽引しないでください。

• 決して、Perfect Passシステムを
変更しないでください。システム
の異常に気付いたり、疑わしい場
合、使用せずに、認定ディーラー
に点検、修理を依頼してくださ
い。

注記: BRP は、通常の 使用前定期点
検の一部としてPERFECT PASS イン
ストラクションマニュアルのトラブ
ルシューティングセクションに記載さ
れている結合テストを推奨します。
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19)モニタリングゲージ
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代表的な例
1. バッテリー
2. エンジン
3. 温度
4. オイル

電圧低下警告灯
バッテリーの放電が進行すると、エ
ンジンを始動できなくなる前にこの
電圧低下警告灯のインジケーターラ
ンプが点灯します。
このインジケーターランプが点灯し
た場合は、 ただちに電気を消費する
アクセサリーの使用を中止し、エン
ジンを始動してバッテリーを充電し
てください。

エンジンチェック警告灯
EMS が故障コードを検出すると、こ
のエンジンチェック警告灯が点灯し、
場合によっては警報ブザーが鳴りま
す。
エンジンを止めます。1 分間待ちま
す。エンジンを再始動してください。
まだ警告灯が点灯している場合は、
そこから も近い Sea-Doo スポーツ
ボート認定ディーラーにボートを持
ち込んで整備を受けてください。

エンジン温度警告灯
注意: 温度警告灯が点灯した場合は、
できるだけ早くエンジンを止めてく
ださい。
できるだけ早くエンジンを止めてく
ださい。オイルレベルを点検し、必
要があればオイルを補給します。
クーラントレベルの点検。燃料、オ
イル、クーラントを参照してくださ
い。それでもエンジンのオーバーヒー
トが続くようであれば、次の手順に
進んでください。

特殊な手順で解説されているジェッ
トポンプウォーターインテークとイン
ペラーの清掃の手順を実施します。
岸に戻ったところで、エキゾースト
冷却システムのフラッシングを行い
ます。使用後の お手入れを参照して
ください。
エンジンを再始動してください。これ
でも油圧が上がらない場合は、それ
以上エンジンを回さないでください。
Sea-Doo スポーツボート認定ディー
ラーに整備を依頼してください。
注意: 油圧が低下したままエンジン
を回し続けると、エンジンに重大な
損傷を及ぼす可能性があります。

油圧警告灯
エンジンの油圧が低下したとき、また
は高すぎるときには、この油圧警告
灯が点灯します。できるだけ早くオ
イルを点検してください。ランプが
消灯しない場合は、Sea-Doo スポー
ツボート認定ディーラーまでお問い
合わせください。
注意: オイルが入っていない状態で
は絶対にエンジンを回さないでくだ
さい。エンジンに重大な損傷を与え
ます。

20)ビルジドレンプラグ
トレーラーでの運搬の後、ホイール
を固定して、ドレンプラグを緩め、
トレイラージャッキ （装備されてい
る場合） でバウをわずかに持ち上げ
て排水してください。

������� �
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代表的な例
1. ドレンプラグ
2. 緩む
3. 締まる
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21) グラブハンドル
同乗者が手でつかんで体を支えるた
めに使用します。
グラブハンドルがあっても、同乗者や
オペレーターが座席から離れたり、
飛び出たりしないようにしてくださ
い。
注意: このグラブハンドルは、曳航
やボートの吊り上げには絶対に使わ
ないでください。
グラブハンドルの位置については、
このセクションの初めにある各コン
ポーネントの位置を示す図を参照し
てください。

22)リアグラブハンドル
必要に応じて、ボートに乗り込むと
きの手すりになります。
注意: このグラブハンドルは、曳航
やボートの吊り上げには絶対に使わ
ないでください。

23) 格納式ラダー

� 警告
ラダーを使用するときはエンジン
を止めてください。ジェットノズル
やインテークグレートに脚を近づけ
ないでください。2人以上が同時に
ラダーを使用しないでください。牽
引、曳航、潜水や飛び込み、水から
上がっているときのボートへの乗り
込みなど、ラダー本来の目的以外に
は使用しないでください。

200 Speedster および 205
Utopia モデル
スイムプラットフォームの下にある
このラダーは、水中からボートに上
がるときに役立ちます。
ラッチを引いてラダーをリリースし
ます。
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代表的な例
1. ラッチ

ラダーを後方へ引き出してから、押
し下げます。

�������

代表的な例 — 下げた状態のラダー

ラダーを格納するには、まず完全に
水平になるまで持ち上げてから、前
方へ向けてスライドさせ、ラッチで
固定します。

220 Islandia SE モデル

�����
�

固定スプリングによって止まるところま
で、ラダーのカバーを持ち上げます (スプ
リングは表示されていません）。
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ラダーをゆっくりと引きます

������

いっぱいに伸びたラダー

注意: ラダーの損傷を避けるため、
ボートを水から上げた状態で使用し
ないでください。
ラダーを格納するには、持ち上げて
から、前方へ向けて押します。
カバーを閉じるには、スプリングの側
面を軽く押してリリースしてから、
カバーを降ろします。

24)スイムプラットフォーム
モデルに対応してボートの前部後部
どちらからでも乗り込みが楽になる
ように、表面に滑り止めが施されて
います。

� 警告
スイムプラットフォームを使用する
ときは、必ずエンジンを止めなけれ
ばなりません。ジェットやインテー
クグレートに近づけないでくださ
い。

25) シート
同乗者は航行中は着席してください。

� 警告
航行中は、同乗者がボートの縁に腰
掛けたり、立ち上がったりすること
を許可しないでください。波が高い
ときは、シートに座ってグラブハン
ドルで体を支えてください。

26) バウシート

� 警告
重傷や致死的な負傷を避けてくださ
い。速度 5 MPHを超えるときは、
シートに座らないでください。

200 Speedster/205 Utopia
モデル

バウシートストレージコン
パートメント
独立したストレージコンパートメン
トは左舷と右舷のシートクッション
の下にあります。
スナップをリリースして、クッショ
ンを持ち上げ、取り外します。
シートをもう一度取り付けるには、
初に L 字型ブラケット の位置をあ

わせ、シートを押下げて、スナップ
を留めます。
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220 Islandia SE モデル
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1. バウシート

� 警告
ボート停止時または速度がアイドリ
ング以下のとき以外は、後ろ向きの
バウエリアの 前シートを使用しな
いでください。

必要ならグラブハンドルを使用して
ください。

バウシートストレージコン
パートメント

�������

左舷側を持ち上げ、シートクッション
を引いて、このストレージコンパート
メントへアクセスします。

�������

右舷側を持ち上げ、シートクッション
を引いて、このストレージコンパート
メントへアクセスします。

シートクッションをもう一度取り付け
るには、 初に L 字型ブラケットの
位置をあわせ、シートを押下げて、
スナップを留めます。
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1. L 字型ブラケット

27) フロントシート
同乗者は航行中は着席してください。
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� 警告
航行中は、同乗者がボートの縁に腰
掛けたり、立ち上がったりすること
を許可しないでください。常時シー
トに座って、グラブハンドルで体を
支えてください。

シートストレージコンパートメント

�����	�

シートを持ち上げ、次に引いて、このスト
レージコンパートメントへアクセスします。

オペレーターシート

回転
オペレーターシートは後ろ向きに回
ります。次の写真が示すように、こ
の機能により、オペレーターシート
はリアシートの補助として使用でき
ます。

�����	�

レバーを引く

������

シートを後ろ向きに回転する

� 警告
乗船前にシートがステアリングホ
イールと向かい合うように、必ずオ
ペレーターシートの回転をロックし
てください。

前後調整
オペレーターシートは前後に調整可
能です。
レバーを押して、シートをロック解
除します。シートを希望の位置に移
動します。調整完了したら、すぐに
レバーをリリースしてください。
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28) リアシート
リアシート /ストレージ

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージコンパートメントに入れな
いでください。ストレージコンパー
トメントカバーを開けたままの状態
でボートを走らせないでください。

200 Speedster/205 Utopia
モデル
独立したストレージコンパートメン
トは左舷と右舷のシートクッション
の下にあります。
スナップをリリースして、クッショ
ンを持ち上げ、取り外します。
シートをもう一度取り付けるには、
初に L 字型ブラケット の位置をあ

わせ、シートを押下げて、スナップ
を留めます。

リアシート

220 Islandia SE モデル

�������
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ロックするまで背もたれを引き上げる

� 警告
ボート航行中は常に、3 つのリア
シートの背もたれすべてを上げて/
ロックした位置にしてください。

74 ______________________



�������

ブラケットを引き上げ、ラッチ解除する

29) スポッターシート
ドライバーシートの隣にあるこの席
は、水上スキーヤーを牽引するとき
の監視係のために設けられています。
使用するときは、シートを回して後
向きのポジションにしてください。

� 警告
水上スキーヤーを牽引する場合は必
ず監視係を乗せ、その指示に従いな
がら、必要 小限の速度で航行して
ください。

30) サンデッキ
停泊中に休息したり、日光浴するた
めの便利なスペースです。

� 警告
サンデッキに腰掛けるときは、ボー
トを止めなければなりません。
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代表的な例 — 220 ISLANDIA SE モデル
1. サンデッキ

31) カップホルダー
使いやすい場所にあるノンアルコー
ル飲料用のホルダーです。

� 警告
航行中はアルコール飲料を飲まない
でください。高速で航行するときや
波が荒いときは、カップホルダーに
ビンや缶などを置いたままにしない
でください。

32)左舷／右舷コンソールス
トレージコンパートメント

防水されておりロックもできる便利な
ストレージコンパートメントです。
右舷側にはオンボードクーラー用の
取り外し式バスケッ トも備えていま
す。

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージバスケットに入れないでく
ださい。ストレージコンパートメン
トカバーを開けたままの状態でボー
トを走らせないでください。

ストレージコンパートメントカバーの
ロックを解除するには、ラッチボタ
ンを中へ押し込んでください。ホー
ルド機構によって止まるところまで
カバーを持ち上げます。静かな水面
では、カバーはこの位置で止まりま
す。
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代表的な例
1. ボタンを押す

消火器 （別売り） を固定せずにス
トレージコンパートメントに入れな
いでください。その正しい収納場所
は、ストレージコンパートメントの
いずれかひとつに表示された消火器
マークのラベルによって示されてい
ます。
『オペレーターズガイド』 を防水
バッグに入れて、常時ボートに保管
してください。

� 警告
ストレージエリアの収納容積を増や
すためにバスケットを取り外しては
いけません。コンポーネントが絡ん
で、操作上の重大な危険が生じるお
それがあります。

カバーを押し下げてホールド機構を解
除し、ゆっくりと下げます。ラッチ
に当たったところで、カバーをしっ
かり押してロックします。

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージバスケットに入れないでく
ださい。ストレージコンパートメン
トカバーを開けたままの状態でボー
トを走らせないでください。

33) グローブボックス
小さな身の回り品を収納できる便利
でロック可能なストレージです。

注記: ボート航行前に、グローブボッ
クスをもう一度ラッチしてください。

� 警告
グローブボックスカバーを開けたま
まの状態でボートを走らせないでく
ださい。
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代表的な例 — 左舷側 200 SPEEDSTER
1. グローブボックスのラッチ

�
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代表的な例 — 左舷側 205 UTOPIA
1. グローブボックス
2. ボタンを押す
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代表的な例 — 右舷側 220 ISLANDIA SE

34) AM/FM ラジオ /CD
プレーヤー

機能と操作方法の詳しい解説につい
ては、メーカーの取扱説明書を参照
してください。
注意: エンジンが回っていないとき
に AM/FM ラジオ／ CD プレーヤー
を長時間使用すると、バッテリーが
放電してしまうおそれがあります。
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代表的な例
1. AM/FM ラジオ/CD プレーヤー

35) 12V アクセサリージャック
12V アクセサリージャックは携帯電
話や 12V ポータブル機器などのテン
ポラリ電源アクセサリとして利用で
きます。

注意 : 天候の影響を避けるため、
ジャックを使用しないときは保護
キャップを閉じます。
注意: エンジンが回っていないとき
にラジオやその他の 12V ポータブ
ル機器を長時間使用すると、バッテ
リーが放電してしまうおそれがあり
ます。

36) バウストレージコン
パートメント

� 警告
壊れものを固定せずにバウストレー
ジコンパートメントに入れないでく
ださい。バウストレージコンパート
メントカバーを開けたままの状態で
ボートを走らせないでください。

200 Speedster モデル
ＰＦＤ、タオルを収納するための大
型で便利なストレージコンパートメ
ントです。
開くには、Ｔ 字型ハンドルを持ち上
げ、どちらかの方向に回して持ち上
げます。閉じるときは、 カバーを下
げて、さらにラッチがかかるまで押
し下げます。
注記: コンパートメントのリッドに
ラッチをかけ忘れないようにしてく
ださい。

205 Utopia モデル
前方のバウシートクッションの下にあ
り、アンカーとロープ用のストレー
ジがあります。

� 警告
重傷や致死的な負傷を避けてくださ
い。速度 5 MPHを超えるときは、
シートに座らないでください。

37) デッキストレージコン
パートメント

デッキストレージコンパートメント
は、水上スキー、パドル、アンカー、
ロープなどの収納に便利です。
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代表的な例
1. ラッチを引いてカバーを持ち上げる

ラッチリングを引いて、固定スプリ
ングによって止まるところまでゆっ
くりとカバーを開きます。
静かな水面では、完全に開いたとき
にカバーはその位置にとまります。
カバーを閉じるには、スプリングの側
面を軽く押してリリースしてから、
カバーを降ろします。
航行を始める前に必ずデッキストレー
ジコンパートメントカバーを閉じて
ください。
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代表的な例
1. 軽く押して、スプリングを解除する

� 警告
重いものや壊れものを固定せずに
デッキストレージコンパートメント
に入れないでください。デッキスト
レージコンパートメントカバーを開
けたままの状態でボートを走らせな
いでください。

38) リアストレージ
コンパートメント
(エンジンカバー）

大型の身の回り品を収納できる便利
でリアストレージです。予備の救命
胴衣 （PFD）、タオル、ランチボッ
クスなどに 適です。

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージコンパートメントに入れな
いでください。リアストレージコン
パートメントカバーを開けたままの
状態でボートを走らせないでくださ
い。
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� 警告
エンジンカバーが開いている場合、
エンジンをかけるとき、またはエン
ジンが回っているときには、絶対に
電気系部品に手を触れないでくださ
い。エンジンコンパートメントやビ
ルジ内に物体、ウエス、工具を入れ
たままにしないでください。

注意: 牽引を開始する前 に、リアス
トレージコンパートメントのリッド
が閉まっていることを必ず確認して
ください。

200 Speedster モデル
リアストレージコンパートメントの
ラッチは、パッセンジャーコンソー
ルストレージコンパートメント内に
あります。ラッチレバーを上向きに
引いて、ホールドされるところまで
エンジンカバーをゆっくりと開きま
す。
ガスシリンダーのアシストによって
カバーはいっぱいまで開き、その状
態でホールドされます。
また、サンデッキクッションの間に
あるループを引くことによって、リ
アストレージコンパートメントにア
クセスすることもできます。

�
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1. このループを引く

これによって右舷側のカバーが開き
ます。右舷側を開けた後、左舷側も
開けることができます。

リアストレージコンパートメントを
しっかり閉じておくために、マニュ
アルロックが設けられています。サ
ンデッキクッションが正しく閉じら
れていることを確認してから、パッ
センジャーストレージコンパートメ
ントの中にあるラッチレバーを上向
きに引いて、リアストレージコンパー
トメントのカバーを開きます。
かんぬきをスライドさせ、ラッチに
差し込んで固定します。
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この方向へスライドさせて固定する

ストレージトレイ
注意: 損傷を防ぐため、ストレージ
トレイにかかる 大荷重が 22.5 kg
(50 lb)を超えないようにしてくださ
い。
エンジンコンパートメントへアクセ
スできるように、ストレージトレイ
は取り外し式になっています。ハン
ドルを持ち、反対側のホルダーが外
れるまで斜め後ろ方向へ持ち上げて
ください。

� 警告
ストレージトレイを持ち上げたり、
取り外したりしている場合、エンジ
ンをかけるとき、またはエンジンが
回っているときには、絶対に電気系
部品に手を触れないでください。エ
ンジンコンパートメントやビルジ内
に物体、ウエス、工具などを入れた
ままにしないでください。
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再びストレージトレイを取り付けると
きは、一方をホルダーの下に正しく
納めてからゆっくりとトレイを降ろ
し、下へ押し下げてロックします。
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代表的な例
1. リアストレージコンパートメントトレイ
2. ホルダー下のトレイ

ラッチがかかるところまで、ストレー
ジコンパートメントカバーをしっか
りと閉じてください。

205 Utopia モデル

lmo2006-003-025_a

リアストレージコンパートメント
1. エンジンカバーラッチを開く

大型の身の回り品を収納できる便利
でリアストレージコンパートメント
です。予備の救命胴衣 （PFD）、タ
オル、ランチボックスなどに 適で
す。
ラッチを引いて、エンジンカバーを
開きます。

ガス入りのアシストシリンダーによっ
てエンジンカバーは簡単に開き、そ
の状態でホールドされます。

220 Islandia SE モデル
エンジンカバーを開くには、リアサ
イドストレージコンパートメントパ
ネルを開き、レバーを引きます。
注意: 損傷を防ぐため、エンジンカ
バーを開く前にオペレータシートを
前向きの位置に回します。
注記: リアストレージコンパートメン
トへの不適切なアクセスを防ぐ唯一
の方法は、リアサイドストレージコ
ンパートメントをロックすることで
す。
もう一度ラッチするため、エンジン
カバーを固く閉じてください。

39) ジェットポンプウォー
ターインテーク

水はこの開口部から入り、インペラー
によって吸い上げられます。ウォー
ターインテークグレートは、推進シ
ステムへの異物の侵入を 小限に抑
えます。

� 警告
エンジンがかかっているときはイ
ンテークグレートに近づかないで
ください。長い髪、ゆったりした衣
服、救命胴衣のストラップなどが可
動部分に絡んで、重大なケガを負っ
たり、溺れたりするおそれがありま
す。

40) バウライト
標準装備 赤色灯 /緑色灯。このセク
ションの前の部分の航海灯スイッチ
を参照してください。

41)脱着式スターンライト
装備が義務付けられている白いスター
ンライトです。
必要なとき以外は、いつでもストレー
ジコンパートメントに収納しておく
ことをお勧めします。
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ストレージカバーから外すには、手
前に引いてください。再び収納する
場合は、元の位置にはめ込みます。
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代表的な例 — ストレージクリップ
のスターンライト
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代表的な例 — ストレージクリップのス
ターンライト 220 ISLANDIA SE
1. 脱着式スターンライト

注意: エンジンが回っていないとき
にスターンライトを長時間使用する
と、バッテリーが放電するおそれが
あります。

取り付け
– コネクターキャップを持ち上げま

す。
– コネクターホールにポストを差し

込みます。穴のキーウエイとポス
トのスクリュー頭部の位置が合っ
ていることを確かめてください。

– 下向きにしっかりと押して、電極
を接続します。

– ロックリングを押し下げます。ロッ
クされるまで回してください。穴
に差し込むときに、少し回して位
置を合わせることが必要な場合も
あります。

– ライトの点灯を確認します。この
セクションの前の部分の航海灯ス
イッチ を参照してください。

�

�

�
�

�������

代表的な例
1. 持ち上げる
2. スクリューを溝に合わせる
3. 押し下げる
4. 回してロックする

注意: 接点の腐食を防ぐため、コネク
ター付近に誘電性グリースが塗布さ
れていることを確認してください。
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42) 係船クリート
ドックに係留するときは、ボート前
後両方のクレートを使って繋いでく
ださい。ボートを保護するため、空
気封入式フェンダー付きのドックラ
インの使用をお勧めします。
注意: 係留クリートを曳航やボートの
吊り上げに使用しないでください。

43) デッキ
ボート上の平らな部分です。デッキ
はつねにきれいな状態に保ち、物な
どを置かないでください。

44)燃料タンクキャップ
燃料を補給するには、キャップを反
時計方向に回して緩めます。給油が
終わったらキャップを取り付けて
後までしっかりと締めてください。

� 警告
燃料レベルを確認するために、火の
点いたマッチや裸火を使用しないで
ください。

� 警告
給油を行う前に必ずエンジンを止
めてください。ガソリンは可燃性
であり、特定の条件下では爆発性
があります。つねに換気のよい場所
で作業を行ってください。近くで喫
煙したり、裸火や電気スパークを近
づけたりしてはいけません。燃料タ
ンクに圧力がかかっていることもあ
ります。キャップを開けるときには
ゆっくりと回してください。裸火を
明かりにして燃料レベルを確かめる
のは絶対にやめてください。給油中
はボートを水平に保ってください。
燃料を入れすぎないようにし、給油
口ぎりぎりまでガソリンを入れた状
態で、ボートを日の当たる場所に長
時間置かないようにしてください。
温度の上昇と共にガソリンが膨張し
て、オーバーフローすることがあり
ます。給油時にこぼれた燃料は必ず
拭き取ってください。定期的に燃料
系を点検しましょう。
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代表的な例 — 200 SPEEDSTER/205 UTOPIA
1. 燃料タンクキャップ

220 Islandia SE モデル
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燃料タンクキャップのキーを使用します。
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キャップを緩めます。
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キャップを外す

45) デッキドレン
デッキドレンは、雨、デッキの洗浄、
水はねなどによってデッキに溜まっ
た水を排出します。
詰まらないように、つねにきれいな
状態を保ってください。

46)フラッシングコネクター
正しい使い方については、保管、シー
ズン前の準備 セクションを参照して
ください。
注記: 左右の各エンジンのフラッシン
グコネクターは、ジェットポンプサ
ポートに設けられています。左舷側
のコネクターが左舷エンジン用、右
舷側のコネクターが右舷エンジン用
です。
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代表的な例
1. フラッシングコネクター

47)ベンチレーションダクト
エンジンへ吸気を供給し、エンジンコ
ンパートメント内を換気するため、
ここを通って空気が流れます。これ
らが絶対にふさがれないようにして
ください。

48)バウ／スターンアイレット
バウアイレット
アイレットは係留、曳航、輸送時の
固定ポイントに使用できます。
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代表的な例
1. バウアイレット

スターンアイレット
アイレットは係留、曳航、輸送時の
固定ポイントに使用できます。
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代表的な例
1. スターンアイレット
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49)ジェットポンプノズル
ジェットポンプノズルはステアリング
ホイールの操作によって左右にボート
の向きを変えます。 エンジンが回っ
ている間は、これによって進路をコ
ントロールします。作動原理の推進
の項を参照してください。

� 警告
ノズルを、水から上がるときやボー
トを引き上げるときの支持点として
使わないでください。

50) リバースゲート
シフトレバーでニュートラルまたは
リバースを選択すると、このリバー
スゲートが上または下へ動いて、必
要なポジションを取ります。

� 警告
ボートに乗り込むときに、ゲートに
手や足をかけないでください。シフ
トレバーは、エンジンがアイドリン
グ状態にあり、ボートが完全に停止
しているときにのみ操作してくださ
い。

51) 排水バルブ
デッキドレンに流れた水はここから
排出されます。詰まらないように、
つねにきれいな状態を保ってくださ
い。
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代表的な例
1. 排水バルブ

52) 燃料タンクベント
燃料タンクキャップに設けられてい
ます。これによって燃料タンクから
燃料の蒸発気と圧力を逃がします。

� 警告
ベントの近くで火の点いたマッチ
や裸火を使用しないでください。安
全性 のセクションの 給油の手順に
従ってください。

53)ウォータースポーツトウ
イングアタッチメント

このガイドの巻頭にある安全性に関
するセクションの ウォータースポー
ツ についての情報をよく読み、必要
に応じて随時参照してください。

� 警告
チークサーフィンは、ボートの後部
近くでなされ、 も濃いエンジンの
排気ガスを直接吸い込むことになる
ため、きわめて危険です。排気ガス
による一酸化炭素中毒を起こして、
失見当識、めまい、眠気、意識の
喪失などの原因になる可能性があり
ます。一酸化炭素を吸い込むおそれ
と、 ライフジャケット（PDF ：救
命胴衣）を着用しないという 2 つ
の点で、この新しい水上でのレクリ
エーションはたいへん危険であり、
場合によっては死に至る可能性もあ
るスポーツです。

スキータウ

� 警告
チューブ、水上スキーヤー、ウエ
イクボーダーを牽引する場合は必ず
監視係を乗せ、その指示に従いなが
ら、必要 小限の速度で航行してく
ださい。

注意: スキータウを他のウォーター
クラフトの曳航に使用しないでくだ
さい。
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� 警告
チューブ、水上スキー、ウエイク
ボードなどを曳航しているときは、
船の挙動が変化し、より高度な技術
が必要になります。止むを得ない場
合を除き、急な旋回はしないでくだ
さい。また、桟橋、遊泳者、船舶、
障害物などからは安全な距離を保っ
てください。急旋回中やサークリ
ング中に曳航ロープが弛むと、重大
な負傷の原因になるおそれがありま
す。ロープが人の首や手足に巻き付
く可能性があります。

スキーポスト

200 Speedster モデル
このボートにはスキーポストが装備
されています。
ポストを引き上げると、水上スキー
のロープその他をかけることができ
ます。
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代表的な例
1. スキーポストを引き出して使用

終了したら、押す。
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代表的な例
1. スキーポストを使用していないときの位置

220 Islandia SE モデル

lmo2006-003-019_a

代表的な例
1. スキーポストの位置

54) ポンプシステム (バラ
ストタンク /Speedster
ウエイク )

� 警告
バラストの重量が増えると、ボー
トのハンドリングの状態に影響し
ます。バラストタンクに水があると
き、高速で操縦しないでください。
また、50 km/h (30MPH)以上でボー
トを操縦することはお勧めできませ
ん。

lmo2006-003-026_a

バラストタンク制御

注水
注記: ボートは水上でバラストタンク
に注入します。
エンジンコンパートメント内にある
スルハルバルブを開きます。
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注記: バルブを開くときは、ハンドル
は縦の位置です。
注意: バルブを開かないと、ポンプ
コンポーネントが損傷します。
オペレーターの位置の隣にあるバラ
ストスイッチで注入を選択します。
約 5 分から 7 分で満水になります。
ボートのオペレーター側の船外にあ
るスルハルフィッティングから水が
出たら、タンクは満水です。
このフィッティングから水が流出す
るとき、バラストスイッチ上のオフ
位置を選択します。
注記: システムが満ちたら、エンジン
コンパートメントスルフルバルブを
閉じる必要はありません。

排水
エンジンコンパートメント内にある
スルハルバルブが開いていることを
確認します。
注記: バルブを開くときは、ハンドル
は縦の位置です。
バラストスイッチの排水位置を選択
します。タンクが空になると、はっ
きりとわかる音が鳴り、空気の泡が
できます。
スルハルバルブを閉じます。
注意: システムを使用しないとき、こ
のバルブを閉じることをお勧めしま
す。コンポーネントの異常の場合、
水が流入しなくなり、おそらくボー
トに重大な損傷を引き起こします。

� 警告
バラストタンクに水が残っている
ボートを牽引しないでください。
バラストの重量がトレーラー、車
軸、タイヤ上の負荷を高め、早過ぎ
る磨耗や故障の原因となるおそれが
あります。これにより、トレーラー
の重心位置が上がり、路上でのボー
トの安定性の低下を招きます。
トレーラーで牽引する前に、いつで
もバラストタンクを空にしてくださ
い。

55) 曳航用タワー
(表示されていません）

装備されている場合
注意: このボートを曳航したり、水
上航行する場合は、ボートと牽引車
両の損傷を避けるため、必ず曳航用
タワーを垂直に立てた状態で固定し
てください。

� 警告
チューブ、水上スキー、ウエイク
ボードなどを曳航しているときは、
船の挙動が変化し、より高度な技術
が必要になります。止むを得ない場
合を除き、急な旋回はしないでくだ
さい。また、桟橋、遊泳者、船舶、
障害物などからは安全な距離を保っ
てください。急旋回中やサークリ
ング中に曳航ロープが弛むと、重大
な負傷の原因になるおそれがありま
す。ロープが人の首や手足に巻き付
く可能性があります。

注記: ボートからタワーを取り外す手
順全体については、Sea-Doo スポー
ツボート認定ディーラーにお尋ねく
ださい。

輸送や使用のためにタワーを
取り外す方法
注記: タワーの取り外しは2人で行う
必要があります。

200 Speedster Wake モデル
3/32inの六角レンチを使って、タワー
のリアアタッチメントポイントから
ボルトを取り外します。
ソケットプラグに慎重に押し下げ、
ソケットからはずすためにプラグか
ら離れた位置にあるロックボタンを
押します。
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代表的な例
1. ねじ
2. ロックボタン
3. ソケットプラグ
4. ロックボタン (2) をこの方向でスライドする

後で使用するために、ソケットプラ
グを保管します。
1人がタワーの中央を支え、左舷か右
舷でソケットに縦に取り付けます。
縦の位置に置いて、縦にノブを取り
付け、図のように締めます。
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代表的な例
1. ノブを取り付けて左舷に縦に付ける

他の側も繰り返します。
ボルトをもう一度付けます。
下の図のようにサポートポールを外
して、後で使用するために保管しま
す。

�����"�

代表的な例 — 右舷側を示す

タワーは曳航用に使用可能です。

205 Utopia モデル
サポートアームを格納位置から引き
出し、以前外したノブを使用して固
定します。

�������

代表的な例
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代表的な例
1. ノブで固定する

タワーを格納位置から引き出します。
1人がタワーの中央を支え、以前外
したノブを使用して左舷と右舷でサ
ポートアームをタワーに取り付けて
固定します。

�������

�

代表的な例
1. ノブで固定する

タワーは曳航用に使用可能です。

220 Islandia SE モデル
タワーを格納位置から引き出します。
1人がタワーの中央を支え、以前外
したノブを使用して左舷と右舷でサ
ポートアームをタワーに取り付けて
固定します。

lmo2006-003-021_a

代表的な例
1. タワーを所定位置から引き上げる
2. サポートアームを持ち上げる
3. タワーをアームにノブで固定する

タワーは曳航用に使用可能です。

保管のためにタワーを下ろす方法
注記: タワーを下ろすには2人で行う
必要があります。

200 Speedster Wake モデル
左舷と右舷のアタッチメントポイン
トからリアボルトを外します。
上のようにサポートポールを取り付
けます。
1人がタワーを支え、両側からノブを
緩めて外します。
アップライトを支え、ソケットから
離れた位置にあるロックボタンを押
します。
ソケットからアップライトを引き上
げ、別の側でも繰り返します。
タワーをサポートポールクレードル
にゆっくりと下ろします。
プラグをリアソケットに取り付け、
ボルトをもう一度付けます。
左舷と右舷のアップライトを注意深
く包み、デッキストレージコンパー
トメントに保管します。

205 Utopia モデル
タワーの各側からノブを外します。
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1. このノブを外す

ストレージパッドがバウと触れるま
で、タワーを前方へ注意深く折りた
たみます。
タワーの各側のカーブエクステンショ
ンからノブを外します。
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�

1. このノブを外す

下に示す位置に両方のサポートアー
ムを下ろします。

�������

代表的な例

後で使用するため、ノブをグローブ
ボックスに収納するか、他の安全な
保管場所にしまってください。

220 Islandia SE モデル
タワーの各側からノブを外します。

lmo2006-003-020_a

代表的な例
1. ノブ

ストレージパッドがバウと触れるま
で、タワーを前方へ注意深く折りた
たみます。
後で使用するため、ノブをグローブ
ボックスに収納するか、他の安全な
保管場所にしまってください。
両方のサポートアームを下ろします。

lmo2006-003-021_a

代表的な例
1. ノブを外す
2. タワーを前方へおりたたむ
3. 両方のサポートアームを下ろす

56) メインバッテリーカッ
トオフスイッチ

このスイッチは電気システムを完全
に遮断できるように設けられていま
す。
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オフの位置にあるとき、ビルジポン
プ以外のすべての電気機器とエレク
トロニクスはオフになります。バッ
テリースイッチがオフの位置に なる
と 、ビルジポンプは自動的に作動し
ます。
電気系コンポーネント使用やエンジ
ン始動のためには、このスイッチを
オンの位置にしてください。
注意: このスイッチをオフにする前
に、まずエンジンを止めてください。

�������

代表的な例 —メインバッテリーカッ
トオフスイッチ

エンジンコンパートメント内の電気シ
ステムのメンテナンスを行うとき、
ボートを陸上で輸送するとき、ある
いは短期間保管する場合は、このス
イッチをオフの位置にしておくこと
をお勧めします。
注意: ボートを係留する際にメイン
バッテリーカットオフスイッチをオ
フにすると、ビルジに水が入っても
自動ビルジポンプは作動しないこと
に注意してください。

57) ヒューズ
電気システムはヒューズによって保
護されています。詳細についてはメ
ンテナンスを参照してください。

58) ビミニトップ (表示さ
れていません)

一部のモデルではオプショ
ン装備となります
ビミニトップは、悪天候や日照から
の保護に役立ちます。

� 警告
• ビミニトップに体が触れないよう

にしてください。
• ホールドダウンストラップには張

力が働いています。
• ビミニトップをサポートとして使

用しないでください。
• ビミニトップ使用中はボート航行

を低速にしてください。
• トップは壊れたり、外れることが

あり、負傷する危険やボート航行
を妨げることがあります。

ビミニトップを開く

205 Utopia モデル
サンパッドカバーを持ち上げます。
エンジンストレージコンパートメン
ト上でビミニトップをわずかに持ち
上げて、サイドレールのフロントに
後まで滑らせます。

��������

代表的な例
1. ビミニピボットベースをレール上に前へ引く

カバーを開いて取り外します。スト
レージエリアにカバーを格納します。
ストラップをビミニトップフレーム
から外します。
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lmo2007-002-003_a

代表的な例
1. ストラップ

ビミニトップを縦位置に引き上げ、
フロントストラップをボート船体の
アイレットにつなぎます。

lmo2007-002-004_a

代表的な例
1. 船体のアイレットにストラップを引っ掛ける

キャンバスを引き戻し、リアストラッ
プをボート船体のアイレットに留め
ます。

lmo2007-002-005_a

代表的な例
1. 船体のアイレットにストラップを引っ掛ける

必要に応じてストラップ張力を調整
します。

lmo2007-002-006_a

代表的な例
1. ストラップを調整する

サンパッドカバーを閉じます。

ビミニトップを閉じる/格納する

205 Utopia モデル
注記: ビミニトップのキャンバスに塩
水がかかった場合、キャンバスを冷
たい真水で水洗いしてください。キャ
ンバスが濡れたときはいつでも、カ
バーとストレージを取り付ける前に
乾かしてください。
サンパッドカバーを開きます。
リアストラップのフックを外します。
フロントストラップのフックを外し
ます。
ビミニトップを降ろす前に、トップ
/フロントチューブを押さえ、2 番目
また 3 番目のチューブをトップ/フロ
ントチューブに向けて引きます。
ビミニトップ後部をストレージコン
パートメントへ向けて傾けます。
ジッパーがビミニトップの内側とな
り、ジッパーの先端がボートの右舷
側になるように保護カバーをかけま
す。
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代表的な例
1. リアストレージコンパートメント

エリアのビミニトップ
2. ジッパーの内側
3. ジッパーの先端

ビミニトップストラップを内側カバー
に置いて、キャンバスの内側カバー
をパックしながらゆっくりとジッパー
で締めます。
ビミニトップをサイドレールの後部
に滑らせ、ビミニトップをサンパッ
ドのカバー下部に格納します。
サンパッドカバーを閉じます。

ビミニトップをボートから取り外す

205 Utopia モデル
ビミニトップをボートから取り外す
場合には、次のように行います:
サンパッドカバーを開きます。
ピボット点でファスナーを外します。

lmo2007-002-007_a

代表的な例
1. ファスナーを外す

誰かに手伝ってもらいながら、ビミ
ニトップを慎重に持ち上げ、外しま
す。
無くさないよう、ピボットファスナー
を取り付けます。
取り付けは逆の手順ですが、正しく
位置を合わせるためビミニトップの
方向に注意を払ってください。
サンパッドカバーを閉じます。

59) サイドパネル /トレイ
ストレージ

205 Utopia モデル

�
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1. サイドパネルストレージ
2. サイドトレイストレージ

これらのストレージエリアはボート
の左舷と右舷側に位置しており、予
備の物品へのアクセスを素早く簡単
に行えます。

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージコンパートメントに入れな
いでください。ストレージコンパー
トメントカバーを開けたままの状態
でボートを走らせないでください。
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60) リアサイドストレージ
コンパートメント

消火器、釣竿、スターンライト等を
収納できる便利でロック可能なスト
レージです。

� 警告
重いものや壊れものを固定せずにス
トレージコンパートメントに入れな
いでください。ストレージコンパー
トメントカバーを開けたままの状態
でボートを走らせないでください。
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リアサイドストレージコンパートメント

�
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�

�

1. 釣竿用のストレージ
2. 別のストレージコンパートメント

61)コックピットテーブル
205 Utopia モデル
エンジンカバー上部に格納されてお
り、便利です。

lmo2006-003-022_a

収納位置のコックピットテーブル

フロントシートを横向きの位置に回
転します。
サンパッドカバーを開きます。
テーブルポストのクリップを外し、フ
ロアの取り付け位置に配置します。
正しくはまっていることを確かめな
がら、ゆっくり回します。

� 警告
テーブルポストが取り付けられない
まま、フロントシートが横向きの位
置にあるとき、フロアの取り付け位
置は危険な状態になっています。注
意を働かせてください。
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1. フロア取り付け位置
2. テーブルポスト

バンジーストラップを緩めてテーブ
ルトップを外し、テーブルポストと
つなぎます。

�������

取り付けられたコックピットテーブル

サンパッドカバーを閉じます。

コックピットテーブル保管
コックピットテーブルの保管方法は
取り付けの逆です。

� 警告
ボート操縦前にコックピットテーブ
ルを正しく保管してください。

220 Islandia SE モデル
テーブルとポストはリアサイドスト
レージコンパートメント内に保管し
ます。
テーブルを取り付けるには、 初に
テーブルソケットから黒いプラスチッ
クキャップを取り外します。正しく
保管します。
テーブルポストをテーブルソケットに
挿入します。ソケットに確実にはめ
るため、圧力をポストに加えます。
テーブルをポストの端に取り付けま
す。確実に取り付けるため、圧力を
テーブルに加えます。

�������

正しく設置されたテーブル

� 警告
テーブル取り付け中はボートを航行
しないでください。
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黒いプラスチックキャップをテーブ
ルソケットにもう一度付けます。そ
してテーブルを使用しないときは、
テーブルとポストをリアサイドスト
レージコンパートメントに格納しま
す。

62) ウインドシールド
ウインドシールドは空気の流れから
あなたをまもるために設置されまし
た。

205 Utopia モデル
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代表的な例
1. ウインドシールド

ウインドシールドドアを開くには、次
の写真が示すように両方のラッチを
ロック解除して、ドアを開きます。

��������

代表的な例
1. ラッチを両方ともロック解除する

63) 水深測定器
装備されている場合
水深測定器は標準装備であり、ダッ
シュボード上にあります。
水深測定器の操作については、メー
カーの指示シートを参照してくださ
い。

64) ドッキングライト
ドック入れのときに役立つ、日没か
ら日の出まで使用できる便利な白い
ライトです。
ドッキングライトスイッチ (項目 10)
を参照してください。

������� �
1. ドッキングライト

注意: エンジンが回っていないとき
にドッキングライトを長時間使用す
ると、バッテリーが放電するおそれ
があります。

65)ボーディングライト
乗船時に役立つ、日没から日の出ま
で使用できる便利なライトです。
ボーディングライトスイッチ (項目
11) を参照してください。
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1. ボーディングライト

注意: エンジンが回っていないとき
にボーディングライトを長時間使用
すると、バッテリーが放電するおそ
れがあります。

66) エンジンコンパート
メントライト

エンジンカバー内側に取り付けられ
た便利なライトです。
エンジンコンパートメントライトス
イッチ (項目 12) を参照してくださ
い。
注意: エンジンが回っていないとき
にエンジンコンパートメントライト
を長時間使用すると、バッテリーが
放電するおそれがあります。

67) デッキライト
日没から日の出まで利用できる便利
なライトです。これらのライトは乗
船時と素敵な雰囲気作りに役立ちま
す。
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1. デッキライト

注意: エンジンが回っていないときに
デッキライトを長時間使用すると、
バッテリーが放電するおそれがあり
ます。

68)更衣室シーリングライト

�����"� �

更衣室シーリングライト
1. 2 ポジションの ON/OFF スイッチ

注意: エンジンが回っていないときに
更衣室ライトを長時間使用すると、
バッテリーが放電するおそれがあり
ます。

69) フットウェル
乗船者のくつろぎのために水を入れる
ことができる便利なベースンです。
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1. フットウェル表面
2. 洗浄バルブ

フットウェルの水の追加と排出につ
いては、ファウンテンサンプかフッ
トウェルに注水するまたは排水する
を参照してください （項目 71)。

70)ファウンテンジェット
乗船者のくつろぎのための便利な給
水装置です。

�������

ファウンテン

ファウンテンを作動する方法
ファウンテンサンプに水を追加しま
す。ファウンテンサンプかフットウェ
ルに注水する（項目 71)を参照してく
ださい。
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�

ファウンテンサンプカバーを外す
1. カバー

�������

�

水を追加する
1. 指定 高水位

注記: サンプの水位が高過ぎる場合、
ファウンテンは正しく作動しません。
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バルブをこの位置に回し、カバーをも
う一度取り付けます。

���
���

ファウンテンポンプスイッチをオンにする

71) 洗浄バルブ
このバルブはファウンテンサンプと
フットウェルに水を供給します。バ
ルブは、デッキを水洗いするために
使用する散水ホースを取り付けるた
めにも使われます。

� 警告
水はねによってデッキは通常より滑
りやすくなります。

ファウンテンサンプまたはフッ
トウェルに注水する方法

���
���

メインウォーターポンプスイッチ
をオンにします。
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�

洗浄バルブのレバーが閉じていることを確
認してから、キャップを緩めます。
1. 洗浄バルブのレバーが閉じている
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レバーを下げて洗浄バルブを開き、閉
じるためにレバーを上げる

ファウンテンサンプまたはフット
ウェルから排水する方法

�������

�

ファウンテンサンプカバーを外す
1. カバー

�������

バルブをこの位置に回す

���
���

ファウンテンポンプスイッチをオンにして、
次にサンプから排水するときオフにする

注記: サンプの底でドレンプラグを取
り外すと、船外で汲み上げなかった
水はビルジに排水できます。
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72) ポータブルウォーター
タンクキャップ
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押します

����� �

引きます

�������

緩めます

73)コンビニエンスセンター
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コンビニエンスセンター
1. 調理場
2. シンク
3. 水栓
4. グラブハンドル
5. カップホルダー
6. ストレージトレイ

�
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ロワーストレージトレイ
1. クーラー
2. トラッシュコンテナ

注意: 損傷を避けるため、ロワースト
レージトレイの 大積載量は 27 kg
(60 lb)を超えてはなりません。
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シンク水栓の使用方法
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水栓チューブを取り付ける

���
���

メインウォーターポンプスイッチをオンにする

�������

水栓チューブを開く

水栓チューブを開く水が出るときだ
け、ポンプは電力を消費します。
注意: 係留カバーを取り付ける前に、
水栓チューブを外してください。

74) トイレ付き更衣室

������� �

ハンドルを握り、カバーを持ち上げる
1. ハンドル
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ジッパーを開き、更衣室とトイレ
へアクセスする
1. ジッパー

� 警告
ボート移動中は更衣室を使用しな
いでください。ボート走行前に、カ
バーを閉じてください。

75) ポータブルトイレ
項目 74に記載のように、トイレにア
クセスするには更衣室を開きます。
注意: ボート航行中は、トイレがフロ
アにしっかりとラッチされているこ
とを確かめてください。トイレメー
カー使用説明書を参照してください。

トイレットペーパーホルダー

�������

カバーを引き上げてから、ペーパーを入れる

76) トランサムのドア
許可されていない人のアクセスを防
ぐ便利なロック可能なドア。
航行中はトランサムのドアも閉めて
ください。

� 警告
トランサムのドアを常に閉めてくだ
さい。そしてボート操縦前にチェー
ンをレールに固定してください。

�������

閉じたトランサムのドア
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77) ファイアポート
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エンジンコンパートメントの火災の場
合、キャップを緩めてから消火器ノズ
ルを入れて、放出する

78) シャワー
ポータブルウォーターシステムに接
続された便利なテレスコピックシャ
ワー。

シャワーの使用方法
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メインウォーターポンプスイッチをオンにする

������

保護キャップを外す

�������

シャワーヘッドを引き出す
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ボタンを押して作動する
1. ボタン
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79) AM/FM ラジオ/CD プレー
ヤーリモートコントロール

AM/FM ラジオ /CD プレーヤーのリ
モートコントロールは標準装備であ
り、ダッシュボード上にあります。
リモートコントロールの操作につい
ては、メーカーの指示シートを参照
してください。

80) ラジオ /CD カットオ
フスイッチ

バッテリー放電を防ぐため、オペレー
ターの位置からラジオへの電源を切
るスイッチ。
注意: エンジンが回っていないとき
にラジオ／ CD プレーヤーを長時間
使用すると、バッテリーが放電して
しまうおそれがあります。
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燃料、オイル、クーラント
注意: このセクションの指示事項は
注意深く守ってください。指示が守
られないと、エンジンの寿命および
／または性能が低下する可能性があ
ります。

燃料
自然吸気モデル
合計 10％を超えないエタノールまた
はメタノールを含む無鉛レギュラー
ガソリンまたは酸素化燃料を使用し
てください。次の推奨 小オクタン
価以上のガソリンを使用してくださ
い。

場所 オクタン価

北米 (87 (RON+MON)/2)

北米以外 92 RON

スーパーチャージャー付きモデル
適な性能を引き出すため、次のオ

クタン価の無鉛プレミアムガソリン
の使用をお勧めします。

場所 オクタン価

北米 (91 (RON+MON)/2)

北米以外 95 RON

次のオクタン価以上の無鉛レギュラー
ガソリンを使用してください。

場所 オクタン価

北米 (87 (RON+MON)/2)

北米以外 92 RON

すべてのモデル
注意: これ以外の燃料や燃料混合液
類を試さないでください。推奨の燃
料以外を使用すると、ボートの性能
低下、燃料システムの重要な部品お
よびエンジンコンポーネントの損傷
につながる可能性があります。

エンジンオイル
推奨オイル
このボートは4 ストロークエンジン
を搭載しており、エンジン内部を潤
滑するために 4 ストロークエンジン
オイルが必要です。以下の要求事項
を必ず守ってください。

自然吸気エンジン
Sea-Doo スポーツボートはスーパー
チャージャー付きでない 4 ストロー
クエンジンを搭載しており、APIサー
ビス等級 SM、SL、SJ に適合する 4
ストロークエンジンオイルが必要で
す。オイルの容器に貼付されている
API サービスラベルを必ずチェック
し、SM、SL、SJ の文字があること
を確認してください。
XP-S 10W-40 4ストロークオイル
(P/N 219 700 346) Sea-Doo スポーツ
ボート認定ディーラー販売の商品は
要求を満たします。
注記: 同じ条件を満たす合成オイルも
使用できます。XP-S 5W-40合成 4-ス
トロークオイル(P/N 293 600 039) が
適合します。

インタークーラースーパーチャー
ジャー付きエンジン
XP-S 10W-40 4 ストロークオイル
(P/N 219 700 346) またはＢＲＰが認
定する同等製品を使用できます。同
じオイルにより、エンジンとスーパー
チャージャークラッチ両方を潤滑し
ます。XP-S 10W-40 4ストロークオ
イル(P/N 219 700 346) は、スーパー
チャージャークラッチの機能を損な
う添加物を含んでいないことを十分
に証明してきました。
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注記: 推奨以外のオイル製品を使用す
る場合、BRP による限定保証が無効
となる場合があります。
注意: エンジンで合成オイルを使用
しないでください。スーパーチャー
ジャークラッチの適切な操縦を損な
います。推奨オイルに何も添加しな
いでください。BRP推奨以外のオイ
ルは添加物（フリクション・モディ
ファイヤ)を含むことがあり、スー
パーチャージャーの不適切な滑り、
また早過ぎる磨耗の原因となります。
従って、 XP-S 10W-40 4-ストローク
オイル(P/N 219 700 346)または認定
された同等物以外のオイルはお勧め
できません。

オイルレベル
注意: オイルレベルは頻繁にチェッ
クし、必要に応じて補充してくださ
い。入れすぎてはなりません。オイ
ルレベルが不適切なまま使用を続け
ると、エンジンに重大な損傷を与え
る可能性があります。こぼれたオイ
ルは必ずふき取ってください。

�������

�

代表的な例
1. ディップスティック

オイルレベルの点検手順:

注記: このエンジンでは、オイルレ
ベルを点検する 前 に、エンジン暖
機後、30 秒間アイドリングの状態を
保ってからエンジンを止める必要が
あります。そこからさらに 30 秒間
待ってください。この手順の後に、
オイルレベルを正しく点検できる状
態になります。これは各オイルチャ
ンバーのレベルを均等にするために
必要な手順です。この手順を守らな
いと、正しいオイルレベルを知るこ
とができません。
– ボートは水平でなければなりませ

ん。オイルレベルの点検は水上で
も、またはボートを水から上げた
状態でもかまいません。エンジン
は暖まった状態でなければなりま
せん。

注意: ボートを水から上げている場
合、エキゾーストシステムに水を供
給せずにエンジンをかけないでくだ
さい。
– 水から上げている、またはトレー

ラーに載っている場合は、ホイー
ルを固定してから、トレーラー
ジャッキ（装備されている場合）
でバンパーレールが水平になるよ
うに傾きを調整します。フラッシ
ングコネクターに散水用ホースを
つないでください。保管、シーズ
ン前の準備 の エキゾーストシス
テムのフラッシングの項を参照し
て、その手順に従ってください。

注意: エンジンを水から上げている
場合、エキゾーストシステムへの水
供給を行わないと、エキゾーストシ
ステムに重大な損傷を及ぼす可能性
があります。
– 暖機運転を行い、エンジンを止め

る前に 30 秒ほどアイドリング さ
せます。

– エンジンを止めます。
– 少なくとも 30 秒ほど待ってから

オイルレベルゲージを引き抜き、
オイルを拭き取ってください。
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� 警告
エンジンオイルが熱くなっている可
能性があります。エンジンコンパー
トメント内の部品の一部は、きわめ
て高温になる場合があります。直接
皮膚に触れると火傷の原因になりま
す。

注意: エンジンを 5分間以上回さない
でください。ボートが水から上がっ
ているときは、ドライブラインシー
ルが冷却されないためです。
– オイルレベルゲージを奥まで完全

に差し込んで、元通りに取り付け
ます。

– もう一度オイルレベルゲージを外
して、オイルレベルを読み取って
ください。レベルはマークの間に
なければなりません。

��

�

�������

1. フル
2. 追加
3. 運転範囲

– マークの間にない場合は、適正な
レベルになるまでオイルを補給し
てください。

– オイルを補給するには、オイル
キャップを緩めて外します。その
開口部にじょうごを入れ、推奨オ
イルを適正なレベルまで補給して
ください。入れすぎてはなりませ
ん。

注記: エンジンにオイルを補給する
たびに、前述の手順 （エンジンを始
動して 30 秒間アイドリング、30 秒
待ってからオイルレベルの再点検）
を行う必要があります。これはオイ
ルを各オイルチャンバーへ正しく送
り込み、レベルを均等に揃えるため
に必要な手順です。この手順を守ら
ないと、正しいオイルレベルを知る
ことができません。これは左右両方
のエンジンについて行う必要があり
ます。

�������

�

代表的な例
1. オイルキャップ

– オイルキャップとオイルレベル
ゲージを正しく元通りに取り付け
ます。

エンジン冷却液
推奨冷却液
内燃アルミニウムエンジン専用の腐
食防止剤入りエチレングリコール不
凍液を必ず使用してください。
注記: 入手可能であれば、アルミニウ
ム製内燃エンジン用の生物分解性不
凍液をお奨めします。これは環境保
護に有効です。
冷却システムは水と不凍液の水溶液
（水 50％、不凍液 50％） で満たさ
れていなければなりません。
BRP では、-52°C (-62°F) までの凍結
防止能力を持つプレミックスクーラ
ントを発売しています。 (P/N 219 700
362).
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不凍液の劣化を防ぐため、いつも同
じブランドの不凍液を使ってくださ
い。冷却システムを完全にフラッシ
ングして入れ替える場合を除いて、
ブランドの異なる不凍液を混ぜないで
ください。Sea-Doo スポーツボート
認定ディーラーにご相談ください。

冷却液レベル

� 警告
クーラントレベルはエンジンが冷え
ているときに点検してください。エ
ンジンが暖 まっているときは冷却
システムにクーラントを補充しない
でください。

ボートが水平になっている状態で、左
右エンジンが冷えているとき、クー
ラントのレベルはリザーバー MIN と
MAX のマークの間になければなりま
せん。

�������

�

1. エンジンが冷えているときにレベルが
このマークの間にあること

注記: ボートは水上に浮かんでいると
きは、自然に水平になります。ボー
トがトレーラーに載っているときは、
ホイールを固定してから、トレーラー
ジャッキ（装備されている場合）で
バンパーレールが水平になるように
傾きを調整します。
必要に応じて、レベルがマークの間
に来るようにクーラントを補充しま
す。こぼさないようにじょうごを使っ
てください。燃料を入れすぎてはい
けません。

フィラーキャップを正しく取り付け、
締めます。
注記: 頻繁にクーラントの補充が必要
だとすれば、冷却システムに漏れが
あるか、エンジンに問題がある徴候
です。Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーまでお問い合わせくださ
い。

冷却液の交換
「メンテナンス」 のセクションを参
照してください。

� 警告
やけどを負う危険を避けるため、エ
ンジンが熱くなっているときはラジ
エターキャップを外したり、エンジ
ンのドレンプラグを緩めたりしない
でください。
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慣らし運転期間
注意: このセクションの指示事項は
注意深く守ってください。指示が守
られないと、エンジンの寿命および
／または性能が低下する可能性があ
ります。
Rotax エンジンを搭載した Sea-Doo
スポーツボートは、各エンジンにつ
いてフルスロットルでの連続航行を
行う前に 10時間の慣らし運転期間が
必要です。
慣らし運転中は、スロットルを 3/4以
上に開けないようにしてください。
ただし、短時間の全力加速やスピー
ドの変化は、適切な慣らしに役立ち
ます。
注意: スロットルを全開にして航行
を続けたり、速度に変化をつけずに
長時間の巡航を行うのは避けてくだ
さい。慣らし運転中にこうした使い
方をすると、エンジン損傷の原因に
なることがあります。
注記: 燃料タンクにオイルを添加しな
いでください。
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使用前の点検

� 警告
ボートを使用する前に点検を行うことはたいへん重要です。エンジンを始
動させる前に、重要なコントロール類、安全装置類、メカニカル部品などが
正常に作動することをチェックしてください。ここで指定された通りに点検
が行われていないと、死亡または重大な人身事故につながるおそれがありま
す。各地域の法律で要求されるすべての安全装備品を携行してください。

次に挙げる項目には、このガイドでこれまでに取り扱っていないものも含ま
れていますが、そうした項目は後出のメンテナンス または 特殊な手順 セク
ションで解説します。詳細については、これらの各セクションを参照してく
ださい。

� 警告
次の各項目の確認を行うまではエンジンをかけず、必ず DESSキーを DESS
ポストから外しておいてください。全項目の点検を終え、正しく作動するこ
とを確認してから、ボートを始動してください。
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まとめ
項目 作業内容 ✔

船体（ハル） 損傷の点検。
ジェットポンプウォーターイ
ンテーク 点検／清掃

ビルジ 排水プラグが締まっていることを確認。

バッテリー ケーブルと固定ストラップの締め付けの点検し
て、充電を確認。

メインバッテリーカットオフ
スイッチ オン位置にあることを確認。

航海灯 作動を点検。
燃料タンク 給油。
エンジンコンパートメント 燃料エキゾーストコンポーネントの点検。
消火器 状態/取り付けの点検。
ステアリング 作動を点検。
スロットル/シフターシステム 作動を点検。
速度制御システム/Perfect Pass
(適用される場合)

結合テストを実行します( PERFECT PASS インストラ
クションマニュアルを参照してください)。

ビルジブロワーおよびビルジ
ポンプ 作動を点検。

DESS キー/エンジンスタート/
ストップボタン 作動を点検。

搭載が義務付けられた安全機
器類 作動を点検。

ストレージコンパートメント
カバー 閉じられてラッチがかかっていることを確認。

冷却システムのクーラントレ
ベル

左右エンジンで適正なレベルを確認。
必要に応じて補給。

犠牲陽極 状態の点検 (50% 腐食時に交換)。

船体 （ハル）
船体にひび割れや損傷がないか点検
してください。

ジェットポンプウォー
ターインテーク
水草、貝殻、異物などを取り除いてく
ださい。これらは水の流れを妨げ、
冷却システムや推進ユニットを損傷
する可能性があります。必要に応じ
て清掃してください。どうしても除去
できないものがある場合は、Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーに整
備を依頼してください。

������ �

代表的な例
1. このエリアを点検
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インペラーの前縁を点検してくださ
い。この部分が欠けていたり、曲がっ
ていたりすると、性能が大きく損な
われます。

ビルジ
ビルジ内に水が溜まっている場合は、
ポンプスイッチをオンにして完全に
排水してください。
トレーラー上でドレンプラグを緩め、
ホイールを固定してから、トレイラー
ジャッキ （装備されている場合）で
バウをわずかに持ち上げてボートを
傾け、水がビルジから完全に流れ出
るようにします。

� 警告
ボートを再び水に浮べる前に、すべ
てのドレンプラグが正しくしっかり
と締まっていることを確認してくだ
さい。

バッテリー

� 警告
バッテリーケーブルのポストへの
締め付けと、バッテリーの固定スト
ラップ/ファスナーの状態を確認し
てください。エンジンコンパートメ
ントにバッテリーを取り付けたまま
充電またはブーストしないでくださ
い。

燃料タンク /ポータブル
ウォータータンク/エンジ
ンオイルのレベル
ボートを水平にして、タンクに燃料
を補給してください。
燃料、オイル、クーラント のセク
ションの指示に従ってエンジンのオ
イルレベルを確認し、必要に応じて
補給を行ってください。

220 Islandia SE モデル
水位を確認し、必要に応じて補給を
行ってください。

ポータブルウォータータンクのリテー
ニングストラップ/ファスナーを点検
してください。

すべてのモデル
燃料タンクのリテーニングストラップ
／締め付け具を点検してください。

エンジンコンパートメント

� 警告
ガソリン漏れがあったりその臭気が
感じられる場合は、エンジンを始動
しないでください。Sea-Dooスポー
ツボート認定ディーラーまでお問い
合わせください。

� 警告
やけどを負う危険を避けるため、エ
ンジンがまだ熱いときはラジエター
キャップを外したり、エンジンのド
レンプラグを緩めたりしないでくだ
さい。

消火器
消火器は、消火剤が充填されている
こと、使用可能な状態にあること、
しっかりと固定されていることを確
認してください。

ステアリングシステム
誰かに手伝ってもらいながら、ステ
アリングが自由に動くことを確認し
ます。ステアリングが中央の位置に
あるとき、ジェットポンプノズルは
真直ぐな位置にあるはずです。ステ
アリングを操作した時にジェットポ
ンプノズルがスムーズに動くことを
確認してください。

� 警告
エンジンを始動する前に、ステアリ
ングホイールの作動状態とこれに対
応するステアリングノズルの動作を
確認してください。
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スロットルレバー
200 Speedster および 220
Islandia SE モデル
スロットルレバーが引っかかりなく
スムーズに作動するか点検してくだ
さい。

� 警告
スロットルレバーの作動の点検は、
エンジンを始動する前に行ってくだ
さい。

スロットル /シフターコ
ントローラ
リバースゲートがスムーズに作動する
か点検してください。シフトレバー
が前進の位置にあるとき、ゲートは
上を向いてロックされているはずで
す。シフトレバーがニュートラルの
位置にあるとき、ゲートは中間の位
置にあります。シフトレバーがリバー
スの位置にあると、ゲートは一番下
の位置にあるはずです。

� 警告
リバースゲートロックを確認しま
す。

リバースゲートロックを確認するに
は、シフターを前進の位置に移動し
てください。
右舷のリバースゲート上で後ろ向き
に引いてください。
リバースゲートが上の位置にあると
き、リバースゲートロックは作動し
ています。
注意: シフターが前進のときにリバー
スゲートが上の位置でない場合、
ボートを走行しないでください。
Sea-Dooスポーツボート認定ディー
ラーに相談してください。

DESS ポストおよびエンジン
スタート/ストップボタン
スイッチが正しく作動することを確
かめます。左右エンジンを始動し、
それぞれのスイッチを使って停止さ
せてみます。

� 警告
エンジンスタート／ストップボタ
ンを押してもエンジンが停止しない
場合、あるいは DESS ポストから
DESSキーを取り外してもエンジン
が停止しない場合は、そのままボー
トを使用せずに Sea-Doo スポーツ
ボート認定ディーラーにご連絡くだ
さい。全項目の点検を終え、正しく
作動することを確認してから、ボー
トを始動してください。

ストレージコンパート
メントカバー
しっかり閉じられ、ラッチがかかっ
ていることを確かめてください。
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操作の説明

� 警告
ボートを使用する前に、必ず 「使
用前の点検」を実施してください。
すべての操縦装置とその機能を完全
に理解しておいてください。操縦装
置や注意事項についてよくわからな
いことがある場合は、Sea-Doo ス
ポーツボート認定ディーラーにご相
談ください。

進水／積み込み
注意: ボートを水面に下ろす前に、メ
インバッテリーのカットオフスイッ
チがオンになっていることと、ビル
ジプラグが所定の位置に正しく取り
付けられていることを確認してくだ
さい。
トレーラーへのボートの積み込みが完
了したら、メインバッテリーのカッ
トオフスイッチはOFF にすることを
お勧めします。
トレーラーへボートを積み込んだ時、
ビルジの水を抜くためにビルジプラ
グを外してください。

作動原理
推進
左右エンジンはドライブシャフトに直
接つながっており、このシャフトが
インペラーを回転させます。インペ
ラーはハウジング内で精密に調整さ
れており、ハウジングへの水の吸い
上げはボートの船底から行われます。
吸い上げられた水はインペラーから
ベンチュリーに流れます。ベンチュ
リーの働きにより加速されてボート
を動かす推進力となります。スロッ
トルレバーを押すとエンジンの回転
数が上がり、ボートの速度も増しま
す。

シフトレバーを前方に押すとボートは
前進します。後方へ引いたポジショ
ンではボートは後進します。中央は
ニュートラルで、レバーをこの位置
にするとボートはほとんど推進力を
発生しません。ニュートラルの時と
リバースの時は、ジェットポンプの
ベンチュリーハウジングに取り付け
られたゲートが使用されます。ボー
トの進行方向制御は、このゲートで
水流の方向を変えることによって行
われます。

� 警告
シフトレバーがニュートラルにあっ
てもインペラーは回転しています。

200 Speedster および
220 Islandia SE モデル

� 警告
シフトレバーは、エンジンがアイド
リング状態にあり、ボートが完全に
停止しているときにのみ操作してく
ださい。

すべてのモデル

� 警告
エンジンを始動する場合、オペレー
タと同乗者は必ず着席し、シフトレ
バーはニュートラルの位置、スロッ
トルレバーはアイドリング位置にし
てください。

スロットル/シフトコントローラ

前進
ボートを前進させるには、スロット
ル/シフトコントローラまたはシフト
レバーが前進の位置になっていなけ
ればなりません。
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205 Utopia モデル
前進にするには、スロットル/シフト
レバーボタンを押して、次にレバー
を少しずつ前向きに押して、加速し
ます。

�����"�

�

代表的な例 — 前進フルスロットルポジション
1. スロットル/シフトレバーボタン

200 Speedster および 220
Islandia SE モデル

������� �

代表的な例
1. シフトレバーが前進の位置にある

ニュートラル
ニュートラルにするには、スロット
ル/シフトコントローラまたはシフト
レバーを引いて、立てた状態にしま
す。リバースゲートは中間の位置に
なり、推進力の半分をボートの前方
へ向けて、ボートの動きを 小限に
抑えます。

� 警告
シフトレバーがニュートラルにあっ
てもインペラーは回転しています。

205 Utopia モデル

�������

代表的な例 — ニュートラルの位置

200 Speedster および 220
Islandia SE モデル

�����%� �

代表的な例
1. シフトレバーがニュートラルの位置にある

リバース

205 Utopia モデル
リバースにするには、スロットル/シ
フトレバーボタンを押して、次にレ
バーを少しずつ後ろ向きに引きます。
リバースゲートは下がった位置にな
り、推進力のすべてをボートの前方
へ向けます。
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代表的な例 — リバースフルスロッ
トルポジション

200 Speedster および
220 Islandia SE モデル
リバースにするには、シフトレバーを
後方いっぱいまで引きます。リバー
スゲートは下がった位置になり、推
進力のすべてをボートの前方へ向け
ます。
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代表的な例 — リバースの位置にあ
るシフトレバー

全モデル
注記: リバースを効率よく利用し、操
縦をしやすくするため、エンジンの
回転数をアイドリングよりわずかに
高い程度まで上げてください。エン
ジンの回転数を上げすぎると、水の
渦が発生してリバースの効率は低下
します。

後進中の方向転換
このボートは、後進時には前進時と異
なる挙動を示します。ステアリング
の効果が前進時とは逆になります。
したがって、ステアリングホイール
を時計方向に回すとボートは左に旋
回し、反時計方向に回すとボートは
右に旋回します。スロットルは控え
めに使用してください。回転数を上
げ過ぎると水の流れが乱れ、後進の
効率が悪くなります。初めて操縦す
る際は、障害物などとの衝突の恐れ
のない場所で注意しながら後進の練
習を行ってください。

� 警告
後進操作は 初に練習して充分に慣
れるようにしてください。慣れるま
で同乗者は乗せないようにしてくだ
さい。

リバース位置では、あなたがボート
の後部を動かしたい方向と反対方向
へステアリングホイールを回してく
ださい。
たとえば、ボートの後部を左へ寄せ
たいときには、ステアリングホイー
ルを右へ切ります。

ステアリング
ステアリングホイールを回すとジェッ
トポンプノズルが左右にピボットし、
これによってボートの方向が制御さ
れます。ステアリングホイールを時計
方向に回すとボートは右に旋回し、反
時計方向に回すと左に旋回します。

�������

代表的な例 — 右旋回
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アイドリング回転数以上の回転数域
でボートの方向を制御する際は、ス
ロットルを前に押してください。

� 警告
ボートの方向を急に変えたい場合
は、スロットルを前に押してステア
リングホイールを回してください。
ステアリングの効果は、乗船者数、
積載重量、水面の状態によって異な
ります。

このボートでは、旋回時にスロット
ルを少し前に押す必要があります。
安全な場所でスロットルを開けなが
ら旋回して、想像上の物体を回避す
る練習を行ってください。これは衝
突を避けるためのよい練習になりま
す。

後進中の方向転換
このボートは、後進時には前進時と異
なる挙動を示します。ステアリング
の効果が前進時とは逆になります。
ステアリングホイールを時計方向に
回すとボートは左に旋回し、反時計
方向に回すとボートは右に旋回しま
す。スロットルは控えめに使用して
ください。回転数を上げ過ぎると水
の流れが乱れ、後進の効率が悪くな
ります。初めて操縦する際は、障害
物などとの衝突の恐れのない場所で
注意しながら後進の練習を行ってく
ださい。

� 警告
後進操作は 初に練習して充分に慣
れるようにしてください。慣れるま
で同乗者は乗せないようにしてくだ
さい。

ドックからの乗船
どんなボートにも言えることですが、
エンジンが回っていない状態で、慎
重に乗り込むようにしてください。

ドックから乗船する場合は、まずボー
トのデッキ上のドックから一番近い
部分に片方の足を付け、次いでもう
片方の足をボートに乗せてください。
乗船したらドックを押してボートを
離岸させます。

�������

代表的な例

注意: ボート自体は水深が 30 cm (1 ft)
あれば浮きますが、エンジン始動は船
底下の水深が少なくとも 90 cm (3 ft)
ある場所で行ってください。水深が
90 cm (3 ft)未満でエンジンが作動し
ており、インペラーが回転している
場合、異物が船底から吸い込まれ、
推進システムが損傷を受けるおそれ
があります。

�������
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代表的な例
A. 90 cm (3 ft)

水中からの乗船

� 警告
経験の浅いオペレーターは、水深の
深いところへ出る前に岸の近くで水
中から乗船する方法を練習してくだ
さい。
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� 警告
乗船時はエンジンを停止してくださ
い。また、乗船時に推進用コンポー
ネントに手や足をかけないでくださ
い。

ボートの後ろまたは前 (装備されてい
る場合） まで泳いでいきます。
格納式ラダーをリリースして、ラダー
を引き出し、所定の位置まで下げま
す。
スイムプラットフォームのグラブハ
ンドルを利用して、ラダーを登り、
体を引き上げます。

cMQiMUv

代表的な例

エンジンカバーのグラブハンドルに
手がとどくとき、グリップハンドル
をつかみ、スイムプラットフォーム
に膝を乗せられる位置まで体を上部
に引き上げます。

cMQiMVv

代表的な例

引き続いてエンジンカバー上に上が
り、デッキに手を伸ばします。

cMQiM^v

代表的な例

注意: ボートを航行するときは、ラ
ダーを握ったままでいないでくださ
い。ボート操縦前に、必ずラダーを
ラッチで所定位置に固定してくださ
い。

� 警告
エンジンは、同乗者が全員着席する
まで始動しないでください。

エンジンの始動

� 警告
排気ガスには一酸化炭素（CO)が含
まれており、ボート内外に滞留する
ことがあります (ビミニトップ下、
コックピット内等)。COを吸い込む
と、有害また致死的です。エンジン
作動時は十分な換気を確かめてくだ
さい。

� 警告
エンジンを始動する際は、必ず始動
の 低 5分前にはビルジブロワーを
作動させてください。 ビルジブロ
ワーはビルジの換気を行います。

注意: ボートの運転中はビルジブロ
ワーをオフにしてください。
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� 警告
エンジンが回っている間は、電気系
の部品やジェットポンプまわりに触
れないでください。セイフティラン
ヤードをオペレーターの救命胴衣に
留め、DESSキーを DESSポストに
はめ込んで、エンジンを始動してく
ださい。

注記: 2回の短いビープ音以外の警告
音を発した場合は、修正を要する問
題があることを示しています。トラ
ブルシューティングのセクションの
コード化された信号音の意味の表を
参照してください。
右手でステアリングホイールを握っ
て両足をフロアボードに置き、ビル
ジブロワーをオフにします。
一度に１つのエンジンのみを始動し
ます。タコメーターでエンジンの状
態を確認してください。

� 警告
エンジンを始動する前に、オペレー
ターも同乗者も必ず正しく着座して
ください。

エンジンが冷えているとき、あ
るいは暖まっているとき
注意: スターターモーターの過熱を避
けるために、クランキング時間は 5～
10秒以内に止めます。クランキング
の間の待ち時間を守り、スターター
の熱を冷ますと共にスターター機構
のエンゲージを外してください。

離岸
スロットルレバーまたはスロットル
/シフターコントローラをアイドル位
置にして、スロットル/シフターコン
トローラまたはシフトレバーを望む
位置にします。
水深の深いところに出るまでゆっく
り と加速してください。エンジンが
暖まるまではスロットルを全開にし
ないでください。

� 警告
水深の浅い場所では、貝殻、砂、小
石などがジェットポンプに吸い込ま
れ、後方へ飛ばされる可能性があり
ます。

波の荒いときや視界の悪
いときの航行
このように条件の悪いときはできるだ
け航行を避けてください。どうして
も航行しなければならない場合は、
低限の速度で十分に警戒しながら

慎重に進んでください。必要に応じ
て航海ライトを点灯してください。

波を横切るとき
波を横切るときは速度を落としてく
ださい。必要に応じていつでもステ
アリングを操作し、バランスを取れ
るよう構えてください。
他の船の航跡を横切るときは、必ず
先行するボートとの間に安全な距離
を保ってください。

� 警告
航跡を横切るときは十分に速度を落
としてください。オペレーターと同
乗者がわずかに腰を浮かせる姿勢を
取ると、揺れに備えることができま
す。波や航跡でジャンプしないでく
ださい。

停止／ドック入れ
ボートは水の抵抗によって減速しま
す。停止距離はボートのサイズ、重
量、速度、水面の状況、風や潮流の
有無とその向きによって変わってき
ます。
代表的な例オペレーターはさまざま
な条件下での停止距離を熟知してい
なければなりません。
アイドリング状態までスロットルを減
速します。ドックに接近する場合は
必要に応じてシフトレバーをニュー
トラル、リバース、前進にして速度
を調整し、接岸する直前にエンジン
を停止してください。
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� 警告
スロットルを戻したりエンジンを止
めたりすると、ボートの進路を制御
しにくくなります。

ドックに接近する場合は、エンジン
を停止してください。

浜辺に乗り上げるとき
注意: ボートを直に浜辺に乗り上げ
るのはお勧めできません。
ゆっくりと浜辺に近づき、船体後部の
も低い場所下の水深が 90 cm (3 ft)

くらいになる前に、DESSキーを使っ
てエンジンを止めます。そこから浜
まではボートを引いて運んでくださ
い。すべてのアクセサリー類がオフ
になっていることを確認してくださ
い。
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A. 船底下の水深が少なくとも 90 cm (3 ft)

� 警告
水深の浅い場所では、貝殻、砂、小
石などがジェットポンプに吸い込ま
れ、後方へ飛ばされる可能性があり
ます。

冷却システム内に砂や貝の破片など
が堆積すると冷却水が流れなくなる
ことがありますので、これらの砂や
貝を除去するために、必要に応じて
左右エンジン再始動前にエンジンの
エキゾーストシステムのフラッシン
グを行ってください。保管、シーズ
ン前の準備を参照してエキゾースト
システムのフラッシングの項をご覧
ください。

エンジンの停止
エンジンを停止するには、スロット
ルレバーまたはスロットル/シフター
コントローラをいっぱいまで引いて
から DESS キーを取り外すか、エン
ジンスタート／ストップボタンを押
します。
DESSキーは必ず DESSポストから取
り外してください。

� 警告
エンジンが停止すると、ボートの
進路を制御しにくくなります。ボー
トを使用していないときは、子供が
許可なく操作したりしないように、
また泥棒その他を避けるため、必ず
DESSキーを DESSポストから外し
てください。

運転後の手入れ

� 警告
メンテナンス作業を行う前に、十
分にエンジンの熱を冷ましてくださ
い。

船体の手入れ
トレーラーでの運搬の後、ホイール
を固定して、ドレンプラグを緩め、
トレイラージャッキ（装備されてい
る場合）でバウをわずかに持ち上げ
て排水してください。
エンジンコンパートメント内 （ビル
ジ、エンジンなど） に残っている水
は、乾いたきれいなウエスで拭き取っ
てください。塩水で使用した場合は
特に重要です。
海洋微生物などの繁殖を防ぐため、
ボートは毎日水から上げてください。

防蝕処理
腐食を防ぐため、エンジンコンパー
トメント内の金属製コンポーネント
には、 XP-Sルーブ潤滑剤または同等
品などの腐食防止剤（耐塩水性）を
スプレーしてください。
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注記: ボートを 2、3 日間、またはそ
れ以上にわたって保管する場合は、
必ず XP-Sルーブ潤滑剤でエンジンの
フォギングを行ってください。
バッテリーポストとケーブルコネク
ターには、誘電性グリース （耐塩水
性） を塗布してください。
注意: エンジンコンパートメントや
ビルジ内にウエスやツールなどを置
き忘れないようにしてください。

泥水や塩水で使用した場
合の追加の手入れ
ボートを泥水や特に塩水で使用した
場合は、ボートとそのコンポーネン
トを保護するため、さらに追加の手
入れを行う必要があります。トレー
ラーとボートのハルやビルジ部分を
真水で洗い流してください。
真水によるエキゾースト冷却システ
ムのフラッシングは、水に含まれる
塩分やその他の化学物質による腐食
効果を中和するために必要不可欠で
す。また、これによってウォーター
ジャケットおよび／またはホース内
の砂、塩、貝殻などの異物をある程
度まで取り除くこと もできます。
フラッシングの作業は、その日はも
うボートを使用しないと思われると
き、 またはボートを長期にわたって
保管するときに実施してください。

� 警告
この作業は換気のよい場所で行って
ください。

保管、シーズン前の準備のエキゾー
ストシステムのフラッシングの項を
参照して、その手順に従ってくださ
い。
注意: 次のような適切 な手入れを行
わないと:塩水で使用した場合は、洗
浄、冷却システムのフラッシング、
防蝕処理などを行わないと、ボート
とそのコンポーネントの損傷につな
がります。また、直射日光の当たる
場所にボートを保管しないでくださ
い。

沿岸部では、グラブハンドル、係船ク
リート、燃料キャップ、航海灯等の
ステンレスまたはクロム製のパーツ
にも特別に注意を払ってください。
真水でよくすすいでください。上質
な自動車用クロム研磨剤で洗浄して
ください。良質な自動車またはファ
イバーグラス用ワックスで保護して
ください。

220 Islandia SE モデル
注記: デッキ洗いには、洗浄バルブ
につないだ散水ホースを使用できま
す。このガイドの前の部分の操縦装
置、コンポーネ ント類、および計器
類 を参照してください。
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特殊作業の手順

ポータブルウォーターシ
ステムの消毒
220 Islandia SE モデル
ポータブルウォーターシステムの消
毒は、少なくとも 1 年に 1 回、でき
ればシーズン前の準備で実施してく
ださい。

排水
ビルジドレンプラグ両方を外してく
ださい。
シンク水栓と洗浄バルブを開きます。
ポンプの各サイド上の黒いプラスチッ
クタブを引き、アウトレットサイド
でバーブフィッティング、そしてイ
ンレットサイドでフィルタフィッティ
ングを引くことにより、メインウォー
ターポンプから両ホースの接続を外
します。次の写真を参照してくださ
い。

������� � �
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1. ここで黒いタブを引く
2. バーブフィッティングを引く
3. フィルタフィッティングを引く

シャワーをレセプタクルから完全に
引き抜いてから、水が出るまでシャ
ワーボタンを押します。シャワーを
レセプタクルにもう一度取り付けま
す。
水がビルジに流れ、排出されます。
両方のフィッティングを元の位置に
押し戻して、ポンプ上で両ホースを
もう一度接続します。

消毒
ポータブルウォータータンクに約 15 L
(4 U.S. gal) の飲用水を注入します。
約 1 L (1 qt.) の家庭用液体塩素系漂
白剤 (1 パーセント) を加え、次にタ
ンクを水で満たします。
注記: 水中で塩素を正しく混合する
ため、この順番を守ることは重要で
す。
メインウォーターポンプを始動しま
す。
シンク水栓を開きます。塩素溶液が
流れ始めたら （塩素の臭いがしま
す）、すぐに水栓を閉じます。
洗浄バルブとシャワーについても手
順を繰り返します。
ポンプを止めます。
1 時間、塩素溶液をシステム内に残
します。
排水で記載のように、塩素溶液を排
水します。
大部分の塩素溶液はビルジに排出さ
れます。回収のために容器を使用し
てください。塩素溶液の処分につい
ては、地元の法令を遵守してくださ
い。
ポンプ上で両フィッティングをもう
一度接続してください。

フラッシング
ポータブルウォータータンクに新し
い飲用水を注入します。
メインウォーターポンプを始動しま
す。
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シンク水栓、シャワー、洗浄バルブ
を開いて、システムをフラッシング
します。
ポータブルウォータータンクが空の
とき、メインポンプを停止します。
排水で記載のように、システム内の
残りの水を排水します。
ポンプ上で両フィッティングをもう
一度接続してください。

再注入
システムに新しい飲用水を注入しま
す。

ジェットポンプウォーターイ
ンテークとインペラーの清掃

� 警告
エンジンがかかっているときはイ
ンテークグレートに近づかないで
ください。長い髪、ゆったりした衣
服、救命胴衣のストラップなどが可
動部分に絡んで、重大なケガを負っ
たり、溺れたりするおそれがありま
す。

水草、貝殻、あるいはその他の異物
が、インテークグレート、ドライブ
シャフトおよび／ またはインペラー
に引っかかったり、絡んだりするこ
とがあります。ウォーターインテー
クが詰まると、次のようなトラブル
の原因になります：
1. キャビテーション: 推進力が低下

するため、エンジンの回転を上げ
てもボートが低速でしか進まず、
ジェットポンプのコンポーネント
を損傷するおそれがあります。

2. オーバーヒート: エキゾースト
システムを冷却する水の流れは
ジェットポンプの作動に依存し
ているため、インテークが詰ま
るとエンジンのオーバーヒート
の原因になり、エンジン内部の
部品が損傷するおそれがありま
す。

詰まりが生じた部分は、次のような
手順で清掃することができます：

水中での清掃: DESS キーを DESS
ポストから外してエンジンを止めま
す。ボートが自然に停止するまで待
ちます。海草や異物がグレートから
外れるように、そのまま少し時間を
おいてください。この手順を何度か
繰り返さなければならない場合もあ
ります。
詰まりがひどく、上記の方法では詰
まりが解消されない場合は、以下の
方法を試してみてください：
– エンジンがかかっている状態で、シ

フトレバーをリバースのポジショ
ンに入れ、スロットル位置を何回
か素早く変更します。

– もう一度ボートを加速させる。
ほとんどの場合、これで推進システ
ムに詰まった異物は取り除けるはず
です。
陸上での清掃: それでもシステムの
詰まりが解消されない場合は、まず
DESSキーを外してエンジンを止めま
す。

� 警告
ジェットポンプまわりの清掃を行う
場合は、誤ってエンジンを始動して
しまわないように、必ず DESSキー
を DESSポストから取り外してくだ
さい。

ボートの下部から、ウォーターイン
テークまわりを手作業で清掃してく
ださい。それでもシステムの詰まり
が解消されない場合は、Sea-Doo ス
ポーツボート認定ディーラーに整備
を依頼してください。
注意: 水草の多い場所での使用は避け
てください。どうしても避けられな
い場合は、速度を変化させながら通
過してください。一定の速度や低速
で航行しているときほど水草が絡み
やすい傾向があります。ウォーター
インテークグレートに損傷がないか点
検してください。必要なら Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーに修
理を依頼してください。
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転覆
このスポーツボートは全長が長く幅
も広いため転覆しにくい設計となっ
ており、万が一転覆したとしても船
体は浮きます。他からの発見が容易
になりますので、通常はボートから
離れないのが 良の措置です。

� 警告
ボートが転覆しているときは、エ
ンジンの再始動を試みないでくださ
い。オペレーターと同乗者は認定さ
れた救命胴衣を着用してください。

スポーツボートが水没したとき/
エンジン内に水を吸い
込んだとき
エンジンの損傷を 小限にとどめる
ため、できるだけ早いうちに次の手
順を行ってください。
ビルジの排水を行ってください。
塩水に沈んだ場合は、散水用ホース
を使ってビルジとすべてのコンポー
ネントを真水で洗い流し、塩水によ
る腐食を防いでください。
注意: エンジンのクランキングや始
動を試みないでください。吸気マニ
ホルドに溜まった水がエンジンに流
れ込んで、エンジンの重大な損傷の
原因になることがあります。
できるだけ早くボートを Sea-Doo ス
ポーツボート認定ディーラーに持ち
込んで、整備を依頼してください。
注意: 整備を受けるまでに経過した
時間が長ければ長いほど、エンジン
の損傷はひどくなります。また、適
切なエンジンの整備を受けないと、
エンジンの重大な損傷の原因になる
ことがあります。

プラグがかぶってしまったとき
エンジンが燃料がかぶって、始動し
ない場合、この特殊モードが作動し
て燃料噴射を防ぎ、クランク中にイ
グニッションをカットします。次の
手順に従って、作動してください。

エンジン停止状態で:
– スロットルレバーをアイドル位置

にします。
– シフトレバーをニュートラルの位

置します。
– DESS キーを DESS ポストに取り

付けます。
– エンジンコンパートメントから、ス

ロットルレバーを十分に開いた位
置に手動で回して、保持します。

���	��� �

代表的な例
1. 完全に開いた位置

– エンジンを始動するには、スロッ
トルレバーを完全に開いた位置の
まま、誰かにエンジンスタート／
ストップスイッチを押してもらい
ます。ドラウンドモードがオンと
なります。

– エンジンのクランキングを数回行っ
てください。

注意 : スタートボタンを 30 秒以上
押し続けてはなりません。クランキ
ングの間の待ち時間を守り、スター
ターの熱を冷ましてください。バッ
テリーが放電してしまわないように
注意してください。
– エンジンスタート/ストップスイッ

チをリリースします。
– スロットレバーを戻して、エンジ

ンをもう一度クランキングして、
始動します。

注記: スロットルレバーをリリースす
ると、通常モードに戻ります。
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それでもかからない場合：
イグニッションコイルのコネクター
を外してください。
3 つのイグニッションコイルすべて
がシリンダヘッド上にありますが、
スパークプラグの上に直接位置して
います。

�

�����&'()����

1. イグニッションコイル

smr05-015-001

イグニッションコイルのコネクターを外す

� 警告
イグニッションコイルとスパークプ
ラグの接続を外すときは、必ずメイ
ンハーネスとイグニッションコイル
の接続を先に外してください。エン
ジンコンパートメント内では、外し
たイグニッションコイルおよび／ま
たはスパークプラグから火花が飛ぶ
かどうかを確かめないでください。
気化した燃料がスパークで爆発する
おそれがあります。

イグニッションコイルを取り外して
ください。
注意: スパークプラグを取り外す前
に、スパークプラグホールにゴミな
どがないことを確かめてください。
スパークプラグホールからシリンダー
にゴミなどが落ちると、エンジン内
部の部品が損傷します。
スパークプラグを取り外してくださ
い。
注記: スパークプラグを緩めた後、イ
グニッションコイルを使ってスパー
クプラグを取り出すことができます。
イグニッションコイルをプラグホー
ルに差し込み、スパークプラグを「釣
り上げる」ように取り出してくださ
い。

smr2006-016-030_a

1. イグニッションコイル
2. スパークプラグ

可能であれば新しいスパークプラグを
用意するか、ウエスを使ってスパー
クプラグを乾かしてください。
スパークプラグとイグニッションコ
イルを元通りに取り付けます。イグ
ニッションコイルコネクターを元通
りに接続してください。
注記: 取り付けた後、シールがエンジ
ン上面に正しく納まっていることを
確認してください。
前述の手順に従って、エンジンを始動
してください。やはり同じようにプラ
グがかぶってしまう場合は、Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーにご
相談ください。

_____________________ 125



注意: ボートを水から上げている場
合、エキゾーストシステムに水を供
給せずにエンジンをかけないでくだ
さい。

水上でのボートの曳航
Sea-Doo スポーツボートを水上で曳
航するには、いくつかの特別な注意
を払う必要があります。
推奨される 大曳航速度は 24 km/h
(15 MPH) です。
あなたのウボートを水上で曳航す
る場合は、大型ホースピンチャーを
使って、インペラーハウジングから
エキゾーストマニホールドにつなが
るウォーターサプライホースをつま
んでください (P/N 529 032 500).

cMN_OPv

これによって、エキゾーストシステ
ムに水が入り、さらにその水がエン
ジンに流れ込んで溜まってしまうこ
とを防ぐことができます。エンジン
が回っていないときは排気の圧力が
なく、エキゾーストアウトレットか
ら水を排出できないためです。
注意: これを行わないとエンジンに損
傷を及ぼすおそれがあります。自力
で動けなくなったスポーツボートを
曳航しなければならないとき、手元
にホースピンチャーがない場合は、
大曳航速度の 24 km/h (15 MPH)　

よりずっと低い速度を維持してくだ
さい。
写真に示すように、左右エンジンにつ
いて給水ホースにホースピンチャー
を確実に取り付けます。

�������

�

代表的な例
1. ホースピンチャー

注意: ボートの曳航が終ったら、再び
使用する前に必ずホースピンチャー
を外してください。これを外し忘れ
るとエンジンに損傷を与えます。
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トラブルシューティング
以下の情報は、簡単なトラブルの原因を診断するときに役立つよう提供されて
います。こうしたトラブルの多くは比較的簡単にご自身で解決できますが、
整備技術者の専門的スキルが必要な場合もあります。そのような場合には、
Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーに整備を依頼してください。

モニタリングシステムのコード化された信号
短く 2 回(DESS キーを DESS ポストに取り付けているとき）。
1. DESS キーに異常はありません (接触は良好で、正しいキーが取り付けられ

ています)。
– エンジンを正常に始動することができます。

長く 1 回 (DESS ポストに DESS キーを取り付けた状態、スタート／ストップ
ボタンを押した際に鳴ることもあります )。
1. シフトレバーがニュートラルの位置にありません。

– シフトレバーをニュートラルの位置にします。
2. DESS キーと DESS ポストの接続不良。

– DESS キーを DESS ポストから取り外して、もう一度取り付けてくださ
い。短いビープ音が 2 回鳴って、システムはエンジンを始動できる状態
になったことを知らせます。

3. キーが間違っています。
– そのボート用にプログラムされた DESS キーを使用してください。始動

できない場合は、Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談くだ
さい。

4. DESS キーが汚れています。
– 清掃してください。

5. インターフェ-スの誤作動または配線ハーネスの異常。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

短く 4 回（すでに DESS キーを取り付けた状態でスタート／ストップボタン
を押したとき）。
1. シフトレバーがニュートラルになっていない。

– シフトレバーをニュートラルの位置にします。シフトレバー操作時に短
いブザー音が 1 回鳴れば、ニュートラルになったことが確認されていま
す。

短いブザー音が 1 回 （シフトレバーをニュートラルにした時）。
1. シフトレバーがニュートラルになったことの確認。

– エンジンを始動することができます。

3 秒間隔で 4 回の短いビープ音。
1. エンジンをかけないまま、またはエンジンが停止した後、DESS キーがポ

ストに取り付けられたままになっていいます。
– バッテリーの放電を防ぐため、キーをポストから外してください。
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ビープ音が鳴り続けます。
1. エンジンクーラントの温度が高い。

– 詳細はこのセクションの エンジンのオーバーヒート を参照してくださ
い。

2. 排気温度が高い。
– 詳細はこのセクションの エンジンのオーバーヒート を参照してくださ

い。
3. エンジンの油圧が低下または上昇。

– できるだけ早くオイルレベルを点検してください。始動できない場合
は、Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

充電システム
バッテリーがすぐに放電します。
1. バッテリーの状態を点検します。

– 新しいバッテリーを交換するか、取り付けます。
2. 充電システムのヒューズが切れていないかをチェックしてください。

– 必要に応じてヒューズを交換して、Sea-Doo スポーツボート認定ディー
ラーに充電システムの点検を依頼してください。

電気系統がまったく機能しない
DESS キーを DESS ポストに取り付けたときにブザーが鳴りません。
1. メインバッテリーカットオフスイッチがオフになっています。

– 確認してオンにします。
2. バッテリーが放電しているか、弱っています。

– 新しいバッテリーを交換するか、取り付けます。

� 警告
Sea-Dooスポーツボート認定ディーラーにて、バッテリーの充電または交換
を行ってください。エンジンコンパートメントにバッテリーを取り付けたま
ま充電またはブーストしないでください。解液は有害で火傷を招く恐れがあ
ります。

エンジンが始動しない
クランキングできず、監視ブザーが鳴ります。
1. 前述の 監視ブザーのコード化された信号 を参照してください。

エンジンがまったく回りません。
1. セイフティランヤードが外れています。

– DESS ポストにキャップを取り付けてください。
2. ヒューズ切れ。

– 配線を点検し、ヒューズを交換してください。
3. バッテリーが放電しています。

– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。
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エンジンがまったく回りません。 (続く）

4. バッテリー接続部の腐食または緩み。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

5. エンジンが水を吸いました。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

エンジンがゆっくりとクランキングします。
1. バッテリーが放電しているか、弱っています。

– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

クランキングは正常にできます。
1. 燃料タンクに燃料が入っていない、または水が混入しています。

– 燃料を補充する、または吸い出して、新しい燃料を入れてください。
2. 燃料フィルターが詰まっている、または水が混入しています。

– フィルターを清掃して、燃料タンク内に水が混入していないかどうかを
確認してください。

3. プラグがかぶっています。
– 特殊な手順の プラグがかぶってしまったとき を参照してください。

4. スパークプラグが汚れている、またはプラグの異常。
– 交換します。

エンジンのミスファイア、不安定な回転
点火火花が弱い。
1. スパークプラグの汚れ、または劣化。

– 交換します。
2. イグニッションコンポーネントの異常。

– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。
3. エンジンへのオイル供給過多。

– 不適切なオイルポンプ調整、Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーに
ご相談ください。

燃料のミクスチャーが薄い。
1. 燃料:残量が少なすぎる、または燃料が古くなっているか水が混入していま

す。
– 残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を補給してください。

2. 燃料フィルターが詰まっている、または水が混入しています。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

燃料のミクスチャーが濃い （燃料消費量が多い）。
1. フレームアレスタの汚れ／詰まり。

– 清掃または交換。
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エンジンのオーバーヒート
注意: モニタリングシステムのブザーが鳴り続ける場合は、ただちにエンジ
ンを止めてください。
監視ブザーが連続音を発します。
1. オイル、冷却液のレベルをチェックしてください。

– 必要があれば補充します。
2. ジェットポンプのウォーターインテークが詰まっています。

– クリーニングして、ジェットポンプウォーターインテークとインペラー
の清掃を実施してください。

3. 燃料またはオイルの等級が合っていません。
– 残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を補給してください。

4. エキゾーストシステムが詰まっています。
– 散水用ホースを使用してエキゾーストシステムのフラッシングを行って

ください。保管、シーズン前の準備 の エキゾーストシステムのフラッ
シングの項を参照して、その手順に従ってください。

それでもエンジンのオーバーヒート状態が解消されなければ、Sea-Dooスポー
ツボート認定ディーラーに整備を依頼してください。

エンジンが頻繁にバックファイアを起こす

1.
イグニッションコンポーネントの異常。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

2. エンジンのオーバーヒート。
– エンジンのオーバーヒートの項を参照してください。

点火火花が弱い。
1. スパークプラグの汚れ、または劣化。

– 交換します。

エンジンのピンギングまたはノッキング

1.
ガソリンの品質不良／低オクタン価。
– 品質が分かっている推奨ガソリンを使用してください。

2. スパークプラグの熱範囲が高すぎます。
– 推奨スパークプラグを使用してください。

エンジンの加速力やパワーが不足している

1.
スパークが弱い/混合気濃度が合っていません。
– 上記エンジンのミスファイアを参照してください。

2. 燃料に水が混入。
– 残っている燃料を吸い出して、新しい燃料を補給してください。
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(続く）

3. エンジンのオーバーヒート。
– エンジンのオーバーヒートの項を参照してください。

規定の 高速度が出ない

1.
ジェットポンプのウォーターインテークが詰まっています。
– 清掃してください。

2. インペラーの損傷。
– 交換します。Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。

推進システムからの異常な騒音

1.
水草や異物がインペラーに絡み付いています。
– 清掃して、損傷がないか点検してください。

2. インペラーシャフトまたはドライブシャフトの損傷。
– Sea-Doo スポーツボート認定ディーラーにご相談ください。
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仕様

200 Speedster モデル

モデル 200 SPEEDSTER
200 SPEEDSTER

WAKE

エンジン
エンジンの数 2

エンジンタイプ Rotax 1503 4-TEC、4-ストローク、シング
ルオーバーヘッドカムシャフト（SOHC）

排気システム
水冷／ウォーターインジェクショ
ン (オープンループ式)。ジェット

ポンプからの直接水流

型式 ドライサンプ (オイルポンプ 2個)。交換式
オイルフィルター水冷式オイルクーラー

潤滑
オイルの種類

自然吸気: 10W40 4-ストロークオイ
ル (API サービス等級 SM、SL、SJ)

インタークーラースーパーチャージャー
付き:XP-S 10W40 4-ストロークオイ

ルまたは BRP 認定の同等物
シリンダ数 6 (各エンジンにつき 3 )

排気量 1494 cm³ (91.2 in³)

吸気方式
自然吸気
または

インタークーラースーパー
チャージャー付き

大 HP RPM ± 50 RPM
自然吸気 : 7300

インタークーラースーパー
チャージャー付き: 8000

冷却

型式 液冷。クローズドサーキット式 （エキ
ゾーストシステムも参照してください)

クーラント
エチレングリコールおよび蒸留水
(50%/50%)。BRP プリミックス冷却
液またはアルミニウムエンジン専用

冷却剤をご使用ください。
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モデル 200 SPEEDSTER
200 SPEEDSTER

WAKE

電気システム
マグネトージェネレータ出力 380 W @ 6000 RPM

イグニッションシステム形式 デジタル誘導式
イグニッションタイミング 調整不可

メーカーと型式 NGK, DCPR8E
スパークプラグ

ギャップ 0.7 - 0.8 mm (.028 - .031 in)

始動システム 電気スターター

エンジン回転リミッターの設定
自然吸気 : 7650 RPM

インタークーラースーパーチャー
ジャー付き :8200 RPM

バッテリー 付属しません (1)

電気 (続き)
F1:燃料ポンプ 10 A

F2:INJ とイグニッ
ションシリンダ 3 10 A

F3:ECM 5 A

F4:INJ とイグニッ
ションシリンダ 1 10 A

F5:INJ とイグニッ
ションシリンダ 2 10 A

ヒューズ （エンジ
ン）

F6:ゲージ 2 A

F1:アクセサリ 10 A

F2:ラジオ 10 A

F3:ブロワー 10 A

F4:ビルジポンプ 3 A

F5:NAV ライト 3 A

ヒューズ（VCM）

F6:カーテシーラン
プ 5 A

充電システム 30 A

始動システム 15 Aヒューズ （ボー
ト）

ブロワーモーター 2 x 5 A
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モデル 200 SPEEDSTER
200 SPEEDSTER

WAKE

燃料システム

燃料噴射タイプ
Rotax EMS (エンジンマネージメントシ
ステム)。マルチポイント燃料噴射シン

グルスロットルボディ 52 mm

適な性能のために推奨します
タイプ 無鉛プレミアム ガソリン

小オクタン価 北米内 (91 (RON + MON)/2)
北米以外 :95 RON

低限
型式 無鉛レギュラー ガソリン

燃料

小オクタン価 北米内 (87 (RON + MON)/2)
北米以外 :92 RON

推進
ジェットポンプ形式 軸流式、単段。グリース入りベアリング

ジェットポンプグリース ベアリンググリース(P/N 293 550 032)

伝達機構 直接駆動

ピボット角（ノズル） 20°

ジェットポンプの 小必要水位 船体後部の も低い部分から 90 cm (3 ft)

寸法
全長 6.02 m (19 ft 9 in)

ビーム 2.44 m (8 ft)

ドラフト 30.5 cm (12 in)

重量 1254 kg (2770 lb)
Wake:1340 kg (2960 lb)

シート定員 7

大許容荷重 （乗員＋荷物）
乗員 7 人または 634 kg (1400 lb)

Wake:581 kg (1281 lb)
(静かな水面での航行 )

底勾配 20°
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モデル 200 SPEEDSTER
200 SPEEDSTER

WAKE

寸法 (トレーラー上)
全長 7.14 m (23 ft 5 in)

幅 2.59 m (8 ft 6 in)

タワーなし 1.98 m (6 ft 6 in)

タワーダウン 2.16 m (7 ft 1 in)高さ
タワーアップ 3.02 m (9 ft 11 in)

総重量 1858 kg (4095 lb)
Wake:1944 kg (4285 lb)

容量

エンジンオイル （エンジンにつき） 3 L (3.2 U.S. qt) フィルターでオイル交換
4.5 L (4.8 U.S. qt) 合計

エンジン冷却システム 5.5 L (5.8 U.S. qt) 総量

燃料タンク （リザーブを含む） 166 L (44 U.S. gal)

材質
船体 （ハル） 合成 FRP

燃料タンク ポリエチレン

シート ベース :ポリエチレン
フォーム:ポリウレタン

(1)推奨:Exide R-24-130, 12 V, 25 A•h (130 分間リザーブ) または R-24-160 (160
分間) あるいは同等品。

BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、その製品の設計や仕様の変更、追加、または改良を行う権利を留保しま
す。
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205 Utopia モデル
モデル 205 UTOPIA

エンジン
エンジンの数 2

エンジンタイプ Rotax 1503 4-TEC、4-ストロークシングル
オーバーヘッドカムシャフト（SOHC）

排気システム
水冷／ウォーターインジェクショ
ン (オープンループ式 )。ジェット

ポンプからの直接水流

タイプ ドライサンプ (オイルポンプ 2個)。交換式
オイルフィルター水冷式オイルクーラー

潤滑
オイルの種類 10W40 4-ストロークオイル (API サー

ビス等級 SM、SL、SJ)

シリンダ数 6 (各エンジンにつき 3 )

排気量 1494 cm³ (91.2 in)³

吸気方式 自然吸気
大 HP RPM ± 50 RPM 7300 RPM

冷却

タイプ 液冷。クローズドサーキット式 （エキ
ゾーストシステムも参照してください)

冷却液
エチレングリコールおよび蒸留水
(50%/50%)。BRP プリミックス冷却
液またはアルミニウムエンジン専用

冷却剤をご使用ください。
電気システム
マグネトージェネレータ出力 380 W @ 6000 RPM

イグニッションシステム形式 デジタル誘導式
イグニッションタイミング 調整不可

メーカーと型式 NGK、DCPR8E
スパークプラグ

ギャップ 0.7 - 0.8 mm (.028 - .031 in)

始動システム 電気スターター
エンジン回転リミッターの設定 7650 RPM

バッテリー 付属しません (1)
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モデル 205 UTOPIA

F1:燃料ポンプ 10 A

F2:INJ とイグニッ
ションシリンダ 3 10 A

F3:ECM 5 A

F4:INJ とイグニッ
ションシリンダ 1 10 A

F5:INJ とイグニッ
ションシリンダ 2 10 A

ヒューズ （エンジ
ン）

F6:ゲージ 2 A

電気 (続き)
F1:アクセサリ 10 A

F2:ラジオ 10 A

F3:ブロワー 10 A

F4:ビルジポンプ 3 A

F5:NAV ライト 3 A

ヒューズ （VCM）

F6:カーテシーラン
プ 5 A

充電システム 30 A

始動システム 15 Aヒューズ （ボー
ト）

ブロワーモーター 2 x 5 A

燃料システム

燃料噴射タイプ
Rotax EMS (エンジンマネージメントシ
ステム)。マルチポイント燃料噴射シン

グルスロットルボディ (52 mm)

北米内 無鉛ガソリン 小
(87 (RON + MON)/2)燃料タイプ/ 小オ

クタン
北米以外 無鉛ガソリン 小

91 RON

推進
ジェットポンプ形式 軸流式、単段。グリース入りベアリング
ジェットポンプグリース ベアリンググリース (P/N 293 550 032)

トランスミッション 直接駆動
ピボット角 （ノズル） 20°

ジェットポンプの 小必要水位 船体後部の も低い部分から 90 cm (36 in)
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モデル 205 UTOPIA

寸法
全長 6.05 m (19 ft 10 in)

ビーム 2.44 m (8 ft)

ドラフト 30.5 cm (12 in)

重量 1164 kg (2570 lb)
SE:1175 kg (2590 lb)

シート定員 8

大許容荷重 （乗員＋荷物） 8 人 598 kg (1320 lb)
(静かな水面）

底勾配 20°

寸法 (トレーラー上)
全長 7 m (23 ft)

幅 2.44 m (8 ft)

タワーなし SE:2.01 m (6 ft 7 in)

タワーダウン SE:2.16 m (7 ft 1 in)高さ
タワーアップ SE:3.02 m (9 ft 11 in)

総重量 1665 kg (3670 lb)
SE:1674 kg (3690 lb)

ハル材質 合成 FRP

容量

エンジンオイル (各エンジンにつき) 3 L (3.2 U.S. qt.) フィルターでオイル交換
4.5 L (4.8 U.S. qt) 合計

エンジン冷却システム 5.5 L (5.8 U.S. qt) 総量
燃料タンク（リザーブを含む） 151 L (40 U.S. gal)

材質
船体 （ハル） 合成 FRP

燃料タンク ポリエチレン

シート ベース :ポリエチレン
フォーム :ポリウレタン

ウインドシールド 着色強化ガラス

(1)推奨:Exide R-24-130, 12 V, 25 A•h (130 分間リザーブ) または R-24-160 (160
分間) あるいは同等品。

BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、その製品の設計や仕様の変更、追加、または改良を行う権利を留保しま
す。
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220 Islandia SE モデル
モデル 220 ISLANDIA SE

エンジン

エンジンの数 2

エンジンタイプ Rotax 1503 4-TEC、4-ストローク、シング
ルオーバーヘッドカムシャフト（SOHC）

排気システム
水冷／ウォーターインジェクショ
ン (オープンループ式 )。ジェット

ポンプからの直接水流

型式 ドライサンプ (オイルポンプ 2個)。交換式
オイルフィルター水冷式オイルクーラー

潤滑
オイルの種類 10W40 4-ストロークオイル (API サー

ビス等級 SM、SL、SJ)

シリンダ数 6 (各エンジンにつき 3 )

排気量 1494 cm³ (91.2 in³)

吸気方式 自然吸気
大 HP RPM ± 50 RPM 7300 RPM

冷却

型式 液冷。クローズドサーキット式 （エキ
ゾーストシステムも参照してください)

クーラント
エチレングリコールおよび蒸留水
(50%/50%)。BRP プリミックス冷却
液またはアルミニウムエンジン専用

冷却剤をご使用ください。
電気システム
マグネトージェネレータ出力 380 W @ 6000 RPM

イグニッションシステム形式 デジタル誘導式
イグニッションタイミング 調整不可

メーカーと型式 NGK, DCPR8E
スパークプラグ

ギャップ 0.7 - 0.8 mm (.028 - .031 in)

始動システム 電気スターター
エンジン回転リミッターの設定 7650 RPM

バッテリー 付属しません (1)
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モデル 220 ISLANDIA SE

F1:燃料ポンプ 10 A

F2:INJ とイグニッ
ションシリンダ 3 10 A

F3:ECM 5 A

F4:INJ とイグニッ
ションシリンダ 1 10 A

F5:INJ とイグニッ
ションシリンダ 2 10 A

ヒューズ （エンジ
ン）

F6:ゲージ 2 A

電気 (続き)
F1:ICS 10 A

F2:ブロワー 10 A

F3:ラジオ 3 A

F4:ビルジポンプ 10 A

F5:NAV ライト 3 A

ヒューズ （VCM）

F6:ホーン 3 A

12V アウトレット 10 A

真水ポンプ 10 A

更衣室ライト 2 A

エンジンコンパート
メントライト 4 A

ドッキングライト 10 A

ファウンテンポンプ 5 A

カーテシーランプ 5 A

ボーディングライト 5 A

充電システム 30 A

始動システム 15 A

ヒューズ （ボー
ト）

ブロワーモーター 2 x 5 A

燃料システム

燃料噴射タイプ
Rotax EMS (エンジンマネージメントシ
ステム)。マルチポイント燃料噴射シン

グルスロットルボディ (52 mm)

北米内 無鉛ガソリン 小
(87 (RON + MON)/2)燃料タイプ/ 小オ

クタン
北米以外 無鉛ガソリン 小

91 RON
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モデル 220 ISLANDIA SE

推進

ジェットポンプ形式 軸流式、単段。グリース入りベアリング
ジェットポンプグリース ベアリンググリース(P/N 293 550 032)

伝達機構 直接駆動
ピボット角 （ノズル） 20°

ジェットポンプの 小必要水位 船体後部の も低い部分から 90 cm (3 ft)

寸法
全長 6.7 m (22 ft)

ビーム 2.52 m (8 ft 3 in)

ドラフト 30.5 cm (12 in)

重量 1563 kg (3450 lb)

シート定員 12

大許容荷重 （乗員＋荷物） 815 kg (816.47 kg)
(静かな水面での航行 )

底勾配 16°

寸法 (トレーラー上)
全長 7.67 m (25 ft 2 in)

幅 2.59 m (8 ft 6 in)

タワーなし 2.13 m (7 ft)
高さ

タワーアップ 3.24 m (10 ft 8 in)

総重量 2351 kg (5183 lb)

容量

エンジンオイル (各エンジンにつき) 3 L (3.2 U.S. qt.) フィルターでオイル交換
4.5 L (4.8 U.S. qt) 合計

エンジン冷却システム 5.5 L (5.8 U.S. qt) 総量
燃料タンク（リザーブを含む） 200 L (53 U.S. gal)

ポータブルウォータータンク 76 L (20 U.S. gal)
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モデル 220 ISLANDIA SE

材質
船体 （ハル） 合成 FRP

燃料タンク ポリエチレン

シート ベース :ポリエチレン
フォーム :ポリウレタン

(1)推奨:Exide R-24-130, 12 V, 25 A•h (130 分間リザーブ) または R-24-160 (160
分間) あるいは同等品。

BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、その製品の設計や仕様の変更、追加、または改良を行う権利を留保しま
す。

142 _____________________



メンテナンス情報
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10 時間点検
注記: この 10 時間点検は所有者の費用負担で行われるものです。
実使用時間が 初の 10 時間を過ぎた時点で、Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーによるボートの点検を受けることをお勧めします。この点検は、
あなたが操縦を始めたばかりの段階で感じたかもしれない疑問点について、
ディーラーと話し合うよい機会にもなるでしょう。

この点検チャートに Sea-Doo 認定スポーツボートディーラーの署名をもらう
ことをお勧めします。

10 時間点検実施日 認定ディーラー代表者の署名

ディーラーコード
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定期点検チャート

初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

全般

腐食防止 L
(1) L L O

消火器 日常点検 O

(1) 塩水使用では 10 時間ごと
に。

エンジン
エンジンオイルとフィルター
(カバーの O-リングを含む) R R(2) D

エンジンのオイルレベル
（必要なら補給） 日常点検 O

ラバーマウント I I D

スーパーチャージャー駆動ギア、
シャフト、止めワッシャの点検
(装備されている場合)

I D

スーパーチャー
ジャー滑りモーメント
(装備されている場合)

I D

(2) 保管期間または 100 時間使
用後のどちらか先に訪れた
時期に実施。

エキゾーストシステム

エキゾーストシステムの状態
（ファスナー、ホース、コン
ポーネント等） (3)

I I I D

エキゾーストシステムのフラッ
シング

(5) (6) O

エキゾーストシステムコンポー
ネントの漏れ (錆、黒スジ、水
漏れ、腐食/ひびの入ったフィッ
ティング等）

I O

(3) 排出ガス関連コ
ンポーネント。 .
(5) 塩水または汚れた
水で使用する場合は
毎日フラッシング。
(6) 100 時間使用の保管期
間でどちらか先に訪れた時
期に実施。 (塩水使用時はよ
り頻繁)。

冷却システム
ホースの状態と締め付け具 I I I D

冷却液 I R D

冷却液レベル 日常点検 O

—
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初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

燃料システム

スロットルケーブル I I
(6) D

燃料噴射システムのセンサー類 I I D

ファスナーの締まり具合の点検
(スロットルボディ、燃料ライン) I I I D

スロットルポジションセンサー
(TPS) (3) I I D

スロットルボディ
(重要: (7)を参照) I L O/D

燃料ライン、接続部、圧力リ
リーフバルブ、燃料システムの
漏れテスト(3)

I I D

燃料タンクストラップ I I O

(3) 排出ガス関連
コンポーネント。
(6) 100 時間使用後の保管
期間でどちらか先に訪れ
た時期に実施。 (塩水使
用の場合はより頻繁 )。
(7) 重要 :塩水で使用の場
合、10 時間使用ごとに、
スロットルボディ潤滑
を強く推奨いたします。
潤滑しないならスロットルボ
ディに損傷が起きます。

エアインテークシステム
エアインテークサイレンサーの
取り付け／締め付け I I O —
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初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

電気システム
スパークプラグ(3) I I R O

電気系コネクター類の状態と
締め付け（イグニッションシス
テム、始動システム、燃料イン
ジェクターなど）

I I D

MPEM および ECM コネクタ (外さ
ないで視覚的点検)

I
(1) O

EMS 故障コードの読出し(3) I I D

デジタル暗号化セキュリティシ
ステム（DESS） I I D

モニターブザー 日常点検 O

バッテリーの状態と締め付け
具 (8) I I O/D

メインバッテリーカットオフス
イッチ I I I D

灯火類の状態／点灯確認 日常点検 O

ビルジブロワーおよびビルジポ
ンプの作動 日常点検 O

バッテリー充電 I D

(1) 塩水使用では
10 時間ごとに。
(3) 排出ガス関連
コンポーネント。
(8) 毎日点検。
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初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

ステアリングシステム

ステアリングケーブルと接続 I I D

ステアリングノズルブッシング I I D
—

推進システム

ドライブシャフト腐食防止 L
(6) D

カーボンリングとラバーブース
(ドライブシャフト) I I D

シフターシステム、ケーブル
と接続 I I D

ドライブシャフト/インペラー
スプライン

I,
L D

インペラーブート I I D

インペラーシャフトシール、ス
リーブ、Ｏリング

I
(6) D

インペラーとウエアリングのク
リアランス I I D

犠牲陽極 (4) O

(4) 毎月点検 (塩水ではより頻
繁)および必要に応じて交換。
(6) 100 時間使用後の保管期間
でどちらか先に訪れた時期
に実施。 (塩水使用時はより
頻繁 )。
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初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

船体/ボディ
ライドプレートとウォーターイ
ンテークグレートの点検 日常点検 O

ウインドシールドと締め付け具 I I I O

ライドシューの状態 I I O

ストレージコンパートメントカ
バーロック

(1) I,
L O

デッキドレン/排水バルブ 日常点検 O

ドレンプラグ (ビルジ内) の詰ま
りの点検 I I O

船体（ハル） 日常点検 O/D

スキー／ウエイクボードポスト
の状態と締め付け具 I I O

コンビニエンスセンタースト
レージトレイ

A,
L

A,
L O

曳航用タワーの取り付けポイ
ントと接続が固くしまっている
こと。

使用前 O

(1) 塩水使用では 10 時間ごと
に。
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初の 10 時間
25 時間ごと

50 時間ごと

100 時間ごとまたはシーズン前
200 時間ごとまたは 2 年間

A: 調整
C: 清掃
I: 点検
L: 潤滑
R: 交換

O:オペレーター
D: ディーラー

点検項目実施者
部品 /タスク 説明

ポータブルウォーターシステム (Islandia シリーズ)

メインウォーターポンプおよび
ファウンテンウォーターポンプ
の作動

日常点検 O

ウォーターフィルター C,
R

C,
R O

ポータブルウォーターシステム
の水洗いと消毒 C O/D

ホースの状態 I I O/D

—

速度制御システム/PERFECT PASS

コンポーネント点検
(装備されている場合) (9) I I D (9) PERFECT PASS インストラク

ションマニュアルを参照

注記: 一部の項目は使用前の点検に含まれており、このチャートでは重複を避
けているものもあります。
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メンテナンス手順

一般的事項
� このガイドで詳しく解説された整

備手順のみを実施してください。
詳細については、Sea-Doo スポー
ツボート認定ディーラーにお尋ね
ください。多くの場合、そうした
整備や修理の作業を行うには、適
切な工具と訓練が必要です。

�ボートと各装置は常に 高の状態に
維持してください。指定されたメ
ンテナンス・スケジュールを守っ
てください。ボートの「12ヶ月安
全点検」をお受けになることをお
勧めします。

� ビルジにはオイル、水またはその
他の異物がないようにしてくださ
い。

� 専用の装置を使用せず、訓練も受
けずにボートを吊り上げようとし
ないでください。

�このガイドで取り扱っているエンジ
ンとその関連コンポーネントを、
当初の設計で意図されている製品
以外に転用しないでください。メ
ンテナンスの手順と指定された締
め付けトルク値は厳密に守ってく
ださい。適切な工具がないときに
は修理を試みないでください。各
ボートは、メートル法によって作
られた部品と英国式規格の部品の
両方を用いて設計されています。
ねじなどの締め付け具を交換する
ときは、必ず BRP 推奨品を使用
してください。さらに詳しい整備
情報が必要な場合は、Sea-Doo ス
ポーツボート認定ディーラーにお
問い合わせください。

� ボートの操縦を楽しんでくださ
い。でも慎重に。しかし緊急時に
は他の人々を救助する義務があり
ます。

エンジンの排出ガスに
関する情報
排出ガス制御装置およびシステムのメ
ンテナ ンス、交換、または修理は、
船舶用SI（スパークイグニッション）
エンジンの修理工場または個人なら
誰でも実施できます。

製造者の義務
1999年型以降のエンジンについて、
船舶用エンジンの製造者は各エンジ
ンの出力分類に応じて有害排出物レ
ベルを測定し、アメ リカ合衆国環境
保護局（EPA） によるエンジンの認
証を受けなければならなくなりまし
た。これに伴ない、有害排出物のレ
ベルとエンジンの仕様を表示した排
出ガス制御情報ラベルを、製造の時
点でボートに貼付しなければなりま
せん。

ディーラーの義務
排出ガス制御情報ラベルを貼付され
た 1999年型以降のすべての Sea-Doo
スポーツボートの整備を行う場合、
各部の調整はメーカー指定の公表さ
れた仕様値以内でなければなりませ
ん。
排出ガス関連コンポーネントの交換
または修理は、有害排出物レベルを
所定の認証基準以内に維持できるよ
うな方法で行われなければなりませ
ん。
ディーラーでは、エンジンの出力を
変更したり、有害排出物のレベルが
定められたメー カーの仕様値を超え
るようなエンジンの改造を行っては
いけません。
高度調整などのように、メーカーの
指示による変更は例外とします。

所有者の義務
所有者／オペレーターには、有害排
出物レベルを所定の認証基準以内に
維持するためのエンジンのメンテナ
ンス実施が要求されます。
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所有者／オペレーターは、エンジン
の出力を変更したり、有害排出物の
レベルが定められたメーカーの仕様
値を超えるようなエンジンの改造を
自ら行ったり、誰かに行わせたりし
てはいけません。

EPA 排出ガス規制
BRPが製造した 1999年型以降 のす
べての新しい Sea-Doo スポーツボー
トは、ボート用エンジンによる大気
汚染防止のための規則の要求事項に
適合した製品として、EPA の認証を
受けています。この認証は特定の調
整個所をメーカー基準値に合わせる
ことが条件となっています。このた
め、製品の整備に関するメーカーの
指定手順は厳密に守られなければな
らず、現実的に可能な限り、設計の
当初の意図に忠実な形で行われなけ
ればなりません。
以上に挙げたそれぞれの義務は概説的
なものでしかなく、船舶用エンジン
の有害排出物に関する EPA の要求事
項に関連した規則と規制の完全な一
覧ではありません。この件について
より詳しい情報をお求めの場合は、
下記にお問い合わせください：

合衆国郵便サービスをご利用の場合:
1200 Pennsylvania Ave. NW
Mail Code 6403J
Washington D.C. 20460

国際郵便をご利用の場合:
U.S. Environmental Protection Agency
Office of Transportation and Air Quality
1310 L Street NW
Washington D.C. 20005

インターネットウエブサイ
ト:http://www.epa.gov/otaq/
E-Mail: otaqpublicweb@epa.gov

� 警告
このガイドで詳しく解説された手
順のみを実施してください。この
ガイドで触れられていないコンポー
ネント／システムについては、定期
的に Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーに整備を依頼されること
をお勧めします。特に指定のある場
合を除いて、メンテナンス作業を実
施する際は必ずエンジンを停止して
DESSキーを DESSポストから取り
外し、メインバッテリーのカットオ
フスイッチをオフにしてください。
ジェットポンプまわりのコンポーネ
ントは、絶対に船体の吊り上げに使
用しないでください。エンジンコン
パートメント内の部品の一部は、き
わめて高温になる場合があります。
直接皮膚に触れると火傷の原因にな
ります。ボートを水から上げた状態
でエンジンを回すと、熱交換器がた
いへん熱くなります。火傷のおそれ
がありますので、熱交換器には触れ
ないようにしてください。

注記: 適切な場合、これらのメンテナ
ンス手順は左右の両エンジンシステ
ムに適用します。

潤滑
スロットルボディ
XP-S ルーブ潤滑剤または同等品を用
いて、スロットルボディを潤滑して
ください。
そのためにスロットルボディのフィッ
ティングを使用します。
正しく潤滑するために、少なくとも
3から5秒間潤滑剤をスプレーしてく
ださい。
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lmo2007-001-008_a

キャップを外す
1. プラスチックキャップ

lmo2007-001-009_a

1. 潤滑フィッティング

電気系統の接続部
スターンライトのマスト側電極とボー
ト側電極を含め、露出したケーブル
コネクターやバッテリー電極には必
要に応じて誘電性グリースを塗布し
てください。
注意: VCM (車両制御モジュール)、
EFB (エンジンヒューズブロック)、
ECM (エンジン制御モジュール)のコ
ネクターには潤滑剤を塗らないでく
ださい。

補助的な可動部分
XP-S ルーブ潤滑剤は腐蝕を防止し、
可動部分の動きをスムーズにします。
以下の箇所には、真水の場合 50時間
ごと、塩水の場合 10時間ごとに注油
を行ってください。

ストレージコンパートメントカ
バーの可動部およびヒンジ

�������

代表的な例

エンジンカバーと更衣室シリンダ
シリンダーのロッド部分に注油しま
す。

スキーポスト

装備されている場合
スキーポストは全長にわたって潤滑
します。何度か引き出しては押し込
んで、潤滑剤をよく行き渡らせてく
ださい。
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代表的な例
手順 1:スキーポストを引き出して潤滑
手順 2:潤滑箇所
手順 3:ポストを上下に動かして潤
滑剤を行き渡 らせる

リバースゲート
各ゲートの両側のピボット点と機構
部を潤滑してください。

リアストレージコンポーネント
カバーのシリンダー
シリンダーのロッド部分に注油しま
す。

コンビニエンスセンタースト
レージトレイレール

220 Islandia SE モデル

�����	� �

レール全体に渡って潤滑する
1. レール

ロック

220 Islandia SE モデル
グローブボックス、コンビニエンス
センターストレージトレイ、リアサ
イドストレージコンパートメント、
デッキストレージコンパートメント
のロックを潤滑します。

スロットルケーブル
スロットルレバーを一度前後に動か
します。レバーはスムーズに作動し
なければなりません。調整が必要な
場合、Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーに依頼してください。

� 警告
スロットルケーブルの調整や取りま
わしを変更しないでください。

エンジンのオイル交換とオ
イルフィルターの交換
オイルとフィルターの交換は、Sea-
Doo スポーツボート認定ディーラー
に依頼してください。

冷却液の交換
クーラントの交換は、Sea-Dooスポー
ツボート認定ディー ラーに依頼して
ください。

燃料噴射システム
燃料噴射システムの点検は、Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーに依
頼してください。同時に燃料システ
ムの加圧テストも実施してもらって
ください。

ポータブルウォーター
フィルター
220 Islandia SE モデル
ポンプ位置で両ホースをつまみます。
ウォーターポンプのフィルターハウ
ジングからクリアーカバーを外し、
次にフィルターを清掃します。
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1. このカバーを外す

ステアリングアライメント
ステアリングホイールを直進位置に
した場合 は、ボートが直進するよう
にジェットポンプノズルも同じ方向
を向いていなければなりません。
調整が必要な場合、Sea-Doo スポー
ツボート認定ディー ラーに依頼して
ください。

� 警告
ステアリングが左右にスムーズに動
くことを確認してください。

シフトレバー
スロットル/シフターコントローラが
前進位置にある時は、リバースゲー
トが上向きでロックされていなけれ
ばなりません。また、スロットル/シ
フターコントローラがニュートラル
の位置にある時はリバースゲートが
中間位置、スロットル/シフターコン
トローラがリバースの位置にある時
はリバースゲートが下向きになって
いなければなりません。調整が必要
な場合、Sea-Doo スポーツボート認
定ディーラーに依頼してください。

� 警告
スロットル/シフトレバーが自由に
動くことを確認してください。

デッキドレン
デッキドレンの排水口部分には障害
物となるようなものは置かないでく
ださい。

ヒューズ
ヒューズが切れた場合は、 同じ定格
値のヒューズと交換します。
注意: 本来のヒューズより定格値の高
いものを使わないでください。火災
や重大な損傷の原因になることがあ
ります。ヒューズが切れた場合はエ
ンジンを再始動する前に不具合箇所
を特定し、その原因を取り除いてく
ださい。整備については、Sea-Doo
スポーツボート認定ディーラーまで
お問い合わせください。

メインヒューズ
装置が作動しない場合は、メインカッ
トオフスイッチがオンの位置にある
ことを確認してください。
それでも作動しない場合は、線舷内
のバッテリーカットオフスイッチに
接続されているメインヒューズを確
認してください。
注記: スペアヒューズは、ヒューズブ
ロック 上部と計器類インターフェー
スのゴム製ホルダーに取り付けられ
ています。

200 Speedster モデル
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代表的な例
1. ゲージインターフェースヒューズ
2. 自動ビルジポンプヒューズ
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アクセサリーヒューズ

200 Speedster/205 Utopia
モデル
エンジンの電気系統のヒューズは、エ
ンジンコンパートメントのヒューズ
ブロックに取り付けられています。
下の図のように、エンジン電気系統
のメインヒューズは左右エンジンの
ソレノイド付近にあります。
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代表的な例
1. エンジンヒューズブロック
2. エンジン電気系統メインヒューズ
3. ソレノイド

アクセサリと計器類のヒューズは、
ダッシュボード裏の計器類インター
フェースに取り付けられています。
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代表的な例
1. インターフェース
2. ヒューズカバー
3. このタブを使用してヒューズを抜く

カバーのロックタブを押してカバー
を外すと、ヒューズが現れます。
カバーのタブを使ってヒューズを取
り外します。

cMQeSPv N
1. ヒューズの両側にタブを差し込ん

でヒューズを抜く

���
���
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� �
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代表的な例 — インターフェ-ス
1. アクセサリー
2. ラジオ
3. ブロワー
4. ビルジポンプ
5. 航海灯
6. カーテシーランプ

作業が終わったら、カバーのシール
が正しい位置にあることを確認しま
す。
シールがずれないようにカバーを慎
重にヒューズブロックにかぶせ、そ
れぞれのロッキングタブからパチン
という音がするまでしっかりと押し
てください。

156 _____________________



ビルジエアブロワー
各ビルジエアブロワーが正しく作動
していることを確認してください。

������
�

代表的な例
1. ブロワーダクト

� 警告
ビルジブロワーが正しく作動しな
い場合は、そのままボートを始動せ
ずに Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーにご相談ください。

航海灯の電球交換
バウライト

200 Speedster モデル
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代表的な例
1. このスクリューを取り外す
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代表的な例
1. 持ち上げて電球を取り外す

205 Utopia および
220 Islandia SE モデル
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代表的な例
1. ここにマイナスドライバーを差し込ん

で、ていねいにこじって外す
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代表的な例
1. このスクリューを取り外す

���
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代表的な例
1. レンズを引いて外す
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代表的な例
1. 電球を引いて取り外す

組み立ては基本的に取り外しの手順
を逆にたどります。しかし、次の点
に特別に注意を払ってください:
交換した電球の接点部に誘電性グリー
スを塗布してください。

205 Utopia および
220 Islandia SE モデル
電球を上部終板の下に取り付けると
き、電球が緩んだままの場合があり
ます。もう一度取り付けるとき、カ
バーは電球終板を圧迫します。

スターンライト
レンズを反時計方向に回して取り外
します。

���
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代表的な例
1. 回して取り外す

電球を引いて取り外します。

���
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代表的な例
1. 電球を引いて取り外す

交換した電球の接点部に誘電性グリー
スを塗布してください。
組み立ては取り外しと逆の順序で行
います。

ボーディングライト

220 Islandia SE モデル
船体から取り外すため、ヘッドライ
トのスクリューを外します。

���
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1. ヘッドライトカバー

ラバーグロメットを引いて、次にブ
レードタイプ電球をソケットから引
きます。
注意: ラバーグロメットを引くため
に、ワイヤを使用しないでください。
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新しい電球と交換します。接点部に誘
電性グリースを塗布してください。
レンズを交換するには、プラスチッ
クナットを緩めて、レンズをカバー
から引き抜きます。

�����%�

��

1. グロメット
2. プラスチックナット

組み立ては取り外しと逆の順序で行
います。

ドッキングライト
ヘッドライトカバーをゆっくりと引
いて、船体から外します。ボーディ
ングライトを参照してください。
サポートからライトを外します。
ライトの裏にスクリュー 2 本で取り
付けられている黒いメタルキャップ
を外します。
焼けた電球を外し、新しい電球と交
換します。
注意: 寿命が短くなるので、ハロゲ
ン電球のガラス部分を決して素手で
触らないでください。ガラスに触れ
た場合、イソプロピルアルコールで
清掃して、電球表面から皮膜を除去
してください。
組み立ては取り外しと逆の順序で行
います。

更衣室ライト
カバーをゆっくり外して、電球を交
換します。

犠牲陽極
ボートでは、特に塩水に触れる金属
部品の腐食は一般的です。腐食は陸
電設備、不適切に設置されたAC線と
回路、そして近くで係留されたボー
トの不十分な絶縁DC電力設備からの
迷走電流によって発生することがあ
ります。電流があると腐食は加速し
ます。
犠牲陽極はこのボートの特定の部分
に取り付けられ、腐食を抑えます。
陽極が設置された部分よりも、陽極
の方が腐食します。
各陽極が重量で 50% が腐食したと
き、交換します。
陽極は次の場所に設置されます:

– ライドシュー／クーラントプ
レート

– ポンプハウジング
– リバースゲートサポート
– ステアリングノズル
– リバースゲート。

�������
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代表的な例
1. 犠牲陽極

注記: ボート進水毎に陽極を点検して
ください。 陽極に塗装したり、保護
コーティングしないでください。
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全体の点検と清掃
点検
エンジンコンパートメント内に損傷
や、燃料システムに漏れがないか点
検してください。また、バッテリー
に電解液の漏れがないか点検してく
ださい。すべてのホースクランプが
しっかり固定されているか、ホース
にひび割れ、よじれ、あるいはその
他の損傷がないかを確認 してくださ
い。

� 警告
ガソリンが漏れている場合やガソ
リン臭がする場合は絶対にエンジン
を始動しないでください。Sea-Doo
スポーツボート認定 ディーラーで
ボートの整備を受けてください。

マフラー、バッテリー、リザーバー
の各固定機構を点検します。電気部
品の接続部に腐食あるいはゆるみが
ないかをチェックしてください。
船体とジェットポンプのウォーター
インテークグレートに損傷がないか
点検します。損傷が認められるパー
ツは、交換あるいは修理してくださ
い。

清掃
ビルジはお湯と洗剤、またはビルジ
クリーナーを使用して年に2 回清掃
を行い、燃料／ オイル／電解液など
による汚れやカビを取り除いてくだ
さい。
時々ボディを温水と石鹸（強い洗剤
は使用しないでください） で洗って
ください。エンジンおよび／または
船体に付着した海洋微生物を取り除
いてください。研磨材を含有してい
ないワックスを使用してください。
注意: ファイバーグラス製やプラス
チック製の部品の清掃には、強い洗
剤、脱脂剤、塗装用シンナー、アセ
トンなどを使用しないでください。

ウィンドスクリーンは Heavy Duty
Cleaner で 洗 浄 し て く だ さ い 。
(P/N 293 110 001) と水を使用し
て洗浄します。細かいスクラッチや
擦り傷を取り除くには、アクリル、
ルーサイト、ポリカーボネート、ま
たはこれに類する素材用の研磨剤を
使用してください。
シートやファイバーグラス部分の汚
れは、「ナイツスプレーナイン」 ま
たはその同等品で取り除ける場合も
あります。†同等品もそうです。
環境を守るため、燃料、オイル、洗
浄用溶剤などを水路に流さないでく
ださい。

220 Islandia SE モデル
コンビニエンスセンターのトッ
プとテーブルのトップ
必要に応じて、研磨剤の入っていな
い液体の多目的クレンザーで定期清
掃するなら、表面が新品同様の美し
さを保ちます。がんこな汚れについ
ては、マイルドな研磨剤入りのクレ
ンザーを使用できます。
塩素入りのクレンザーを使用しない
でください。塩素には漂白作用があ
り、表面を変色するおそれがありま
す。

一般的な清掃方法
– 表面からダストを取り除きます。
– 表面を洗浄して、水洗いするため

に、布よりもスポンジを使用しま
す。

– 洗浄溶液やすすぎ用の水を頻繁に
変えます。

– 汚れた箇所を清掃するときにすじが
できることを避けるため、汚れて
いない場所に近い方から始めて、
汚れた箇所へと清掃します。

†「ナイツスプレーナイン」は、Knight Oil
Corporation の登録商標です。

160 _____________________



保管、シーズン前の準備

� 警告
燃料とオイルは可燃性です。 定期
点検チャートでも指定されている
ように、燃料システムの機能の点
検は Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーにご依頼ください。

保管
注記: 保管期間の間、ドレンプラグを
開けます。
保管の前には、Sea-Doo 認定ディー
ラーでボートの整備を受けることを
お勧めしていますが、次のような作
業はあなた自身が 小限の工具で実
施できます。
注意: 保管中はエンジンをかけない
でください。

燃料システム
Sea-Doo ガソリン安定化剤 （または
同等品） を燃料タンクに注入する
と、ガソリンの劣化と燃料システム
のゴム質の堆積を防止できます。正
しい使い方については、安定化剤の
製造者の使用上の注意に従ってくだ
さい。
注意: 燃料システムをニス状の堆積
物から保護するため、ガソリン安定
化剤はエンジンの潤滑を行う前に添
加してください。

� 警告
給油を行う前に必ずエンジンを止
めてください。ガソリンは可燃性
であり、特定の条件下では爆発性
があります。つねに換気のよい場所
で作業を行ってください。近くで喫
煙したり、裸火や電気スパークを近
づけたりしてはいけません。燃料タ
ンクに圧力がかかっていることもあ
ります。キャップを開けるときには
ゆっくりと回してください。裸火を
明かりにして燃料レベルを確かめる
のは絶対にやめてください。給油中
はボートを水平に保ってください。
燃料を入れすぎないようにし、給油
口ぎりぎりまでガソリンを入れた状
態で、ボートを日の当たる場所に長
時間置かないようにしてください。
温度の上昇と共にガソリンが膨張し
て、オーバーフローすることがあり
ます。給油時にこぼれた燃料は必ず
拭き取ってください。定期的に燃料
系を点検しましょう。

エンジンのオイル交換とオイ
ルフィルターの交換
オイルとフィルターの交換は、Sea-
Doo スポーツボート認定ディーラー
に依頼してください。

エキゾーストシステムのフラッシング
ジェットポンプのインレットとアウ
トレットに水を吹きかけて洗い、そ
の後で XP-Sルーブ潤滑剤または同等
品を塗布してください。

� 警告
ボートを水から上げた状態でエンジ
ンを回すと、熱交換器がたいへん熱
くなります。火傷のおそれがありま
すので、熱交換器には触れないよう
にしてください。

ボート後部のジェットポンプサポー
トにあるコネクターに、散水用ホー
スを接続してください。まだ水栓は
開かないでください。
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注記: オプションのクイックコネクト
アダプターを使用できます。(P/N 295
500 473). エンジンのフラッシングに
は、ホースピンチャーは必要ありま
せん。
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代表的な例
1. ホースアダプター
2. クイックコネクトアダプター （オ

プション）
3. 散水用ホース

エキゾースト冷却システムのフラッ
シングを行うには、まず左右エンジ
ンをかけてから、その後ただちに水
栓を開いてください。

� 警告
エンジンコンパートメント内の部
品の一部は、きわめて高温になる場
合があり、直接皮膚に触れると火傷
の原因になります。エンジンが回っ
ている間は、電気系の部品やジェッ
トポンプまわりに触れないでくださ
い。

注意: まだエンジンが冷えていない場
合はフラッシングを行わないでくだ
さい。必ず左右エンジンを始動して
から、水栓を開けてください。オー
バーヒートを防ぐため、左右エンジ
ンがかかったらすぐに水栓を開けて
ください。
左右エンジンを 4000～ 5000 RPMの
ファストアイドルで約 20秒間回しま
す。

注意: ボートを水から上げている場
合、エキゾーストシステムに水を供
給せずにエンジンをかけないでくだ
さい。
フラッシングを行っている間、ジェッ
トポンプから水が流れ出てくること
を確認してください。水が出て来な
い場合は、Sea-Doo スポーツボート
認定ディーラーに整備を依頼してく
ださい。
注意: エンジンを 5分間以上回さない
でください。ボートが水から上がっ
ているときは、ドライブラインシー
ルが冷却されないためです。
先に水栓を閉めてから、その後エン
ジンを止めます。
注意: 必ず水栓を閉めてから、エン
ジンを止めてください。
すべてのコンポーネントを開いて、
乾いた風にあてます。

エンジン内部の潤滑
エキゾーストシステムのフラッシン
グの項で解説したように、エキゾー
ストシステムを冷却するために散水
用ホースを接続してください。
エンジンを通常の運転温度まで暖め
ます。
注意: エキゾーストシステムのフラッ
シングの手順で示された注意事項を
正しく守ってください。
先に水栓を閉めてから、その後エン
ジンを止めます。
エンジンコンパートメントのカバー
を開きます。
ストレージトレイを取り外します。
注記: 左右エンジンについて実行しま
す。
ディップスティックを取り外してく
ださい。
エンジンカバーを外します。
ディップスティックを元通りに取り
付けてください。
イグニッションコイルのコネクター
を外してください。
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� 警告
イグニッションコイルとスパークプ
ラグの接続を外すときは、必ずメイ
ンハーネスとイグニッションコイル
の接続を先に外してください。エン
ジンコンパートメント内では、外し
たイグニッションコイルおよび／ま
たはスパークプラグから火花が飛ぶ
かどうかを確かめないでください。
気化した燃料がスパークで爆発する
おそれがあります。

重要 : イグニッションコイルコネク
ターのロッキングタイを切断しない
でください。どのケーブルをどのシ
リンダーに接続するかわからなくなっ
てしまいます。
イグニッションコイルを取り外して
ください。
注意: スパークプラグを取り外す前
に、スパークプラグホールにゴミな
どがないことを確かめてください。
スパークプラグホールからシリンダー
にゴミなどが落ちると、エンジン内
部の部品が損傷します。
スパークプラグを取り外してくださ
い。
注記: スパークプラグを緩めた後、イ
グニッションコイルを使ってスパー
クプラグを取り外すことができます。
イグニッションコイルをプラグホー
ルに差し込み、スパークプラグを「釣
り上げる」ように取り出してくださ
い。

smr2006-016-030_a

1. イグニッションコイル
2. スパークプラグ

スパークプラグホール内に XP-Sルー
ブ潤滑剤または同等品をスプレーし
てください。
エンジンをクランキングするときに
燃料が噴射されるのを防ぎ、点火を
カットするために、次の手順を行っ
てください。
エンジンコンパートメントから、誰
かにスロットルベルクランクを十分
に開いたままで保持します。
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代表的な例
1. 完全に開いた位置

クランキングによってエンジンを数
回回転させ、シリンダーウォールに
オイルを行き渡らせてください。
スパークプラグのねじ山に焼き付き
防止潤滑剤を塗布し、スパークプラ
グを元通りに取り付けます。
注記: 取り付けた後、シールがエンジ
ン上面に正しく納まっていることを
確認してください。
イグニッションコイルを元通りに取
り付けます。イグニッションコイル
コネクターを元通りに接続してくだ
さい。
エンジンカバーを取り付けるために
いったんディップスティックを外し、
エンジンカバーをパチンという音が
するまで押し下げます。
ディップスティックを元通りに取り
付けてください。
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注記: XP-S ルーブ潤滑剤でエンジン
バルブのフォギングを行うことをお
勧めします。Sea-Doo スポーツボー
ト認定ディーラーまでお問い合わせ
ください。

インタークーラーとエキゾー
ストマニホールド

200 Speedster Wake のみ
注記: 次の手順は、両方のエンジンに
適用されます。
エキゾーストシステムはセルフドレ
イン式ですが、インタークーラーと
エキゾーストマニホールドには次の
保護が必要です。

smr2006-012-002_b

1. インタークーラー
2. エキゾーストマニホールド
3. インタークーラーアウトレットホース
4. エンジンオイルフィラーキャップ

– インタークーラーホースを両方と
も取り外します。

注記: 取り外し可能で、再使用できる
クランプもありますが、他は切断し
て交換が必要です。

lmo2007-002-008_a

1. インタークーラー
2. インレットホースクランプ (再使用可能)
3. アウトレットホースクランプ (交換)

– インタークーラーを排水してから、
底部のホースと再接続します。

– じょうごと小型ホースを使用して、
アウトレットニップルを通してイ
ンタークーラーに約 200 mL (6.76
oz U.S.) の不凍液を注入します。
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代表的な例
1. インタークーラー
2. アウトレットニップル
3. インレットニップル

– インタークーラートップホースを
再接続して、新しいクランプで留
めます。

– マニホールドトップウォーターア
ウトレットホースをエキゾースト
パイプから外します。

164 _____________________



������ 

�

�

�

1. エキゾーストマニホールド
2. エキゾーストパイプ
3. ウォーターアウトレットホースク

ランプ (再使用可能 )

– ウォーターアウトレットホースの
端にじょうごを取り付け、不凍液
約 300 mL (10.14 oz U.S.) をエキ
ゾーストマニホールドに注入しま
す。

– アッパーウォーターアウトレット
ホースを再接続して、既存のクラ
ンプで留めます。

注意: インタークーラーとエキゾー
ストマニホールドに不凍液を注入す
ることを強く推奨いたします。これ
を外し忘れるとコンポーネントに重
大な損傷を与えます。
注意: 不凍液原液 (濃度 100%) のみ使
用してください。BRPが取り扱うプ
レミックス不凍液は、この特定の用
途には適していません。ウォーター
ジャケットに残っている水と混合す
るとき、濃度は低下します。
注記: 入手可能であれば、アルミニウ
ム製内燃エンジン用の生物分解性不
凍液をお奨めします。これは環境保
護に有効です。
注記: 冷却システムコンポーネントか
らできるだけ多く排水するために、
この操作の間にエンジンを作動する
必要はありませんが、前もって作動
させておく必要があります。

バッテリー
Sea-Doo スポーツボート認定ディー
ラーまでお問い合わせください。

エンジン冷却システム
不凍液の劣化を防ぐため、200 時間
ごと、あるいは 2 年ごとに左右エン
ジンの不凍液を交換します。
不凍液の交換と比重テストは、Sea-
Doo スポーツボート認定ディーラー
に依頼してください。
注意: 不凍液の混合比率が適切でない
と、気温が氷点下になる場所にボー
トが保管された場合、冷却システム
内で液体が凍るおそれがあります。
これはエンジンに重大な損傷を及ぼ
します。保管期間に入る前に不凍液
を交換しないと、液が劣化して、次
にエンジンを使用するときに十分な冷
却が得られない可能性があります。

� 警告
やけどを負う危険を避けるため、エ
ンジンがまだ熱いときはラジエター
キャップを外したり、エンジンのド
レンプラグを緩めたりしないでくだ
さい。

ボートの清掃と修理
ボディとトレーラーを石鹸水 （強い
洗剤は使用しないでください） で洗
います。洗った後は真水でよくすす
いでください。船体に付着した海洋
微生物を取り除いてください。
注意: ファイバーグラス製やプラス
チック製の部品の清掃には、強い洗
剤、脱脂剤、塗装用シンナー、アセ
トンなどを使用しないでください。
シートやファイバーグラス部分の汚
れは、「ナイツスプレーナイン」 ま
たはその同等品で取り除ける場合も
あります。
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ボディや船体に修理が必要な場合は、
Sea-Doo スポーツボート認定ディー
ラーにご相談ください。機械的な部
分のタッチアップ塗装には、BRP ス
プレーペイントをお使いください。
微量のゲルコート部分の修理について
は、Gelcote† 修復キットは、Gelcote
International (www.gelcote.ca)からご
入手できます。傷んだラベルやデカー
ルは交換してください。
トレーラーでの運搬の後、ホイール
を固定して、ドレンプラグを緩め、
トレイラージャッキ（装備されてい
る場合）でバウをわずかに持ち上げ
て排水してください。ビルジを洗剤
とお湯、またはビルジクリーナーで
清掃します。洗った後はよくすすい
でください。すべてのコンポーネン
トを開いて、乾いた風にあてます。

ポータブルウォーターシステム

220 Islandia SE モデル
システム全体を排水して、次のよう
に生物分解性不凍液で満たされてい
なければなりません。

排水
手順全体の詳細については、特殊な
手順セクションの排水 を参照してく
ださい。

不凍液の劣化防止
氷点下になる可能ｊ性のある冷却シ
ステムでは、ポータブルウォーター
システムは生物分解性不凍液で満た
されていなければなりません。

� 警告
ポータブルウォーターシステム保
護のために特別に調製された生物
分解性不凍液を常に使用してくださ
い。Sea-Doo スポーツボート認定
ディーラーにご相談ください。

†Gelcoteとは、Gelcote Internationalの登
録商標です

ポータブルウォータータンクに約 8 L
(2 U.S. gal) の生物分解性不凍液を注
入します。
メインウォーターポンプを始動しま
す。
シンク水栓を開きます。不凍液が流れ
始めたらすぐに、水栓を閉じます。
洗浄バルブとシャワーについても手
順を繰り返します。
これらの項目すべてが終了したら、
ポータブルウォーターシステムを満
たしてください。

ファウンテンサンプ

220 Islandia SE モデル

�������

バルブをこの位置に回す

ドレンプラグを完全に取り外して、
サンプを排水します。

保管の 終的な準備
研磨剤の入っていないワックスを塗
布します。
保管中はエンジンストレージカバーを
少し開けておいてください （カバー
が完全に開いてしまわないようにガ
スショックを外しておきます）。ス
トレージトレイを取り外します。デッ
キに置いておきます。
マイナスドライバーを使って、下の
図の用にタブを持ち上げます。
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代表的な例 — タブ持ち上げ

ショックエンドを外します。他端を
外します。
ブロックして、エンジンカバーリッ
ドを少し開きます。
エンジンコンパートメントの結露と、
それによる腐食の可能性を防ぐこと
ができます。
ボート操縦前に、ショックエンドを
エンジンカバーリッドにもう一度取
り付けます。
ボートを屋外に保管する場合は、UV
(紫外線）と汚れがプラスチック製コ
ンポーネントやボートの仕上げを損
なったり、ホコリが堆積したりする
のを防ぐため、不透明な防水カバー
で覆ってください。
注意: また、直射日光の当たる場所
にボートを保管しないでください。
UV の影響により表面の仕上げが損
なわれます。ボートを水に浮べたま
ま長期間保管しないでください。メ
インバッテリーのカットオフスイッ
チがオフになっていることを確認し
てください。
保管期間中は、ホイールを固定して
から、トレーラージャッキ （装備さ
れている場合） でバウをわずかに持
ち上げて、排水します。ドレンプラ
グを緩め、妨げがないようにしてく
ださい。

シーズン前の準備
メンテナンス情報 セクション初めの
定期点検チャートを使用し、シーズ
ン前の項目に従って点検を行ってく
ださい。.
一部の作業は技術的スキルと特殊工
具を必要としますので、 Sea-Doo ス
ポーツボート認定ディーラーに実施
を依頼してください。

� 警告
このガイドに示された警告および注
意の中で、該当点検項目に関係する
ものには漏れなく従ってください。
コンポーネントの状態がよくないと
思われる場合は、BRP純正部品また
は認定された同等品と交換してくだ
さい。

注記: シーズン前の準備と同時に、12
ヶ月安全点検とメーカーの改良キャン
ペーンの実施を Sea-Doo 認定ディー
ラーに依頼されることを強くお勧め
します。

� 警告
このガイドで詳しく解説された手順
のみを実施してください。このガイ
ドで触れられていないコンポーネン
ト／システムについては、定期的に
認定ディーラーに整備を依頼される
ことをお勧めします。特に指定のあ
る場合を除いて、メンテナンス作業
を実施する際は必ずエンジンを停止
して、メインバッテリーのカットオ
フスイッチをオフにしてください。
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保証情報
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米国とカナダで販売されたSEA-DOOスポーツボー
ト 2007 年モデル® に対するBRP限定保証

1) 限定保証の適用範囲
BRP US Inc.* (以下“BRP”とします) は、以下に記述された期間について、下
記の条件のもと、アメリカ合衆国 50 州およびカナダの BRP 認定ディーラー
(以下ディーラーとします) によって販売された新品で未使用の 2007 年モデル
Sea-Doo スポーツボート (以下スポーツボートとします) に素材または製造上
の欠陥がないことを保証します。
この2007 年モデル Sea-Doo スポーツボートが納入される際に、BRP 認定
ディーラー（その定義は以下に示します）によって取り付けられたすべての
BRP 純正部品およびアクセサリーは、スポーツボート本体と同じ保証を受け
るものとします。
スポーツボートに標準装備として取り付けられた Clarion‡ 音響コンポーネン
トは、Clarion によって別個に保証を受けます。そのような音響コンポーネン
トが Sea-Doo スポーツボートに取り付けられている場合、保証適用情報と援
助について製造業者に相談するか、BRP 認定ディーラーにお尋ねください。
米国向け :
Clarion Corporation of America
661 West Redondo Beach Boulevard
Gardena, CA 90247
電話 :(800) 347-8933
Fax: (310) 217-4380

カナダ向け :
Clarion Canada Inc.
2239 Winston Park Drive
Oakville, ON L6H 5R1
電話 :(800) 668-5612
Fax: (800) 387-7122

この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2) 除外規定 （以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および損耗による部品交換;
• 定期メンテナンス部品と整備であり、限定するわけではないが、調整、オ

イル、潤滑とクーラント交換、スパークプラグ交換、ウォーターポンプ等
を含みます;

• 『オペレーターズガイド』に記述されている手順や推奨に従わなかったこ
と、また不適切なメンテナンスの実施や適切なメンテナンスまたは保管を
行わなかったことに起因する損傷;

• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、合理的な判断によりスポーツボートに適さないか、あるいはその動
作、性能、または耐久性に悪影響を及ぼすと見なされる部品の使用の結果
として生じた損傷あるいは整備を行う BRP認定ディーラー以外の人によっ
て行われた修理の結果として生じた損傷;

• 酷使、誤用、通常の用途以外での使用、不注意、競技、不適切な使い方、
または『オペレーターズガイド』に記述された推奨事項と異なる方法でス
ポーツボートを使用したことに起因する損傷;

• 外部損傷、水没、水または異物の吸入、事故、火災、盗難、破壊行為、ま
たはあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷;
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• そのスポーツボートに適さない燃料、オイル、潤滑剤を使用しての航行
（『オペレーターズガイ ド』 を参照）;

• サビ、腐食、または自然環境への曝露によって生じた損傷;
• 異物による冷却システムまたはジェットポンプの詰まりによって生じた損

傷;
• 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、電話、借用、タクシー、

不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失を含むがそれ
らのみに限定されないその種の損害、

• 外装のゲルコート仕上げの瑕疵、ブリスター、スターリング、ひび割れを
含み、それらのみには限定されないゲルコート仕上げの損傷;およびブリス
ター、ひび割れ、クモの巣状またはヘアライン状のひび、または自然環境
への曝露に起因するファイバーグラスの層間剥離。

3) 保証適用期間
この限定保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはそのスポーツ
ボートが 初に使用された日のどちらか早い方から、以下の各期間にわたっ
て有効とされます：
• 個人がレクレーション用途で使用する場合は連続する 12 ヵ月間。ただし

デッキとハルのファイバーグラス構造は連続する 60ヵ月間が適用されます;
• 業務用に使用する場合は連続する 4 ヶ月間。ただしデッキとハルのファイ

バーグラス構造は連続する 12ヵ月間が適用されます。保証期間中の一部で
あっても、スポーツボートが収入の発生、何らかの業務または職業に関連
して用いられた場合、そのスポーツボートは商業的用途で使用されたもの
と見なされます。また、保証期間中のいずれかの時点でスポーツボートが
商業用として登録されたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、そのス
ポーツボートは商業的用途で使用されたものと見なされます。

下のチャートに含まれる、米国で登録された EPA認定の Sea-Doo スポーツ
ボートに取り付けられた排出ガス制御を操作する排出ガス関連コンポーネン
ト （下記のリストを参照） は、連続する 24 ヶ月間またはエンジン使用 200
時間のどちらか早い方の期間適用されます。保証期間中にエンジン使用 200
時間に到達した場合、排出ガス関連コンポーネンは、保証期間終了時点まで
BRP の標準保証を受けます。
EPA 認定 2007 Sea-Doo スポーツボートは、次を装備しています:4-TEC® エン
ジンおよび 4-TEC IC エンジン。
排出ガス関連コンポーネント:
– スロットルポジションセンサー(TPS)
– 気温センサー (ATS)
– 気圧センサー (APS)
BRP 製のスポーツボートはカリフォルニア州またはニューヨーク州での販売
を意図して製造されており、本来はカリフォルニア州またはニューヨーク州
の住民に販売され、その後保証はそれらの州の住民に登録されます。関係す
るカリフォルニア州およびニューヨーク州の排出ガス制御保証規定もご覧く
ださい。
この保証によってスポーツボートに対して行われる修理や部品の交換、また
は整備の実施により、当初の有効期限を超えてこの限定保証が延長されるこ
とはありません。
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4) 保証の適用を受けるための条件
この保証は、その販売が行われた国において BRP 製品の販売を許可されてい
る BRPディーラー（以下“BRPディーラー“とします)から、 初のオーナーに
よって未使用の新品として購入された 2007 Sea-Dooスポーツボートで、さら
にBRP 社指定の納入前点検プロセスが実施され、それが記録されたものにの
み適用されます。また、保証は BRP ディーラーによってその製品が正しく登
録された時点で有効になります。また、この保証を受けられるのは、Sea-Doo
スポーツボートが購入者が居住する国で購入された場合に限ります。BRPは、
上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使用する所
有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRP が製品の安全
ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要です。
保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されている
定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。BRPは、
この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求め
る権利を留保します。

5) 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 日以内に、整備を行う BRP ディーラーにその旨
を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修理の機会をディーラー
にあたえなければなりません。また、お客様は製品の購入を証明するものを
BRP ディーラーに提示しなければならず、保証修理を有効にするため、その
修理の開始に先立って修理／作業注文書に署名しなければなりません。この
限定保証に基づいて交換された部品は、すべて BRP の所有となります。

6) BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を
請求することなく、任意の BRP 認定ディーラーにおいて、当社の判断により
修理するかまたは新しい BRP 純正部品と交換することです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。
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7) 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含めながら、それらのみには限定されない明示的また
は黙示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それら
が否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみ
に限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められていないた
め、それらはあなたには適用されない可能性があります。この保証は特定の
権利を付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留
保することができます。
ディストリビューター、BRP 正規ディーラー、そしていかなる個人も、この
限定保証に含まれていない確約、表明、または保証を、BRP あるいはその他
の個人に対して行ってはならず、万一行った場合、それらの内容は BRP に対
して強制できるものではありません。
BRP はこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売
された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこ
とに同意します。

8) 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
以下のような方法で所有権の移転が BRP に通知されることを条件に、残りの
保証期間の間も有効となります：
a) 旧所有者が BRP (下記の電話番号）または BRP認定ディーラーへ連絡し、

新しい所有者の連絡先を知らせる;
b) BRP または正規 BRP ディーラーが、旧所有者が所有権の移転に同意した

ことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する。
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9) 消費者支援
a) 本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベ

ルで問題解決を試みてください。その問題について BRP 認定ディーラー
のサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってください。

b) さらに支援が必要な場合は、問題の解決を図るためディストリビューター
のサービス部門と連絡を取ってください。

カナダ :
BOMBARDIER RECREATIONAL
PRODUCTS INC.
SEA-DOO
CONSUMER SERVICES GROUP
VALCOURT QC J0E 2L0
電話: (819) 566-3366

米国 :
BRP US Inc.
SEA-DOO
CONSUMER SERVICES GROUP
7575 BOMBARDIER COURT
WAUSAU WI 54401
電話: (715) 848-4957

*カナダでは、製品の流通とサービスは Bombardier Recreational Products Incが行いま
す。
© 2006 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社の登録商標。
‡ Clarion の商標です。
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4-TEC エンジン、または 4-TEC IC エンジン装
備 SEA-DOO® 2007 年モデルスポーツボートに
対するカリフォルニア州およびニューヨーク
州の排出ガス制御保証規定。
Sea-Doo 2007 年モデルスポーツボート (以下“スポーツボート”とします)には
カリフォルニア大気資源委員会が規定した特別な環境ラベルを貼ります。ラ
ベルには、1、2、3、4スターがあります。スポーツボートの品質表示票には
スター等級システムの意味が説明されています。

スターラベルは、クリーンな船舶用エンジンを意味します
クリーンな船舶用エンジンの記号：

������!

クリーンな空気と水
より健康的なライフスタイルと環境。

燃料節約
燃料節約 従来の気化2ストロークエンジンと比べてガソリンとオイルの燃焼
を 30 - 40 パーセント減らし、資金と資源を節約します。

排気ガス保証の延長
消費者が心配なく操業できるよう保護します。

1スター - 低排出
1スターラベルは、パーソナル・ウォータークラフト、船外、船尾、船内エン
ジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラフトと船外船舶用エン
ジン 2001年排気物質基準を満たしていることを示します。この基準を満たす
エンジンは、従来の気化 2ストロークエンジンより排気物質を 75％削減しま
す。これらのエンジンは、船舶用エンジンの U.S. EPAの 2007 基準と同等で
す。

2スター - 超低排出
2スターラベルは、パーソナル・ウォータークラフト、船外、船尾、船内エン
ジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラフトと船外船舶用エン
ジン 2004年排気物質基準を満たしていることを示します。これらの基準を満
たすエンジンは、1スター-低排出エンジンより排気物質を 20％削減します。
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3スター - 極超低排出
3スターラベルは、エンジンが大気資源委員会のパーソナル・ウォータークラ
フトと船外船舶用エンジン 2008年排気物質基準または船尾と船内船舶用エン
ジン 2003年排気物質基準を満たしていることを示します。これらの基準を満
たすエンジンは、1スター低排出エンジンより排気物質を 65％削減します。

4 スター - スーパー極超低排出
4 スターラベルは、エンジンが大気資源委員会の船尾と船内船舶用エンジン
2008 年排気物質基準を満たしていることを示します。パーソナル・ウォー
タークラフトと船外船舶用エンジンもこれらの基準に準拠します。これらの
基準を満たすエンジンは、1スター低排出エンジンより排気物質を 90％削減
します。
詳細:クリーンなウォータークラフト - 次で確認してください。1 800 END-
SMOG www.arb.ca.gov

排出ガス制御保証権利と義務
カリフォルニア州大気資源委員会および BRP US Inc. (以下“BRP”とします)
は、2007 年モデル Sea-Dooスポーツボートの排出ガス制御システム保証につ
いて説明いたします。カリフォルニア州では、新規のスポーツボートのエン
ジンを州のスモッグ防止基準を満たすように設計、組み立て、装備しなけれ
ばなりません。BRP は、貴方のスポーツボートを酷使、不注意、不適切なメ
ンテナンスがない限り下記の期間スポーツボートのエンジンの排出ガス制御
システムを保証しなければなりません。
排出ガス制御システムには、噴射装置、イグニッションシステム、触媒コン
バータ等の部品が含まれます。またホース、ベルト、コネクタ、その他の排
出関連のアッセンブリーが含まれます。
保証可能な条件が存在する場合、BRPは、BRP 認定ディーラーによってなさ
れる場合に限り、診断、部品代および工賃を含めて、貴方のスポーツボート
のエンジンを無償で修理します。

製造業者の限定補償範囲
この排出ガス限定保証は、カリフォルニア州での販売を意図して BRP によっ
て認証そして製造された 2007年モデル Sea-Dooスポーツボートに適用され、
本来はカリフォルニア州の住民に販売された、あるいはその後保証はカリフォ
ルニア州の住民に登録された製品です。Sea-Doo スポーツボート用の BRP 限
定保証条件は、必要な改変を加えたこれらのモデルに適用可能です。2007
Sea-Doo スポーツボートの排出ガス制御パーツに関して、 初に購入した消
費者に納入された日から 4年間または250使用時間のうちどちらか先に訪れた
保証時期を選択してください。しかし、時間に基づく保証適用は適切な時間
メーターまたは同等品を装備したスポーツボートにのみ可能です。エンジン
の排出関連の部品が異常な場合、保証の元に BRP が修理または交換します。
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4-TEC® エンジンと 4-TEC IC エンジン装備の Sea-Doo 2007
年モデルスポーツボートで適用される部品::

デジタルリニアアクチュエータ(低アイ
ドル制御) すべての燃料システムコンポーネント

スロットルポジションセンサー スパークプラグ
吸気マニホルド気圧センサー イグニッションコイル
吸気マニホルド気温センサー ピストンとリング

エンジン温度センサー インテークおよびエキゾーストバルブ
ギア/トレイン

ノッキングセンサー バルブ、バルブガイド、バルブガイド
シーリング

排出ガス制御ユニット クランクケースベンチレーションバルブ
インジェクター 配線ハーネスとコネクタ

燃圧レギュレータ 排出ガス関連シール、ガスケット、ホー
ス

吸気マニホルド エキゾーストマニホールド
インタークーラー (装備の場合) スーパーチャージャー (装備の場合)

排出ガス保証は、保証部分の異常によって引き起こされる他のエンジンコン
ポーネントの損傷に適用されます。BRP 『オペレータズガイド』は、スポー
ツボートの正しいメンテナンスと使用に関する指示を記載しています。すべ
ての排出ガス保証部品は、『オペレーターズガイド』のメンテナンスで要求
されている部品交換を予定していない限り、スポーツボートの保証期間全体
で保証されます。
メンテナンスを必要とする、交換を予定している排出ガス保証部品は、部品の
初の交換予定日までの期間の間 BRP により保証されます。定期的な交換で

はなく、通常点検を予定している排出ガス保証部品は、スポーツボートの保
証期間全体で BRP により保証されます。この保証規定の条項の元で修理また
は交換された排出ガス保証部品は、本来の部品の保証期間の残りの間 BRP に
より保証されます。この限定保証に基づいて交換された部品は、すべて BRP
の所有となります。メンテナンスの受け入れと記録は、スポーツボートの次
の各所有者に移転されます。
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所有者の保証責任
2007年 Sea-Dooスポーツボートの所有者として、『オペレータズガイド』に
記載の要求されているメンテナンスを実施する責任があります。スポーツボー
トのエンジンに関係する全受領書を保持することを BRP は推奨しますが、受
領書の紛失またはすべての予定メンテナンスの不履行だけを理由にして BRP
は保証適用を拒否できません。Sea-Dooスポーツボートの所有者として、BRP
が酷使、不注意、不適切なメンテナンス、不適切な改変によりエンジンまた
は部品に対する保証適用を拒否できることに留意してください。問題が発生
した場合、エンジンを BRP 認定ディーラーにできるだけ早く見せます。保証
修理は、30 日を超えない合理的な長さの期間内に完了します。保証の権利と
責任、または 寄の BRP 認定ディーラーの名前と場所に関して質問がある場
合、Consumer Services Group までお問い合わせください (1-715-848-4957)。

© 2006 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社の登録商標。
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2007 年モデル SEA-DOO® スポーツボートに
対するBRP 国際限定保証

1) 限定保証の適用範囲
BRP US Inc.* (以下“BRP”とします) は、以下に記述された期間について、下
記の条件のもと、アメリカ合衆国 50 州、カナダ、欧州連合加盟国の BRP 認
定ディストリビューター／ディーラー (以下ディストリビューター／ディー
ラーとします) によって販売された新品で未使用の 2007 年モデル Sea-Doo ス
ポーツボート (以下スポーツボートとします) に素材または製造上の欠陥がな
いことを保証します。
この2007 年モデル Sea-Doo スポーツボートが納入される際に、BRP 認定
ディーラー（その定義は以下に示します）によって取り付けられたすべての
BRP 純正部品およびアクセサリーは、スポーツボート本体と同じ保証を受け
るものとします。
この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2) 除外規定 （以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および損耗による部品交換;
• 定期メンテナンス部品と整備であり、限定するわけではないが、調整、オ

イル、潤滑とクーラント交換、スパークプラグ交換、ウォーターポンプ等
を含みます;

• 『オペレーターズガイド』に記述されている手順や推奨に従わなかったこ
と、また不適切なメンテナンスの実施や適切なメンテナンスまたは保管を
行わなかったことに起因する損傷;

• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、合理的な判断によりスポーツボートに適さないか、あるいはその動
作、性能、または耐久性に悪影響を及ぼすと見なされる部品の使用の結果
として生じた損傷あるいは整備を行う BRP 認定ディストリビューター／
ディーラー以外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷;

• 酷使、誤用、通常の用途以外での使用、不注意、競技、不適切な使い方、
または『オペレーターズガイド』に記述された推奨事項と異なる方法でス
ポーツボートを使用したことに起因する損傷;

• 外部損傷、水没、水または異物の吸入、事故、火災、盗難、破壊行為、ま
たはあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷;

• そのスポーツボートに適さない燃料、オイル、潤滑剤を使用しての航行
（『オペレーターズガイ ド』 を参照）;

• サビ、腐食、または自然環境への曝露によって生じた損傷;
• 異物による冷却システムまたはジェットポンプの詰まりによって生じた損

傷;
• 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、電話、借用、タクシー、

不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失を含むがそれ
らのみに限定されないその種の損害、

• 外装のゲルコート仕上げの瑕疵、ブリスター、スターリング、ひび割れを
含み、それらのみには限定されないゲルコート仕上げの損傷;およびブリス
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ター、ひび割れ、クモの巣状またはヘアライン状のひび、または自然環境
への曝露に起因するファイバーグラスの層間剥離。

3) 保証適用期間
この限定保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはそのスポーツ
ボートが 初に使用された日のどちらか早い方から、以下の各期間にわたっ
て有効とされます：
• 個人がレクレーション用途で使用する場合は連続する 12 ヵ月間。ただし

デッキとハルのファイバーグラス構造は連続する 60ヵ月間が適用されます;
• 業務用に使用する場合は連続する 4 ヶ月間。ただしデッキとハルのファイ

バーグラス構造は連続する 12ヵ月間が適用されます。保証期間中の一部で
あっても、スポーツボートが収入の発生、何らかの業務または職業に関連
して用いられた場合、そのスポーツボートは商業的用途で使用されたもの
と見なされます。また、保証期間中のいずれかの時点でスポーツボートが
商業用として登録されたり、商業用途の使用許可を受けた場合も、そのス
ポーツボートは商業的用途で使用されたものと見なされます。

この保証によってスポーツボートに対して行われる修理や部品の交換、また
は整備の実施により、当初の有効期限を超えてこの限定保証が延長されるこ
とはありません。

4) 保証の適用を受けるための条件
この保証は、その販売が行われた国においてSea-Doo製品の販売を許可されて
いる BRP ディストリビューター／ディーラー（以下“BRP ディストリビュー
ター／ディーラー”とします)から、 初のオーナーによって未使用の新品とし
て購入された Sea-Doo パーソナル・ウォータークラフトで、さらにBRP 社指
定の納入前点検プロセスが実施され、それが記録されたものにのみ適用され
ます。また、保証は BRP ディストリビューター／ディーラーによってその製
品が正しく登録された時点で有効になります。また、この保証を受けられる
のは、Sea-Doo スポーツボートが購入者が居住する国で購入された場合に限
ります。BRP は、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業
務用に使用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、
BRP が製品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するため
にも必要です。
保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されている
定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。BRPは、
この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施の証明を求め
る権利を留保します。

5) 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 日以内に、整備を行う BRP ディストリビューター
／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセスと修
理の機会をディー ラーにあたえなければなりません。また、お客様は製品の
購入を証明するものを BRP ディストリビューター／ディーラーに提示しなけ
ればならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修理／
作業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換され
た部品は、すべて BRP の所有となります。
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6) BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を
請求することなく、任意の BRP 認定ディストリビューター／ディーラーにお
いて、当社の判断により修理するかまたは新しい BRP 純正部品と交換するこ
とです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

7) 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含めながら、それらのみには限定されない明示的また
は黙示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それら
が否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみ
に限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められていないた
め、それらはあなたには適用されない可能性があります。この保証は特定の
権利を付与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留
保することができます。
ディストリビューター、BRP ディストリビューター／ディーラー、またはそ
の他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品
に関する確認、表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた
場合にも BRP に対する強制力はありません。
BRP はこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売
された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこ
とに同意します。

8) 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
BRP または BRP 認定ディストリビューター／ディーラーが、旧所有者が所有
権の移転に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する
ことを条件に、残りの保証期間の間も有効となります。
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9) 消費者支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベル
で問題解決を試みてください。
さらに支援が必要な場合は、ディストリビューターのサービス部門にご相談
ください。
それでも解決できない場合は、問題の内容を書面にして、下記に提出してく
ださい。

ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィ
スまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358163208111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまで
ご連絡ください:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
Valcourt QC J0E 2L0
電話.: 1-819-566-3366

ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧になれます。

*この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスは Bombardier Recreational
Products Inc. または子会社が行います。
© 2006 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。
® Bombardier Recreational Products Inc.またはその子会社の登録商標。

182 _____________________



2007 年モデル SEA DOO® スポーツボートに対
するBRP 欧州連合加盟国限定保証

1) 限定保証の範囲
BRP US Inc. (“BRP”)* は、2007 Sea-Doo スポーツボートの材料あるいは製造
上の欠陥について以下の期間および条件により保証します。
®この 2007 年モデル SEA-DOO スポーツボートが納入される際に、BRP 認定
ディストリビューター／ディーラー（その定義は以下に示します）によって
取り付けられたすべての BRP 純正部品およびアクセサリーは、スポーツボー
ト本体と同じ保証を受けるものとします。
この製品を一度でもレースやその他の競技活動に使用した場合は、以前の所
有者による行為である場合も含めて、この保証は無効になります。

2) 除外規定 （以下は保証修理の対象とはなりません）
以下は保証対象ではありません:
• 通常の磨耗および損耗による部品交換;
• 定期メンテナンス部品と整備であり、限定するわけではないが、調整、オ

イル、潤滑とクーラント交換、スパークプラグ交換、ウォーターポンプ等
を含みます;

• 『オペレーターズガイド』に記述されている手順や推奨に従わなかったこ
と、また不適切なメンテナンスの実施や適切なメンテナンスまたは保管を
行わなかったことに起因する損傷;

• 部品の取り外し、不適切な修理、整備、メンテナンス、改造、あるいは
BRP によって製造または認定されていない部品の使用の結果として生じた
損傷、合理的な判断によりスポーツボートに適さないか、あるいはその動
作、性能、または耐久性に悪影響を及ぼすと見なされる部品の使用の結果
として生じた損傷あるいは整備を行う BRP 認定ディストリビューター／
ディーラー以外の人によって行われた修理の結果として生じた損傷;

• 酷使、誤用、通常の用途以外での使用、不注意、競技、不適切な使い方、
または『オペレーターズガイド』に記述された推奨事項と異なる方法でス
ポーツボートを使用したことに起因する損傷;

• 外部損傷、水没、水または異物の吸入、事故、火災、盗難、破壊行為、ま
たはあらゆる天災や不可抗力の結果として生じた損傷;

• そのスポーツボートに適さない燃料、オイル、潤滑剤を使用しての航行
（『オペレーターズガイ ド』 を参照）;

• サビ、腐食、または自然環境への曝露によって生じた損傷;
• 異物による冷却システムまたはジェットポンプの詰まりによって生じた損

傷;
• 二次的または間接的な損害、あるいは牽引、保管、電話、借用、タクシー、

不便、保険担保、ローンの支払い、時間的損失、収入の損失を含むがそれ
らのみに限定されないその種の損害、

• 外装のゲルコート仕上げの瑕疵、ブリスター、スターリング、ひび割れを
含み、それらのみには限定されないゲルコート仕上げの損傷;およびブリス
ター、ひび割れ、クモの巣状またはヘアライン状のひび、または自然環境
への曝露に起因するファイバーグラスの層間剥離。
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3) 保証対象期間
この保証は、 初に購入した消費者に納入された日、またはその製品が 初
に使用された日のいずれか早い日から、次の期間有効です：
個人使用の場合は連続する 24ヵ月間。業務用に使用する所有者の場合は、連
続する 12 ヶ月間。
この保証によるパーツの修理または交換、あるいはサービスの実施によって、
保証の本来の有効期限を超えてこの保証が延長されることはありません。
保証期間および保証の他の条件は、ユーザーの国で適用される関連する法令
に従います。

4) 保証の適用を受けるための条件
この保証適用は、次の各条件が満たされたときのみ適用されます:
a) 2007 年モデル Sea-Doo スポーツボートとは、その販売が行われた国にお

いて Sea-Doo ®スポーツボート製品の販売を許可されている BRP ディス
トリビューター／ディーラーから、 初のオーナーによって未使用の新品
として購入されたものです (“BRP ディストリビューター／ディーラー”);

b) BRP が指定した納入前点検を完全に実施し、納入前点検チェックリスト
を作成しなければなりません;

c) 製品は BRP 認定ディストリビューター／ディーラーによって正しく登録
されなければなりません;

d) 2007 年モデル Sea-Doo スポーツボートは、購入者が居住する国で購入さ
れる必要があります。

e) 保証の有効性を維持するには、『オペレーターズガイド』 で概説されて
いる定期メンテナンスが適切な時期に実施されていなければなりません。
BRP は、この保証を適用する際の条件として、適切なメンテナンス実施
の証明を求める権利を留保します。

BRP は、上記条件が満たされない場合、個人使用の所有者または業務用に使
用する所有者に対して限定保証を与えません。このような制限は、BRP が製
品の安全ばかりでなく、消費者と一般の人々の安全を確保するためにも必要
です。

5) 保証を受けるためにしていただくこと
お客様は欠陥の発現から 2 ヶ月以内に、整備を行う BRP ディストリビュー
ター／ディーラーにその旨を通知し、合理的と認められる製品へのアクセス
と修理の機会をディー ラーにあたえなければなりません。また、お客様は製
品の購入を証明するものを BRP ディストリビューター／ディーラーに提示し
なければならず、保証修理を有効にするため、その修理の開始に先立って修
理／作業注文書に署名しなければなりません。この限定保証に基づいて交換
された部品は、すべて BRP の所有となります。
通知期間はユーザーの国で適用される関連する法令に従うことに留意くださ
い。
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6) BRP が行うこと
この保証に基づく BRP の義務は、保証期間中、通常の使用、メンテナンス、
および整備が行われたにもかかわらず故障した部品を、部品代および工賃を
請求することなく、任意の BRP 認定ディストリビューター／ディーラーにお
いて、当社の判断により修理するかまたは新しい BRP 純正部品と交換するこ
とです。
BRP は、それ以前に製造された製品に同様の改良を加える義務を負うことな
く、製品の改良または変更を継続して行う権利を留保します。

7) 責任の範囲
この保証は明示的に付与されるものであり、商品性または特定の目的への適
合性の何らかの保証を含めながら、それらのみには限定されない明示的また
は黙示的なその他のすべての保証に代わるものとして受諾されます。それら
が否認され得ない限りにおいて、暗示的保証は明示的保証の有効期限内のみ
に限定されます。付随的および間接的損害は、この保証の範囲から除外され
ます。ただし、一部の国では上述の否認、制限、除外が認められておらず、
それがあなたにも適用される可能性があります。この保証は特定の権利を付
与するものであり、あなたは国ごとに異なるその他の法的権利を留保するこ
とができます。
ディストリビューター、BRP ディストリビューター／ディーラー、またはそ
の他の人物のいずれにおいても、この限定保証に含まれるもの以外に、製品
に関する確認、表示、保証を行う権限は与えられておらず、それが行われた
場合にも BRP に対する強制力はありません。
BRP はこの保証をいつでも変更する権利を留保します。ただし、すでに販売
された製品に適用される保証条件は、その保証が有効な間は変更されないこ
とに同意します。

8) 所有権の移転
保証期間中に製品の所有権が移転された場合は、この保証も同時に移転され、
BRP または BRP 認定ディストリビューター／ディーラーが、旧所有者が所有
権の移転に同意したことの証明書、および新しい所有者の連絡先を受領する
ことを条件に、残りの保証期間の間も有効となります。
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9) 消費者支援
本限定保証に関して論争または紛争が生じた場合、まずはディーラーレベル
で問題解決を試みてください。その問題について BRP 認定ディストリビュー
ター／ディーラーのサービスマネージャーまたは店主とよく話し合ってくだ
さい。
さらに支援が必要な場合は、ディストリビューターのサービス部門にご相談
ください。
それでも問題が解決しない場合、下記の住所の BRPに連絡をとってください。

ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィ
スまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358163208111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまで
ご連絡ください:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
Valcourt QC J0E 2L0
電話.: 1-819-566-3366

ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧になれます。

*この限定保証が適用される地域では、製品の流通とサービスは Bombardier Recreational
Products Inc. または子会社が行います。
© 2006 Bombardier Recreational Products Inc. 全権保留。®Bombardier Recreational
Products Inc. の登録商標。
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CE適合性宣言

適用されるEC指令: 指令 2003/44/EC Recreational – craft（レ
クレーション用船舶）

関係指令: 指令 89/336/CEE Electromagnetic
compatibility（電磁両立性）

指令 89/336/CEE の管轄団体: UTAC Autodrome de Linas-Montlhéry, B.P.
212 91311 Montlhéry cedex, フランス

関係整合規格: ISO 7840, ISO 8469, ISO 8665, ISO
8846, ISO 8848, ISO 8849, ISO 9094, ISO
9097, ISO 10087, ISO 10088, ISO 10133,
ISO 10240, ISO 11105, ISO 11591, ISO
11592, ISO 12215, ISO 12216, ISO 13592,
COLREGS, ABYC H-5, ABYC H-8

製造業者: BRP US Inc.

製造業者住所: 451 E. Illinois Ave Benton, Illinois
62812-0394

輸入業者名: BRP European Distribution SA

輸入業者住所: Chemin de Messidor 5-7
1006 Lausanne
Switzerland

製品タイプ: スポーツボート、沿岸用カテゴリー C

届出先団体: International Marine Certification Institute
Trèves Centre, rue de Trèves 45 1040
Brussels, Belgium
BBOMB009:220 Islandia SE

BBOMB012:205 Utopia

BBOMB013:150 Speedster (NA)

BBOMB014:200 Speedster

BBOMB016:150 Speedster SCIC

EC認定:

BBOMB017:150 Speedster Wake

私、署名者は、上記に示す装置が上記の指令および規格に適合していることをこ
こに宣言します。
署名者:

Fernando Garcia

BRP US Inc. を代表して 署名した者の役
職:

Director – Public and Regulatory – Affairs
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型式認定および認証
これらのボートは以下の規格に適合しています：

規格 認証の種類
アメリカ沿岸警備隊 自己認証

カナダ沿岸警備隊 自己認証

ロシア船級協会 ロシア船級協会により認証
8, Dvortsovaya Nab., 191186
St. Petersburg, ロシア
内部生産管理
および管轄団体の責任
により実施される管理
。

電磁両立性に関する欧州
委員会の指令 89/336/CEE

管轄団体 :
UTAC
Autodrome de Linas-Montlhéry, B.P. 212
91311 Montlhéry cedex, フランス
内部生産管理および届出先団
体の責任により実施される管理

レクレーション用船舶に関する欧州議会
および欧州委員会の指令 2003/44/EC

届出先団体 :
International Marine Certification Institute
Trèves centre, rue de Trèves 45
1040 Brussels, ベルギー
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プライバシー保護に関する情報
あなたのご連絡先情報は安全性の確保と保証のために使わせていただきます。
お客様のご連絡先情報を利用して、当社製品のご案内やご提供情報を送らせ
ていただくことがあります。このような当社製品、サービス、ご提供に関す
る情報を希望されない場合は、下記まで書面にてお知らせください。
また、厳選された信頼できる企業に対して、品質の高い製品とサービスの販
売促進に役立てるため、お客様のご連絡先情報の利用を許可することがあり
ます。あなたのお名前やご住所の開示を拒否される場合は、下記まで書面に
てお知らせください。
カナダ :
BOMBARDIER RECREATIONAL
PRODUCTS INC.
CONSUMER SERVICES GROUP
VALCOURT QC J0E 2L0
電話.: (819) 566-3366

米国 :
BRP US Inc.
CONSUMER SERVICES GROUP
7575 BOMBARDIER COURT
WAUSAU WI 54401
電話.: (715) 848-4957

ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィ
スまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358163208111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまで
ご連絡ください:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
Valcourt QC J0E 2L0
電話.: 1-819-566-3366

ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧になれます。
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住所と所有権の変更
お客様が住所を変更された場合またはボートの新しい所有者になった場合は、
以下のいずれかの方法で BRP に通知してください。
– 以下の宛先にカードを郵送する;
– 北米のみ: (715) 848-4957 (米国)または (819) 566-3366 (カナダ)へ電話する;
– BRP 認定ディストリビューター／ディーラーに問い合わせる。

住所 :

カナダ :
BOMBARDIER RECREATIONAL
PRODUCTS INC.
CONSUMER SERVICES GROUP
VALCOURT QC J0E 2L0
電話.: (819) 566-3366

米国 :
BRP US Inc.
CONSUMER SERVICES GROUP
7575 BOMBARDIER COURT
WAUSAU WI 54401
電話.: (715) 848-4957

ヨーロッパ、中東、アフリカ、ロシアおよび CIS の方々は、ヨーロッパオフィ
スまでご連絡ください:

BRP EUROPE N.V.
Consumer Service Center
Skaldenstraat 125
9042 Gent
Belgium
電話.: + 32-9-218-26-00

北欧諸国の方々は、フィンランドオフィスまでご連絡ください:

BRP FINLAND OY
Service Department
Ahjotie 30
Fin-96320 Rovaniemi
Finland
電話.: + 358163208111

上記以外の国の方々は、地元のディストリビューターか、北米オフィスまで
ご連絡ください:

BOMBARDIER RECREATIONAL PRODUCTS INC.
Consumer Services Group
Valcourt QC J0E 2L0
電話.: 1-819-566-3366

ディストリビューターの連絡先を www.brp.comでご覧になれます。
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所有権の変更の場合は、以前の所有者が譲渡に合意している証明書を添付し
てください。
例えば、安全上のリコールを開始した場合など、BRP が必要に応じてボート
の所有者に連絡できるように、限定保証の期間が終了した後でも、BRP に通
知することが重要です。BRP に通知するのは、所有者の責任です。
盗難に遭った場合:あなたのスポーツボートが盗まれた場合は、お住まいの地
域を管轄するディストリビューターの保証部門までご連絡ください。お客様
のお名前、ご住所、電話番号、船体識別番号、そして盗難の日付をお知らせ
ください。
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